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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「寒い……」

　冷たい風が背中を撫なでるのを感じて、賀か茂も是これ雄おはうっすらと目を開けた。

　窓を閉めるのを忘れていたのだろうか。そんな事を考えながら、頭を地面から起こす。

　……地面？　賀茂はハッとして下を見た。地面だ。布ふ団とんでも畳でも絨じゆう毯たんでもなく、まぎれもなく土の上だ。

　慌てて周囲を見回す。目に映ったのはむき出しの岩肌の壁かべと天井。賀茂は、薄うす暗ぐらい穴ぐらの中で眠っていたのだった。

　なんでこんなところにいるんだ……？

　そこでフッと自分が死んだ事を思い出した。

　って事はもしかして、ここがあの世……？

　周囲を見回そうとして、何かが自分の体を優しく撫でているのを感じた。その方向へ頭を巡らすと、狐きつねが一匹、丁寧に自分の体をなめていた。珍しい事に毛が黒い。更に普通の狐と違うのは、その巨大な体である。軽く賀茂の五倍はありそうだ。賀茂の身長がちょうど一七〇センチだから、その五倍という事はこの狐の体長は……は、八メートル以上……？

　バカな。そんな巨大な陸上哺ほ乳にゆう類が存在するのか？　いや、それとも、ここがあの世だとしたら、地獄の番犬とかそういう類たぐいか？　もしそうなら、ボクは地獄に落ちたって事か？　でも、特に悪い事などしてないはずなのに何故なぜ？

　賀か茂もは混乱した頭で考えて、ハッと思い当たった。

　……ひょっとして、『神の愛』を最後まで受け入れなかった罰か？

　賀茂の守しゆ護ご霊れいだった変態熾し天使アブデル曰いわく、『純粋な心の少女たちに惹ひかれるのは、同じく純粋な存在である天使としては理の当然』であり、幼い雰囲気の少女を愛するのはロリコンなどという下げ卑びた感情ではなく『神の愛』に他ほかならないというのである。

　だけど、そんな詭き弁べんでロリコン趣しゆ味みを正当化されたって、受け入れられるわけがないじゃないか。そんな事で地獄に落とされるなんて、あまりにも理不尽すぎる……。

　地獄に落ちたと勝手に決めつけて賀茂が我が身を嘆いていると、狐きつねが声をかけてきた。若い娘のような、ちょっと騒さわがしい声だった。

「あら、目が覚めた？」

「き……、狐が喋しやべった……？」

　反射的に賀茂は後方へ一メートルほど飛びすさった。

　狐は怪け訝げんそうな表情を浮かべると、驚おどろく賀茂を前足で示した。

「狐が喋った、って、坊やだって喋ってるじゃない」

　賀茂は思わず自分の手足へ目をやった。目を覚ましてから自分の体を見たのは、これが初めてだった。

　哺ほ乳にゆう類食肉目イヌ科に特有の、腱けんで固められて手首が回らないかわり、走行に適した前ぜん肢し。その前肢で顔を触ると、イヌよりも細く長い口こう吻ふんが確認できた。そしてそれよりも決定的なのは、太くて豊かな房毛の生えた尻尾しつぽだ。明らかに狐のものと分かるその尻尾は、確かに賀茂の体から生えていた。ただ、色は目の前の狐と同様黒っぽかった。

　……いったいこれは？

　呆ぼう然ぜんとする賀茂の顔を、狐は親しげになめた。

「けど、生まれて十日目でいきなり人語を操ってみせた子なんて坊やが初めてよ。ママ、びっくりしちゃった」

　賀茂はようやく事態を把握した。

　つまり、自分は今、生まれたての子狐なのだ。どうやら前世の記き憶おくを残したまま、狐に生まれ変わってしまったらしい。目の前にいる雌狐の大きさも恐らくは標準的な大きさで、それが巨大に感じられたのは単に自分が小さいからのようだ。

　しかしそれはいいとして、何ゆえに狐が人の言葉を喋るのだろう。それとも今のは狐語で、賀茂も狐になってしまったから狐の言葉が普通に分かるというだけの事なのか？

　いや、それは違う。母狐はさっき確かに「人語を操ってみせた子は……」と言っていた。という事は、賀茂の言葉は人間の言葉なのだ。そして、母狐の言葉も賀茂と全く同じ言葉なのだから、やはり人語を操っていると考えざるを得まい。

　普通の狐が喋るわけがない。という事は、この母狐は普通の狐ではない。常識で考えて、ものを言う動物など化け物と相場が決まっている。ゆえに、この母はは狐ぎつねは化け狐に違いない。

　……それにしても、自分の事を『ママ』って、狐のくせに……。

　アニメの動物ファンタジーものか何かであればそれでも可愛かわいらしいのかもしれないが、実写版の生身の狐が口をきくというのはなかなかに面めん妖ようだった。前世では霊れい能力者の家系に生まれ、今度は妖よう狐この息子に生まれ、つくづくアヤしい世界と縁えんの深い賀か茂もである。

　……それにしても、化け狐なんて初めて見た。

　賀茂は目の前の母狐をまじまじと眺めた。

　化け狐そのものは特に珍しいものではない。普通の狐でも、齢よわい百歳を超えれば霊れい能のうを具そなえる。江戸時代にはそこかしこに妖狐霊狐の類たぐいが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていたものだ。だが、本州では狐の数は最近めっきり減ってしまい、現代の都市においては化け狐どころか普通のホンドギツネにすらお目にかかれなくなって久しい。

　……って事は、今ボクのいるところって北ほつ海かい道どうか。

　日本語が当たり前に通じる地域は日本だけである。そして、日本で狐といえば、何をおいてもキタキツネである。そして、キタキツネといえば北海道しかなかった。

　賀茂の憶おく測そくは当たっていた。賀茂の現在地は北海道の南端、もう少し詳しく言うと、松まつ前まえ城跡を奥へ入った大だい千せん軒げん岳の山中だった。

　……とりあえず、地獄に落ちたわけじゃなさそうだ。

　そう分かって、賀茂はホッと安あん堵どした。だが冷静に考えれば、地獄の代わりに畜生道に落ちたところで違いはない。物心ついてからわずか五分にして、早くも賀茂は生まれ変わった事を後悔した。

　こうして賀茂の第二の人生、否、狐こ生せいは、かなり最悪な幕開けを迎えたのだった。
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「よーしたまちゃん、着いたわよ！」

　バスを降りたのは女子高生二人連れ。二年生の佐さ々さ木き律りつ子こと一つ下の桂かつらたまだった。どちらも賀か茂もの知り合いである。律子にとっては賀茂は単なる中学からの馴な染じみだが、たまにとっては恩人であり恋しき貴方あなたである。

　二人は賀茂が転生した事を知り、この一ケ月間、休日ごとに賀茂の生まれ変わりを探しているのだった。

　ちなみにたまの正体は悪あく魔まである。たまが無自覚のうちに漏らした妖よう気きが彼女の通う教室中に蔓まん延えんし、呪のろわれた謎なぞの教室として学校の怪談になっていたのがそもそもの始まりだった。賀茂は、その呪いの教室の噂うわさを知った律子からたったの五百円で調査を依頼され、たまと知り合い、そしてたまの妖気にあてられて死んだのだった。簡単に最初と最後だけ要約すると、賀茂はたった五百円のために命を落としたわけである。

　賀茂と出会う前のたまは霊れい視し一つ出来ず、自分が妖気を漏らしている事すら知らなかった。

　今でも彼女の漏らした妖気の溜たまり場が各地に点在しており、そこに入ったものは病気になったり半妖化したりする謎の心霊スポットとして、全国のオカルトファンの熱い注目を浴びている。具体的には、原因不明の病気になる、整形手術の失敗で口が裂けた、猫ねこの尻尾しつぽが二ふた股またに割れた、人の顔をした犬が「ほっといてくれよ」と喋しやべった、水搔かきのある三本指の謎の足跡が発見された、などの事例が報告されているらしい。

　それはともかく。

「賀か茂もくんの魂が降ってきたあの日に、この氷え蛭び子す町で生まれた新生児の数は三人！　さっそく調査に行くわよっ！」

　律りつ子こはむやみにハイなテンションで拳こぶしを突き上げた。通りかかった人が一いつ瞬しゆん振り返る。律子本人よりも、何故なぜか一緒にいるたまのほうが恥ずかしい。

「……あの、律子さん……周りに人もいますし、その……もうちょっと静かに……」

「そんな低いテンションでどーすんの！　気合いが足りーん！　いちいち人目をうかがってるようじゃ大物にはなれないわよ！」

　落ち着かせようとしたたまだが、焼け石に水だった。

「なんで律子さんはそんなに元気なんです……？」

「そりゃ決まってるでしょ！　私たちがこうして必死に調べ回ってる間にも、あのスケベ野郎は乳児という立場を利用して新米ママの乳首にむしゃぶりついてんのよ？　こっちが苦労してる時に相手が太平楽の境地を貪むさぼってやがるって思ったら、なんか腹立つの通り越して笑えてくるでしょ？」

　あーっはっはっは、と乾いた声で大笑いする律子。

「まぁーったくあの賀茂くんのボケ野郎ったら、手間かけさせやがって。見つけたら一発蹴けり殺してやらなくちゃ」
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　八つ当たり気味に民家のブロック塀べいを蹴けり飛ばす。その衝しよう撃げきでガラガラと崩れ落ちる塀。縁えん側がわでお茶を飲んでいた家の住人が、崩れた塀の向こうから言葉もなくこちらを眺めていた。

「……人のお家を勝手に壊こわしちゃマズくないですか……」

　たまがおそるおそる律りつ子この顔を見上げる。しかし、家の人が何も言わない以上、律子は何も気にしない。『言わない』のではなく『言えない』のでは、という事も気にしない。

「そんな事より、とっとと賀か茂もくん探しだすわよ！　そして乙女おとめの心に積もり積もったこの想おもいを、黄金の右足に乗せてヤツの脳天にぶちかますのよ！」

　その笑顔は、元気というよりただ壊れているだけだった。

　浮かれたように走り出す律子を追いかけながら、たまは困惑した表情で曖あい昧まいに笑うしかなかった。賀茂に会いたいのは自分のほうで、律子はただ善意で協力してくれているだけという関係上、何も言えない悲しい立場のたまだった。




　今ごろ人妻のおっぱいにしゃぶりついていると思われていた賀茂だが、狐きつねの成長は早い。この頃ころには、もうとっくに乳離れをすませていた。

　そして賀茂の気分は、太平楽どころではなかった。

　乳離れしたばかりの子狐は消化器官がまだ未発達だから、母狐は自分が飲み下して半分消化したものを吐き出して与えるのが常だ。いわば狐流の離乳食である。

　だが、離乳食と言えば聞こえはいいが、その実態は単なるゲロである。

　……これを食えというのか……？

　賀茂は、皿に盛られた吐と瀉しや物ぶつを前にして硬直した。霊れい狐こである賀茂の母狐は、お上品にも皿の上に吐き出してから与えたのだ。

　しかし狐はイヌ科の仲間。その嗅きゆう覚かくは優に人間の数万倍である。胃酸の臭においをプンプンさせた半溶けねずみに耐えられるはずがない。普通の狐のように口移しで直接流し込んでくれていれば、何も分からないうちに飲み下せたかもしれない。だが、皿に盛られた嘔おう吐と物ぶつなど到底口に出来る代しろ物ものではなかった。

　こうして賀茂は、人格（狐格？）の形成に極めて重要な幼児期を、極度の飢えとともに過ごした。中身が十七歳の人間であればこそ大きな問題には至らなかったが、これが普通の幼児であればトラウマとなってその後の人間形成に多大な影えい響きようを及ぼしたであろう事は疑いなかった。




「えーっと、最初の住所は、っと……」

　こちらは再び律りつ子ことたまである。まさか賀茂の転生先が狐とは思わない二人は、来る日も来る日も新生児の調査に無駄な労力を費やしていた。

「……そういえばいつも思うんですけど、律子さんってそういう情報どうやって仕入れるんですか？」

「ん？　子供生まれたら普通ご近所の噂うわさになるでしょ？　そっから口コミで」

　無類の噂好きである律りつ子こは、世界各国津つ々つ浦うら々うらに張り巡らされた緻ち密みつな情報網を持っている。女子高生の噂、主婦の噂、ＯＬの噂などを通じて、およそ女が三人以上集まる場所の情報なら何でも手に入るらしい。

「で、でも住所までどうやって特定……？」

「今時、名前さえ分かればそんなのすぐ調べられるわよ」

「電話帳とかで調べるんですか？」

「うーん。電話帳はあんまり使えないかなー。最近の若い人って、電話帳に載せたがらない事多いからね」

「じゃ、じゃあどうやって……？」

「えっとねー、××××の××××を×××して自由に使えるようにしといてね、そこから×××の××××××に××するとか、まあ色々。個人情報、引き出し放題よ」

　サラリと伏せ字だらけの危険な発言をする律子。

「そ、それって犯罪じゃないですかっ！」

　たまは思わず声を上げた。

　だが、律子は何故なぜかウットリ目を閉じる。

「そうなの。大事なたまちゃんのためなら、敢あえて犯罪者になる事も厭いとわない。ああ、なんて麗うるわしき友情！　青春街道ただ今爆ばく走そう中って感じよね！」

　振り向きながらガッツポーズ。

「はぁ……」

　再び曖あい昧まいな笑顔を浮かべるしかないたまだった。




　さて、律子たちは青春街道まっしぐらだが、一方の賀か茂もは畜生道をひたすら邁まい進しん中である。

　それでも、狐きつねに生まれ変わった状況にも慣れて落ち着いてくると、真っ先に賀茂の頭に浮かんだのはたまの事だった。

　……ずっと一緒にいるって約束した直後にいきなり死に別れだもんなぁ……。

　不誠実な男の見本のような自分に、思わずため息が出た。

　こうして再びこの世に舞い戻った以上、一刻も早くたまの所に戻ろう。そう考えた。

　しかし、一つ重大な問題があった。

　……こんな狐の姿してて、ちゃんとボクが賀茂本人だって分かってもらえるんだろうか……？

　賀茂の知る限り、たまは自分の意思で霊れい視しする事は出来ない。肉体が狐でも魂は賀茂だと分かってもらえる望みは薄うすい。

　一応口がきけるのだから、ちゃんと話せば分かってもらえるかもしれない。そう考えてみたりもした。しかし。

　……たまちゃん、極度に怖がりだしなぁ……。

　口をきく狐きつねなどという妖よう怪かいじみた存在を前に、果たして冷静に話を聞いてもらえるかどうかは、極めて怪しかった。

「ただいまー」

　巣穴の入り口から母狐の声がした。

「今日はご馳ち走そうよ！　なんと、野うさぎ捕まえちゃったの！　ホラ！」

　娘のようにはしゃぐ母狐の姿には、何とも言いようのない違和感があった。いい歳としをして若作りすぎるという点を差し引いても、狐の姿に人の言葉という組み合わせはそれだけで十分に異様だった。

　……ダメだこりゃ……。

　恐らく自分が喋しやべる時も似たような感じに違いない。イソップ寓ぐう話わの世界じゃあるまいし、口をきく動物など現実には所しよ詮せん化け物なのだ。賀か茂もは深く嘆息した。




　賀茂の知っている頃ころのたまは自力で霊れい視しする事は出来なかったが、実は現在、すでに自分の意思でちゃんと『見る』事は出来るようになっていた。

　律子が新生児の生まれた家を調べ、たまがその赤ん坊の魂を霊視して確認する。そういうチームワークで、二人は賀茂の転生先を探していたのだった。

「よーし。今日はまずこの家からね。たまちゃん、スタンバイはいい？」

　候補の家に到着すると、さっそく裏手に回ってたまが中を覗のぞき『見』る。たまの霊視能力で家の中を探って赤ん坊を見つけ、更にその赤ん坊の魂が賀茂かどうか確認するのだ。

「……どう、たまちゃん？　『見え』る？」

「ちょっと待ってください……。えっと……、あっ！　あれ……っ！」

　たまが声を上げた。

「どうした？　賀茂くん、いた？」

　律りつ子こが思わず身を寄せる。

　だが、たまは一点を見つめたまま、真っ青な顔でフルフルと首を振った。

「あ、あの、お庭の向こう側の道路の角に……青白い顔した血まみれの男の人が……！」

「はぁ……？　ちょっとたまちゃん、何『見て』んのよ？」

　交通事故死した地じ縛ばく霊れいである。たまの視線に気づいて、はにかみながら会釈してきた。霊になっても、可愛かわいい子に注目されたらやはり悪い気はしないものらしい。

　だが。

「いやぁあぁあぁあぁあぁあぁっっっ！　こっち見てるうぅうぅうぅうぅうぅっっっ！」

　たまはやけにエコーのかかった絶叫を発すると、うずまき目になって泡を吹いた。悪あく魔まのくせに、幽ゆう霊れいなどオカルト系には滅法弱いたまだった。

「……またか。これで通算四十三回目ね……」

　律りつ子こは一つため息をつくと、気絶したたまの体を担ぎ上げた。

「そろそろ慣れてほしいよねー……」

　霊視が出来るたまが気絶した以上、魂が賀か茂もかどうかを確認する手立てはない。律子はたまを担いだまま、空むなしく引き返す他ほかなかった。

「この分じゃ、いつになったら賀茂くん蹴けり殺せる事やら……」

　いつからか律子にとって賀茂を探す目的は、再会ではなく蹴り殺す事に変わっていた。

「たまちゃんの怖がりにも困ったもんだわ……」

　自分のほうがよっぽど困った女である事を棚に上げて、律子は再び嘆息した。
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「何故なぜ呼び出されたかは分かっているな？」

　天使の監かん査さ役、大天使ラグエルは書類をめくりながら、苦々しく顔をしかめた。ラグエルはあまり有名ではないが、七大天使の一人としてミカエルやガブリエルらと肩を並べる天界の実力者である。

　目の前には、呼び出しを受けた熾し天使アブデルが立っていた。

　アブデルは賀か茂もの守しゆ護ご天使だった変態ロリコン天使である。だが、天では何故か『全天一神に忠実な天使』として評判が高い。その秘密は、キリスト教の神が完全者にして無限者であるところにある。

　無限者とはあらゆる属性を具そなえている事に他ほかならない。従って主しゆは、父なる神であると同時に、ありとあらゆる『属性』を兼ね備えた完全なる美少女でもあるのだった。アブデルは熾天使として、常に神への愛で全身が炎のように萌もえていた。

　アブデルは落ち着かない様子でそわそわしていた。呼び出しを食らったからではない。そうではなく、ちょうど今、地上ですごい美少女霊れい媒ばい師しが守護霊を召喚している最中だからだった。早く行かないと、他ほかの天使か異教の神々に先を越されてしまう。そう思うとアブデルはいても立ってもいられない気分だった。手元の鞄かばんには、地上行きに備えて着替えや洗面用具一式をすでに詰めてあった。

　二人のいる場所は天界、キリスト教圏の第七天にある公会堂、一階に入ってすぐ右の第一会議室である。ラグエルの隣となりには、赤ん坊のような姿に白い羽を生やした智天使が二人、列席していた。二人とも、ラグエルの部下である。

　ラグエルが手元の書類をめくった。

「熾し天使アブデル。ここにいる我が部下たちの報告によれば、そなたは先月はじめ、賀か茂も是これ雄おという少年の召喚に応じて地上に降りた。そこで『たま』とかいう名前の悪あく魔ま少女に遭遇、彼女が十万人規模の犠ぎ牲せい者を出しているＳ級悪魔である事を知りながら、封じもしなければ退治もせず放ったらかして帰ってきた。更にその過程で、守しゆ護ごするはずの賀茂が死ぬのを黙だまって見過ごし、しかも天に召され永遠の祝福を受けるべき彼の魂を再び地上に転生させた。それも、東アジアの魂を管理している閻えん魔ま大王まで巻き込んで。以上の事実に間違いないな？」

「そのとおりだ」

　アブデルは悠然とうなずいた。

　アブデルからすれば、自分の行為になんら後ろめたい事はなかったから、異端者として審しん問もんされる事への緊きん張ちようや萎い縮しゆくなど微み塵じんもなかった。口元には微笑すら浮かんでいた。

　それを見てラグエルは渋面を作った。

「そなたは自分の立場が分かっているのか？　そなたはあの悪魔に心を奪われ、神に背いたのではないかと問題になっているのだぞ」

　脇わきにいた智天使の一人が声を上げる。

「熾天使アブデル様といえば、かつて全天使の三分の一が神に背いた時、そのただ中にあって唯一サタンに異を唱えた熾天使。そのあなたが、あんな子供のような悪魔に誘惑されるとはいったいどういう事なのです？」

　アブデルがサタンに従わなかった理由は、究極の美少女たる神を捨てて男臭いサタンに転ぶ気など毛頭なかったからである。だが智天使ごときに、無限者である神は究極の美少女でもあるという秘された真理が分かろうはずもない。それを知るのは最高位の熾天使の中でも限られたごく一部なのだ。

　アブデルは穏おだやかに口を開いた。

「私の心は常に神とともにある」

　落ち着いた、だがよく通る張りのある声だった。

「私は確かにあの『たま』なる悪魔を愛する。それは認めよう。だがそれは、あの悪魔のうちに神を見み出いだすがゆえなのだ」

「悪魔のうちに神を見出すとは、なんたる冒ぼう瀆とく……！」

　もう一人の智天使がアブデルの言葉に憤いきどおる。が、隣にいたラグエルが静かに制した。

　アブデルはその智天使に向かって、諭さとすように言葉をかけた。

「否。神は一切を造りたもうたお方であり、全すべては神の被造物。ならば、全ての被造物には神の痕こん跡せきが見出されるのだ。それは悪魔とて例外ではない。悪魔が神の手によらず、独り自らによって生じたというはサタンの主張であり、それを認めるならば、それこそ神の全能に対する冒ぼう瀆とくであろう」

「そ、それは……っ！」

　反はん駁ばくされた智天使が、悔しそうに歯ぎしりする。アブデルは全く意に介さず、淡々とした口調で続けた。

「我ら天使であっても、超越者たる神には遥はるかに及ばぬ。神を愛せとは言うものの、所しよ詮せん我らは神に造られし被造物。その我らが直接神を愛そうなど、僭せん越えつもはなはだしいではないか」

「た、確かに……。ですが、それと今の話がどう関係……」

「我ら被造物には、神を直接愛する事は叶かなわぬ。ならば、同じ被造物のうちに見られる神の似姿を愛する事で間接的に神へ愛を捧ささげる以外に、どうして神を愛する道があろう。確かに私はあの『たま』という悪あく魔まを愛するが、それは同時に彼女を通じて神を愛する事に他ほかならぬのだ」

　アブデルにとって、神は完全なる美少女。ゆえに、美少女への愛こそが〝被造物の中に神を見て愛する〟という事だった。そしてたまは、アブデルの趣しゆ味みに完かん璧ぺきに一致した類たぐいまれなる美少女だった。

　その意味で、アブデルの主張には一片の噓うそも矛盾も含まれていなかったし、アブデルの『神の愛』は微み塵じんも揺らいでいなかった。

「……し、しかし……」

　智天使たちはなおも納得していない表情だ。

「疑うのなら、その『眼め』で確かめてみるがいい」

　アブデルは自らの体を取り巻く強力な霊れい気きに隙すき間まを作り、己の心を智天使たちの『眼』に晒さらした。心を直接霊視すれば、噓をついているかどうかなどすぐに分かる。

　果たして、アブデルの言葉が純粋に本心からのものである事は、幼き智天使たちの『眼』にありありと『見え』た。それどころか、アブデルの神への愛は以前にも増して熱く燃え上がり、それに応じて与えられる神の祝福も並の熾し天使の比ではなかった。

「これは……！」

　言葉を失う智天使たち。

　ラグエルが静かにうなずいた。

「……なるほど。そなたの主張はよく分かった。そなたの神への忠誠は微塵も揺らいでおらぬ。それどころか、この場にいる誰だれよりも強かろう」

　事実上の無罪宣告に等しかった。あまりに早い決着に、二人の智天使が思わずラグエルの顔を見る。

「嫌疑は晴れたようだな。では私は急ぐので、これにて失礼する」

　アブデルは、一刻も早くあの美少女霊れい媒ばい師しの召喚に応じるため、さっさと会議室を出ようとした。

「待たれよ」

　その時、大天使ラグエルがやる気のなさそうな声で呼び止めた。

「アブデルよ。そなたの忠誠は分かった。だが、告発されたそなたの罪状は他ほかにもあるのだ。まず、たとえあのたまという娘に神を見たとはいえ、有害な悪あく魔まである彼女をそのまま野放しにする理由にはならぬ。あれはすでに十万を超える犠ぎ牲せい者しやを出し、身近な友人や養父まで殺害しているのだ。それ相応の裁きを与えるべきではないかと……」

「ラグエル様のおっしゃるとおりです。見られよ！　かの『たま』なる悪魔の為なしたる所行の数々を！」

　乗り気でなさそうなラグエルと裏腹に、智天使たちは威勢よく声を揃そろえた。そして、部屋の明かりを消すと、たまの犠牲者たちの様子をスライドに映した。予あらかじめ準備していたらしい。

「どうです？　いくら神の姿を見み出いだすと言っても、彼女は所しよ詮せん罪に汚れた悪魔。これだけの悪行を犯していては、よもや弁べん護ごの余地はありますまい。地上に降りて有害な悪魔と遭遇した時は、必ず退治してくるのが天使としての義務のはず」

「さあ、熾し天使アブデル様。再び地上に降り、神の裁きを実行してくるのです。かつてサタンの兜かぶとを打ち据えたその剣で、見事かの悪魔の首級を上げてまいられよ！」

　だが、アブデルは固く腕を組んだまま、動こうとはしなかった。たとえいかなる理由があろうとも、せっかくの美少女の命を奪うなど論外である。人一人の命が地球より重いとすれば、美少女一人の命は宇宙よりも重いのだ。

　しばしの沈ちん黙もくの後、アブデルは再び穏おだやかな口調で言い放った。

「そなたたちのうちで、罪を犯した事のない者が最初に彼女を打つが良い」

　──汝なんじらのうち、罪を犯した事のない者が最初に石を投げよ（ヨハネ福音書八章七節）。

　石打ちの刑に処せられようとしていた女を主しゆイエスが救った時の言葉である。二人の智天使は顔を引きつらせたまま固まった。

　天使といえども被造物。罪や過ちから完全に逃れられている者など存在しない。己の罪を棚に上げて他人をあげつらう事に熱狂するなど、それ自体が大いなる罪ではなかろうか。生き真ま面じ目めな智天使たちは、アブデルの本音も知らずに深く恥じ入った。

　沈黙する天使たちを見回して、アブデルは静かに、だが力強く言った。

「確かに彼女は永遠に呪のろわれし悪魔の一族であり、彼女自身も大きな罪を犯した。それは事実だ。だが、彼女はかの呪われし種族のうちで、己の罪を悔い改めた初めての悪魔なのだ。天の扉は常に、悔い改める者のために開かれているのではなかったか？　改かい悛しゆんする者を更に鞭むち打つ事が、主の御心にかなう事だとそなたたちは思うのか？」

　二人の智天使は、どちらも答えられなかった。

「そもそも彼女は、害を及ぼそうとして及ぼしたのではない。己の身に纏まとう妖よう気きが強すぎ、しかもそれを制御する術すべを知らなかったが故の、いわば事故だ。それに、今ではもう妖よう気きを制御する術を身に付けており、もはや周囲に被害を及ぼす恐れはない。その彼女を、今更わざわざ殺す必要がどこにあろう？」

　うつむいて黙だまり込む二人に、アブデルは少し語調を緩ゆるめた。

「私は彼女に罪を定めない。むしろ彼女を静かに見守ろう。そして、永遠に呪のろわれし悪あく魔まであっても、心から改かい悛しゆんすれば再び天に戻る事が出来るかどうかを確かめようではないか。一度道を踏み外した者が己を悔いて再び神の元へ帰ってくるなら、それ以上に喜ばしき事はあるまい？」

「……どうやらそなたは神を愛する事誰だれよりも深きばかりでなく、神を理解する事の深さにおいても一頭抜きんでているようだな」

　ラグエルが穏おだやかな笑みを湛たたえてうなずいた。その隣となりで、智天使たちは不服そうに口をとがらせた。彼らには、ラグエルの言葉が自分たちへの当てつけに思えた。

　ともかく、今度こそ無罪が決定した。これでやっと美少女霊れい媒ばい師しのところへ行ける。と思ったら、またしても大天使ラグエルが呼び止めた。

「ところでアブデルよ。たまを愛し、見逃した事についてはもはや疑惑は晴れたが、賀か茂もの魂を転生させた事については……」

　帰宅気分でいたアブデルは、またもや引き止められてチッと舌打ちした。

　二人の智天使は今度こそ自分たちの面目を回復する時とばかり、威勢よく立ち上がる。

「アブデル様もご存じのとおり、キリスト教の正統教義では輪りん廻ね転生は異端でご法はつ度とです。最後の審しん判ぱんの時に全すべての死者が蘇よみがえるというのに、同じ魂がいくつもの肉体に生まれ変わっていては死体と魂の帳じりが合わなくなりますからね。なのに、アブデル様の担当していた賀茂という少年を転生させた事については……」

「構わぬだろう？　転生先は人ではない。狐きつねだ。最後の審判で復活するのは人間だけだから、数が合わなくなるという心配はない」

「いや、ですが動物に魂を認めてしまうのは、我々の立場としてはいささか……」

「そもそも賀茂はキリスト教徒ではない。私が彼の守しゆ護ご天使となったのも、宗教混乱地帯日本では現在あらゆる神話・宗教の神々が召喚されるからにすぎん。アジアでは動物への転生など当たり前ではないか」

　そこにラグエルが割って入った。

「それはそうだが、その、つまりだな、規則では一度担当した人間は最後まで面倒を見る決まりになっているだろう？　しかるに、賀茂は生前の魂そのままで転生させてしまった。という事はアブデルよ、そなたは再び賀茂のところへ守護天使として赴かねばならない。だが我々の立場としては、狐の守護天使になるのはいささかマズかろう？　その辺りはどう考えているのか聞かせてくれまいか？」

「それは……」

　アブデルはここで初めて詰まった。

　黙だまり込んだアブデルを、ラグエルが鷹おう揚ような口調のままで問い詰める。

「それは？」

　アブデルは反射的に、手に持っていた旅行鞄かばんを掲げた。

「もちろん私が地上に降りて再び奴やつの守しゆ護ご天使となる。日本や中国の狐きつねは人に化ける事ができるはずだから、賀か茂もにも人間の姿を取らせる。魂が人間、体も人間であれば、我々が守護天使となる事になんら問題はあるまい？　しかも死後は再び狐の体に戻るから、最後の審しん判ぱんでの帳じり合わせも心配いらぬ」

　出まかせで言った割に、結構つじつまの合う話が飛び出した。しかも、都合良くすでに地上行きの支度がなされているから、誰だれもその場の出まかせなどとは思うまい。

　案の定、二人の智天使は納得してうなずいた。

「さすがアブデル様。そこまで考えての行いだったとは……」

　最後の疑惑が明朗に晴らされた今、二人は素直に自分たちの非を認めた。

「私どもの浅せん薄ぱくな考えで早まって告訴した事、お許しください」

　アブデルは寛大な笑みを浮かべた。

「なに、過ちは誰にもある事。大切なのは、過ちに気づいたらただちに悔い改める事だ。そなたたち二人は己の職務を忠実に果たそうとしただけであり、その告訴が早まったものであったと気づいた今、即座に過ちを認めた。ならば、そなたたちをいったい誰が咎とがめられようか」

「アブデル様……」

　アブデルを見つめる二人の智天使の目には、先ほどとは打って変わって尊敬と憧あこがれの光が宿っていた。

　ラグエルはそれを見て満足そうにうなずくと、審問の終了を宣言した。

　部下の智天使たちが去って二人きりになると、ラグエルはアブデルの肩に手を置いた。

「いや、ご苦労であった。そなたが神に背くなど有り得ぬ事だが、『神の愛』の秘されし真の意味を知らぬ天使たちが、誤ご解かいしてうるさくてな。彼らを鎮しずめるには、一応審理にかけ、そなたの口から説明してもらわざるを得なかったのだ。すまなかったな」

「分かっている。そなたの職務は理解しているつもりだ。責めはせぬ」

「だがしかし、さすがに閻えん魔ま大王まで巻き込んで死人台帳を改ざんさせたのは少々やり過ぎだったな。『高度な政治的取引』でなんとかもみ消したとはいえ、下手へたしたら国際問題だぞ。その罰ばつとして、あの美少女霊れい媒ばい師しのところへ行くのは今回はお預けという事で」

　ラグエルは地上を指差した。その口元に、意味ありげな笑みが浮かぶ。

　瞬しゆん間かん、アブデルはハッとした。

　そうだ。勢いで賀茂の守護は自分が引き続き担当すると明言してしまった以上、もはやあの美少女霊れい媒ばい師しのところへ行くわけにはいかないではないか。ハメられた……っ！

　ラグエルは再びニヤリと笑うと、飄ひよう々ひようと立ち去った。

「……相変わらずのやり手だ……」

　アブデルは悔しさ半分感心半分で呟つぶやくと、地上へ降りるために天の最下層へと階段を下りていった。下りながら、無意識のうちにため息が漏れた。

「せっかく素敵な美少女が私を呼んでいたのに、何の因いん果がで狐きつねなんぞのところへ……」

　一歩階段を下るごとに、アブデルの気分も落ち込んでいくようだった。

「……まあいい。賀茂の奴やつを美少女に化けさせればすむ話だ。狐は美女に化けるのが得意だと聞くしな。もし、思うとおりの姿に化けられるのだとすると………。……こっ、これは期待できるかも……っ！　なんだ、やはり狐に転生させて大正解ではないかっ！」

　さすがは最高位の熾し天使。この気持ちの切り替えの早さなど、並の精神力ではなかった。

　期待にはやる心に急せき立てられるように、アブデルはいそいそと北ほつ海かい道どうへ降りていった。

　一方天では、審しん問もんに出席した二人の智天使によってアブデルの評判は一層高まっていたりした。
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　アブデルが北ほつ海かい道どうへと降りようとするのと行き違いに、賀か茂もは本州に向けてひた走っていた。人に化ける方法を知る狐きつねが東京にいると、母狐から聞いたのである。

　その狐に教わって前世の姿に化ける事が出来れば、以前の自分の姿に戻れる。そうすれば、たまに分かってもらうだけじゃなく、以前の暮らしに戻る事だって可能なはずだ。

　人間に戻れる。そう考えると、賀茂は興こう奮ふんで体が震ふるえた。たまの事とはまた別に、人としての生活に再び戻れるという希望はそれだけで賀茂の心を躍おどらせた。

「家を出て、将来は人間になる！」

　賀茂が初めてそう言った時、母狐は激しく反対した。狐の身でありながら、将来の夢が人間になる事だなんて、堅かた気ぎの狐の進路ではなかった。伏ふし見み稲荷いなり大たい社しやの神使でも務めて、末はどこかの末社に祀まつられるのが、普通の狐の考える一番堅実な狐こ生せい設計だった。

　だが、夢を追い求める男を止める事など誰だれにも出来ない。たとえそれが生後二ヶ月の我が子だとしても。

「……坊やもやっぱりあの人の子ね……」

　結局母狐は、そう呟つぶやいて観念した。そして、小こ石いし川かわの伝でん通づう院いんにいる伯はく蔵ぞう主すという狐に紹介状を書いてくれた。現代において人に化ける術を伝える数少ない狐だという事だった。

「ただし、坊やも男なら、一人前の人間になるまで帰ってきちゃ駄目よ」

　それが別れの言葉だった。

　引き止めたい気持ちを必死で押し隠し、母はは狐ぎつねは餞せん別べつを渡した。松まつ前まえ名物、蝦え夷ぞ寿ず司しだった。こうしてやたらと男のロマンを漂わせながら、賀か茂もの早すぎる巣別れは終わった。




　母狐と男の別れをすませた子狐の賀茂は、本州への唯一の陸路である青せい函かんトンネルをひたすら走った。

　途中、電車に轢ひかれた狐の死し骸がいがトンネル内に横たわっているのを目もく撃げきして小便をちびりそうになったり、自分も夜行列車や夜間運転の貨物列車などに轢かれそうになったりと、色々と肝を冷やしながらも何とかトンネル海底部二十三・三キロメートルを無事走破して、翌日の未明に青あお森もり県の竜たつ飛ぴ海底駅に到着。

　そこから地上に上がると、今度は赤信号で停車中の長距離トラックの荷台に忍び込み、無銭ヒッチハイクを敢かん行こうした。

　首都圏内に入ると車を降り、ひたすら文ぶん京きよう区の小こ石いし川かわにある伝でん通づう院いんを目指した。

　北ほつ海かい道どうを発たって四日目。賀茂はついに、伝通院の中にある鎮ちん守じゆ神しん伯はく蔵ぞう稲荷いなりの社やしろにたどり着いた。ここに祀まつられている伯はく蔵ぞう主すという狐に聞けば、人に戻る方法が分かるのだ。

　伝通院の隣となりには学校があり、生徒たちの賑にぎやかな喚声が賀茂の耳にも聞こえてくる。

　もうすぐボクも、ああいう生活に戻れるんだ……。

　そう考えるだけで、嬉うれしさで体が震ふるえた。

　だが、人目の多い昼間から伯蔵主を呼び出すのはマズい。狐である自分が喋しやべっているところを目もく撃げきされたくないし、伯蔵主のほうも白昼から姿を現すのは好まないだろう。そう考えて、賀茂は夜中まで待つ事にした。ここに着くまでの四日間よりも、じっと待つ数時間のほうがよっぽど長く感じられた。

　夜になって、お寺の明かりが消えるのを確認すると、賀茂は隠れていた植え込みの陰から出て社の前に座った。中を覗のぞき込みながら、じっと『眼め』を凝こらす。社の中いっぱいに、薄うすぼんやりと霊れい気きが漂っているのが『見え』た。どうやらすでに肉体はなく、霊体のみになっているらしい。いわゆる空くう狐こというヤツだ。

　とにかく、こんなふうに薄く漂っていては話も出来ない。霊体でいいから、姿を現してもらう必要がある。

「伯蔵さん。賀茂と申します。よろしかったら姿を見せていただけませんか？」

　賀茂はそっと呼びかけた。

　力の弱い術者でも、相手の名前を知っていれば比較的容易に呼び出す事が出来る。果たして、賀茂の呼びかけに応じて漂っていた霊気が凝り固まり、白い毛並みをした伯蔵主狐が姿を現した。

「……おや？　まだ子供ではありませんか」

　立派な禅僧に化けて人々から感心されていたという伯蔵主は、狐の姿でも落ち着いた紳士的な雰囲気を帯びていた。

「こんな夜中に何の用です？　良い子は家で寝てる時間ですよ？」

「狐きつねは夜行性だから、良い子ならこの時間帯には寝てないと思うんですけど……」

　しょうもない反論をしながら、母狐から預かった書状を渡す。

　伯はく蔵ぞう主すはざっと目を通すと、感慨深げに言った。

「ほぅ……。あの松まつ前まえの玄げん狐こ稲荷いなりの孫娘の息子さんか。あのおてんば娘が母親ねぇ……。ま、道理で君の毛が黒いワケですね」

「玄狐稲荷……？」

「おや？　自分の御先祖様も知らないのですか？　全くこれだから近ちか頃ごろの子供は……」

　伯蔵主は年寄りくさい文句を垂れると、簡単に説明した。

「玄狐といえば、京きよう都との初はつ姫ひめ様が松前藩はん十三代目に嫁入りする時に守り役として同行した京都九く条じよう稲荷の眷けん属ぞく狐の一匹です。珍しい黒い毛並みがトレードマークでしてね。初姫様は不幸にしてお若いうちに亡くなられましたが、その後も姫様の御み魂たまを守るために一人で松前に残ったという、忠義で知られる狐です。まぁ、残った本当の動機は別にあると私は睨にらんでいますが」

「どういう事です？」

「あぁ、つまりですね、若くして死んだら、もうそれ以上歳としを取らないでしょう？　という事は御魂だっていつまで経たっても若い娘のままです。これは君、オイシいじゃないですか。生きた人間のお守りをして、どんどん小汚ないモーロクババアになっていくのを見ているより、よっぽど楽しいでしょう。同じ男として、そう思いませんか？」

「はぁ……」

　同意すべきなのかどうかよく分からず、賀か茂もは返事を濁にごした。

「思いませんか？」

　笑顔のまま、伯蔵主は再び問う。

「えっと、その……」

「思いませんか？」

　どうやら、思うと言うまで問い続けるつもりらしい。こんな下らない問答はさっさと終わらせたい。賀茂はうなずいた。

「……思います」

　途端に笑い出す伯蔵主。

「はっはっは。さすがはあの玄狐の玄孫。血は争えませんね」

　そう言って爆ばく笑しようする事およそ三分間。笑いすぎてむせてゲホゲホ咳せき込んだ。

　自分で無理やり言わせておいて、そんな笑う事か……？

　少々呆あつ気けに取られる賀茂。

　……普段、よっぽど退屈してるんだろうなぁ……。

　笑われた事に腹を立てるより、なんだか同情してしまう賀か茂もだった。

「……で、その玄げん狐この玄孫が私に何の用です？」

　ついに本題に入る。賀茂は唾つばを飲み込んだ。

「あ、あの、実は、人間に化ける方法を教えていただきたくて……」

「人間？　やめときなさい。君はまだ若すぎます。未熟な者が下手へたに化けたら、調整が利かなくて完全に人間化してしまう危険があります。人間には化ける能力はありませんから、そうなったら二度と元の姿に戻れませんよ」

「い、いえ、それでも別に構わないんです。っていうか、その、ボクは元々人間で……」

「……？」

「人間の魂のままで狐きつねに転生しちゃったもんですから、出来れば人間の体に戻りたいと……」

　伯はく蔵ぞう主すは『眼め』を見開いた。

「……ほぅ。これ驚おどろいた。魂はまんま人間じゃないですか。二人ほど似たようなのを知ってますが、前世で罪を犯して畜生道に堕おちたってクチですね、これは。それにしても、見事に人間のまんまですね、ええ？　これでは狐として生きるのはかなり辛つらいでしょう。前世でよっぽど悪い事をしたに違いない」

　感心したように、しきりにうなずく。

「それでその、伯蔵さんが人間になる方法をご存じだと母から聞いて……」

「なるほど……。気持ちは分からなくもないですが……」

　伯蔵主は口ごもると、後ろ足で耳の裏を搔かいた。

　そうやってしばらく躊ちゆう躇ちよする素振りを見せていたが、やがて思い直したように賀茂のほうを向き直った。

「……いや、ま、いいでしょう。教えてあげましょう」

　賀茂はパッと顔を輝かがやかせて姿勢を正した。

「そう固くならなくてもいいですよ。なに、そんな難しい事じゃありません。昔は百歳を超えたら誰だれでも美女に化けてたんですから。簡単なもんですよ」

　伯蔵主は前足で、気を楽にするよう促した。

「まず、用意する物が二つあります。人間のしゃれこうべと、化けようと思う人間の体重分の油揚げです」

「体重分の油揚げ……？」

「ええ。君は前世の姿に戻りたいようですが、今の君の小さい体と高校生男子の体では体格差がありすぎるでしょう？　そのまま化けたら、中身がスカスカになってしまいます。化けると言ったって姿形が変わるだけで、肉が増えるわけでもなければ重さだって変わりませんからね。足りない分は何かで補わないと」

「な、なるほど。でも何故なぜ油揚げ……？」

「肉に変化させやすいからですよ。植物性ですがたんぱく質が豊富ですし脂質もありますからね。もちろん厚揚げだともっといい」

「へ、変なところで科学的だったりするんですね……」

「なに、科学だろうが妖よう術じゆつだろうが、この世で何かするにはこの世の決まりに従うに決まっています」

　煙管キセルを取り出すと、伯はく蔵ぞう主すは悟ったような顔で一服ふかした。

「化け猫ねこたちなどは、もっと合理的ですよ。化けようと思った人間を食ってしまって、自分の肉に充あてるのです。元々が人間の肉だから、油揚げなんかより使い勝手がよっぽどいい。その代わり、簡単に襲おそえる人間でしかやれませんから、どうしても年取った飼い主に偏ってしまうんですけどね。小こ池いけの婆ばばと鍛冶かじ屋やの婆とか。ま、飼い主を食い殺すというのは合理的理性の発はつ露ろの極限ではありますが、私たち狐きつねからすれば少々野蛮な気がしなくもありません」

「それで、しゃれこうべと体重分の油揚げを揃そろえた後は……？」

　話が少し逸それてきたので、賀か茂もは元に戻した。

「ん？　ああ、後は簡単です。しゃれこうべを頭に載せて、妙みよう見けん様に向かってひたすらお辞じ儀ぎを繰くり返せばいい」

「妙見菩ぼ薩さつっていうと、北極星の事ですよね？」

　霊れい能のう者として親にしごかれていた前世の知識を持ち出して尋ねる。

「ええ、当然。で、ヘコヘコお辞儀を繰り返してるうちに、段々とこう丹たん田でんの辺りが熱くなってくるのです。カァ～っと。それで、『もう辛抱堪たまらんっ』というところまでくると、溜たまった霊気が脊せき髄ずいの督脈を通って、一気に脳天からドピュッと放出されるワケです。君もオスなら、この感じは分かりますよね？」

「は、はぁ……？」

「分かりますよね？」

「あの………」

「分かりますよね？」

　どうあっても分かると言わせたいらしい。

「……い、一応は……」

　賀茂は戸惑いながらうなずいた。

「おや、その歳としでもう分かりますか？　見たところ精々生後二ヶ月といったところなのに、随分とマセた子ですね、君は」

　再び咳せき込むまで大爆ばく笑しようする伯はく蔵ぞう主す。

　無理やり肯定させといてその言い方はないだろ……。

　さすがに二度目となると、ちょっとムッとする賀茂だが、教わる側は常に弱い立場だ。出来る事といったら、早々に話題を切り替えるくらいである。

「……と、ところでその、北極星を拝むのはやっぱり、化けるために妙みよう見けん菩ぼ薩さつの力を借りるわけですか……？」

「違います。あれはズリネタです」

「ズ、ズリネタ……？」

「ええ、勿もち論ろん。君の経験に照らしてみても、オカズがあるほうがヌキやすいでしょう？」

「え、えーっと……」

「ヌキやすいでしょう？」

「そ、その……」

「ヌキやすいですよね？」

　あくまで爽さわやかな微笑ほほえみで返事を強要する伯はく蔵ぞう主すに、賀か茂もは結局うなずく他ほかはなかった。

「……さて、放出した霊れい気きは頭に載っけたしゃれこうべの中に溜たまります。そうして、しゃれこうべから『人間の身体』に関する基本情報を吸収するわけです。その時に自分自身も、化けたいと思う姿を念じて微調整する。この、しゃれこうべからの情報と自己イメージによる微調整の二段構造が、狐きつねの化けが優秀な秘密なのです」

　なんとなくテレビコマーシャルみたいな口調で伯蔵主は説明を再開した。

「狸たぬきや化け猫ねこたちは自分のイメージだけでやろうとするから、どうしたって負担が多くて粗あらが出ます。美男美女に化けた狸など、聞いた事がないでしょう？　彼らは骨格とか内臓とか身体構造を整えるので精一杯で、外見まで手が回らないのですよ。変化が不完全な事も多い。その点、我々狐はそんな事はありません」

　いささか得意げに胸を張る。化ける技術に関しては、狐として相当の自負があるらしい。

「でも、狐だって尻尾しつぽを見られて正体がバレる話はよくあるんじゃないですか……？」

「ええ。ですが、あれは化ける程度の調整の問題です。先にも言いましたが、完全に人間化すると元に戻れなくなってしまいます。ですから、狐の部分をわずかに残しておく必要があるのです。その調整をしくじると、尻尾が残ったりするだけの話です。つまり、人間に化けきれなくて尻尾を出す狸や化け猫とは、根本的に次元が違うのです。言っておきますが、我々狐は人に姿を変えるだけでなく、人と交わって子をなす事さえ可能なのですよ。そこまで完全な変へん化げが可能なのは、我々狐をおいて他ほかにありません！　我々狐の変化技術は哺ほ乳にゆう類一なのです！」

　天を仰いで高らかに宣言する伯蔵主の目は完全にイッていた。

　何かヤバい思想にでもハマってるのか……。

　賀茂は少し疑問を持ったが、ちょっと怖くて聞けなかった。

「で、後は下拵ごしらえのすんだ霊気を用意した油揚げにぶっかけて、自分もそこに横たわっていれば、十二時間後には立派な人間の出来上がりです。ただし、途中で動くと出来かけの体組織が崩れてゾンビみたいになってしまいますから注意が必要です。と、化け方の説明は以上ですが、分かりましたか？」

「は、はい」

　賀か茂もはうなずいた。

「なんか、思ったより随分と簡単そうで……」

　伯はく蔵ぞう主すは静かに微笑ほほえむ。

「そうですね。確かに、準備さえ整えばどんな狐きつねにでも可能な術でした」

　その表情が微かすかに曇くもった。

「……ただ残念ながら、君がこの術を実際に使う事は、出来ないでしょう」

「え……？」

　意外な言葉に、賀茂は思わず伯蔵主を見つめる。

「何故なぜです？　まだ未熟だから、物質を変化させるには霊れい力りよくが足りないとか……？」

　伯蔵主は首を振った。

「いいえ。そうではありません。確かに、霊力というものは本質的に精神の力ですから、物質に直接影えい響きようを及ぼすのは難しい。油揚げを肉体に変化させたり、自分の体を人間に作り変えるためには、真っ向からかかれば莫大な霊力を必要とするのは確かです。が、私たち狐は、化けるために適応し特化した霊力を具そなえています。二度と元に戻れなくても良いのなら、君くらいの霊力でも十分化けられます」

「だったら何故……？」

「……しゃれこうべが手に入らないからです」

　ため息混じりに伯蔵主は答えた。

「昔、私がまだ肉体を持っていた江戸時代であれば、しゃれこうべなどいくらでも手に入りました。死罪人や心中死体は『打ち捨て』といって埋葬されませんでしたから。ですが現在では、誰だれも彼も皆、非常に高温の窯かまを用いて原形をとどめないくらいまでボロボロに焼いてしまいますから……」

「そんな……」

　言われてみれば、市街地での埋葬は原則として火葬が義務づけられていた。

　愕がく然ぜんとする賀茂を、伯蔵主は気の毒そうに眺めた。

「人間に化ける術は、現代ではもはや失われた幻の技なのです。諦あきらめる事です……」

　賀茂は歯を嚙かみ締しめて、地面を見つめた。せっかくはるばる北ほつ海かい道どうからここまで来て、しかも化ける方法も分かって、更に能力的にも問題はない、というのに、けれどもやっぱり化けられませんでした、では諦めがつかなかった。

　未練がましく頭の中で伯蔵主の説明を反はん芻すうしているうち、賀茂はふと思いついた。

「……だけど、あの、もしかして、外見にこだわらなければ、しゃれこうべはなくても化けられるんじゃないんですか？　確か、狸たぬきや化け猫ねこたちは、化けるのにしゃれこうべは使わないってさっき……」

　一いち縷るの望みに縋すがる賀か茂も。だが、その目を見返す伯はく蔵ぞう主すの瞳ひとみは、やはり憐れん憫びんを湛たたえたままだった。

「いえ。残念ながら、私たちの場合は無理なのです。化けるというのは一種の本能行動で、狐きつねの場合は『しゃれこうべを頭に載せる』という状況が化ける本能の解発に必要なのです。一度化けてその体感を学習してしまえば、訓練次第ではしゃれこうべなしで化ける事も可能でしょう。ですが、少なくとも最初の一回だけは、しゃれこうべという『解発因きつかけ』がどうしても必要なのです」

　唯一の希望を絶たれて、賀茂はがっくりうなだれた。

「……これで用事はすみましたね。私はそろそろ帰らせてもらいます。力になれなくて残念ですが」

　そう言い終わると同時に、伯蔵主の姿は周囲に溶け込むように薄うすれはじめた。

「……考えようによっては良かったのかもしれませんよ。元の姿に戻ったからといって、それだけで以前の暮らしに返れるわけではないのですから……」

「……どういう意味です？」

　賀茂がそう問うた時には、伯蔵主はもはや完全に姿を消していた。社やしろの中には、再び曖あい昧まい模も糊ことした霊れい気きが漠然と漂っているだけだった。

　賀茂が何度呼びかけても、伯蔵主は二度と姿を現そうとはしなかった。

　どうしても出てこないと分かると、賀茂は一人で化け方についての説明を反復し、熟考し、理解し、絶望して悲嘆した。

　郊外の外国人墓地など土葬している所へ行って墓を暴くという手もあるが、子こ狐ぎつねの自分に地下六フィートの棺かん桶おけをこっそり掘り出せるとは思えない。たとえ人に見つからずに掘り出せたとしても、狐の前足では棺桶をこじ開ける事などとても出来そうになかった。それ以前に、自分の勝手な都合で他人の墓を暴くような無神経な真似まねは、賀茂には出来なかった。

　運よく白骨死体の頭部にでも出くわさない限り、人間に戻れる望みはなかった。

　──現代ではもはや失われた幻の技なのです。諦あきらめる事です……。

　そう言われて簡単に諦められたら楽なもんだけどな……。

　やりきれない気持ちを引きずりながら、賀茂は夜中の伝でん通づう院いんを後にした。

　とはいえ、狐の姿のままではどこに行くあてもなかった。

　これからどうすればいいのかも分からなかった。

　伯蔵主の最後の言葉の意味も、結局分からないままだった。




　気がつくと賀茂は、人間だった頃ころに住んでいた町までほんの一駅ほどの場所にいた。無意識のうちに、かつての故郷へと足が向かっていた。

　だが、足取りは重かった。人間に戻る事が絶望的だという事実に、賀か茂もは完全に打ちひしがれていた。

　気力が萎なえた途端、旅の疲労がドッと襲おそってきた。空腹感も限界に近かった。北ほつ海かい道どうを発たってからの四日間、まともな食事と呼べたのは母はは狐ぎつねにもらった蝦え夷ぞ寿ず司しくらいしかなかった。

　生ゴミでも漁あさろうかと思ったが、どのゴミ捨て場もすでに野良犬の臭においにマーキングされていた。下手へたにナワバリを犯して喧けん嘩かにでもなれば、死ぬかもしれなかった。

　……けど、このままでも死にそうだ……。

　不意に、何かにぶつかった。その弾はずみで前足の力が抜けた。転ぶようにへたり込むと、そのまま動けなくなった。

　見上げると、ブカブカのハンチング帽を深々と被かぶった少女がぼやけた視界に映った。黒のハイネックに黒いセミロングの髪。街灯の明かりが逆光になって、顔はよく見えない。

「母さん……？」

　朦もう朧ろうとしながら賀茂は呟つぶやいた。黒ずくめの格好が、母狐の黒い毛並みを連想させた。

　……いや、母さんのわけがない……。

　薄うすれていく意識の中、賀茂の鼻は匂においの違いを感じ取った。

　……いくら霊れい孤こでも、北海道からこんなとこまで助けに来るのは、常識的に考えて無理だよな……。

　賀茂は力なく微笑した。そしてそのまま、力尽きて目を閉じた。

「………」

　少女が何か喋しやべりかけたが、賀茂にはもう聞こえていなかった。

　少女はじっとしたまま、足下に横たわる賀茂を見つめていた。やがて、意識を失った賀茂の小さな体を抱き上げると、そのまま早足で歩き去った。




　目が覚めると、賀茂は畳の上にいた。体は厚手のタオルでくるまれていた。

　タオルから這はい出して周囲を見ると、薄うす汚れた四畳半だった。もっと広く感じたが、それは家具がないのと天井が奇妙に高いせいらしい。

　部屋の電気は点ついているが、人の姿はない。

　……いったい？

　不ふ審しんに思いながら様子を窺うかがう。ふと見ると、コンロに鍋なべがかけてあった。賀茂は一いつ瞬しゆんギョッとする。

　まさか、ボクを捕まえて、キツネ汁でも作るつもりじゃあるまいな……？

　その時、青ざめた賀茂の背後から女の子の声がした。

「あ、目が覚めた？」

　振り向くと、巨大なハンチング帽に黒いハイネックの少女が入ってくるところだった。賀茂は、意識を失う直前に会った少女の事を思い出した。どうやら彼女が介抱してくれていたらしい。

　少女はにこやかな顔で賀か茂もに近づいた。さっきは逆光でよく分からなかったが、こうして見ると賀茂より年下らしい。もちろん、生後二ヶ月に満たないという意味ではない。人間としての賀茂の年ねん齢れいより年下、という事である。

　……中学生くらいか……？

　一いつ瞬しゆんそう思ったが、考え直した。

　……たまちゃんよりも大人っぽいしな……。

　たまの学年は自分より一つ下だから、それより上なら自分と同年代の可能性もあり得る。もちろん、たまは平均よりかなり発育が遅れているから、あまり参考基準として適当とは言えないが。

　少女は気が強そうな目をしていたが、笑いかける表情は可愛かわいらしかった。

「気分はどう？」

　おかげさまで……、と返事をしかけて、賀茂は慌てて言葉を吞のんだ。

　自分は狐きつねなのだ。うかつに喋しやべるわけにはいかない。母狐が喋る時の面めん妖ような様子を思い出した。化け物扱いされるのはゴメンである。

　とりあえず、黙だまってお辞じ儀ぎをした。それが一番無難だろう。
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　と思ったら、少女の顔がたちまち険しくなった。

「ちょっとキミ、助けてもらってお礼の一つも言えないの？」

　……そんな事言ったって……。動物は喋しやべれないのが普通なんだから、お礼だって言えないに決まってるじゃないか……。

　戸惑う賀か茂もの首根っこを摑つかむと、少女は叱しかりつけるように言った。

「黙だまってないでなんとか言ったらどう？」

　なんとかと言われても困る。まさか本当に喋るわけにもいかないし、とりあえず鳴いてみるか……？　狐きつねの鳴き声は『こん』で良かったっけ？　『ケーン』と鳴くって読んだ気もするけど。江戸時代の本だと確か『くわいくわい』ってのもあったよな……。

　賀茂は色々考えた末、現代で一番オーソドックスと思われる鳴き方を採用した。

「こ、こん……」

　……棒読みの擬ぎ音おんは恐ろしくわざとらしかった。

　少女は黙ったまま、ジトーッと白い目で賀茂を見つめた。

　狭い四畳半に、しばし気まずい静寂が訪れた。

「……キミ、馬ば鹿かにしてんの？」

　少女は賀茂の額ひたいをつっつくと凄すごんだ。

「キミが言葉喋れるってのは知ってるんだよ。喋れるくせにお礼も言わずに黙りっ放しって、どういう態度？」

　……なんで喋れるって知ってるんだ？

　賀茂の疑問に答えるように、少女は続けた。

「さっき道端で会った時、『母さん』って言ったでしょ。珍しい喋る狐だと思ったから拾ってあげたのに、喋らないんだったら捨てちゃうよ。明日、ちょうど生ゴミの日だし」

　流しの下からゴミ袋を取り出す少女。本気らしい。

　このまま喋らないでいれば、袋詰めにされて焼却炉行きだ。賀茂は慌てて叫んだ。

「ちょっと待て！　捨てるのはともかく、なんで生ゴミ扱いなんだ！」

　少女は不思議そうな顔で聞き返す。

「え？　だって生ゴミって生物じゃないの？」

「それはナマモノであって、ボクはイキモノだ！」

「でもイキモノは火を通してないからナマだよね……？」

　少女は少しの間首を傾かしげていたが、すぐに考えるのをやめた。考えてもしょうがない事だと気づいたからなのか、それともそもそも考える能力がないのか、それは定かではない。

　やがて少女は向き直ると、満面に喜びを湛たたえて賀茂を抱き上げた。

「そんな事より、やっぱ喋れるんだね！　すごい拾い物しちゃった！」

「……だからモノ扱いするなって」

「ん？　あ、そうだね。物とか言ったら悪いよね。イキモノだもんね」

　少女は笑いながら謝あやまった。それから少し不思議そうな顔で、

「……でも、生き物って『物』って言うよね……？」

　再び首を傾かしげる。が、またしても二秒ほどで中断された。

「……ま、いっか。それよりミルクあげるね。腹ぺこなんでしょ？」

　少女は鍋なべをコンロから外した。ミルクを温めていたらしい。

「冷たいまんまじゃお腹なかこわすからね。はい」

　皿に移すと、賀か茂もの目の前に置いた。

「あ、ありがとう……」

　冷めるのを待って、舌先でピチャピチャと舐なめる。温かくて甘くて、言っちゃ悪いが母はは狐ぎつねのお乳より遥はるかに美味うまかった。

「美味おいしい……？」

「うん。すごく」

　賀茂は素直に答える。

「そう。良かった。狐は鼻が敏感だと思うけど、変な匂においとかしなかった？」

「え……？　別に、しなかったと思う……けど……。なんで……？」

「いや、実はね、この牛乳、十日前に賞味期限切れてるんだ」

「ブッ！」

　賀茂は思わず口の中のミルクを吐き出した。

「おい！　十日前って……」

「けど、一応火は通したし、大丈夫だよ」

「だ、大丈夫って、そりゃそうかもしれないけど……」

　所しよ詮せん、動物は残飯処理班に任命される運命なのだろうか。それにしても、賞味期限が切れてから十日も置いておくその神経が疑われる。

「ところでさ。キミ、まだ子供なのにこんな時間に一人で何してたの？　もしかして不良？」

　少女が問う。

「え？　いや、そういうわけじゃないけど……」

　行くあてがなくて彷徨さまよってたというのは、なんだか情けなくて言いたくなかった。逆に質問し返す。

「そっちこそ、なんでこんな夜更けに町なんか歩いてたんだ？」

「え？　私？」

　少女は自分の顔を指差した。

「私はね、集会の帰りだったの」

「集会？　暴走族か何か？」

「違うよっ！　私、そんな不良に見える？」

　ムキになって否定する少女。だが、夜更けに行う集会など、健全なものとは思えない。

「じゃあ、何の集会？」

「それは……」

　少女はちょっと口ごもった。そのまま目線を逸そらすとポツリと呟つぶやく。

「……猫ねこ」

「猫？」

　意表を突いた返答に、賀か茂もはつい素すつ頓とん狂きような声を出してしまった。

「ね、猫の集会なんかに行って、何するんだ……？」

「近所の猫たちが元気にしてるかとか、新参者のチェックとか……。そういうの知っとかないと、ナワバリの問題とかあるからね」

「い、いや、それはそうだろうけど、君が行ってどうするの……？　まさか参加するわけじゃ……」

「もちろん参加するよ？」

　少女は平然と答えた。

　もしかして、越えてはいけない一線を越えてしまった猫マニアなのではなかろうか。暴走族なんかより、そっちのほうがよっぽど怖い。

　続ける言葉を失った賀茂に、少女が再び質問してきた。

「私の事より、キミが夜更けにウロウロしてた理由は？　確か『母さん』とか言ってたけど、ひょっとしたら迷子なの？　それか、ペット屋か何かにさらわれて生き別れたお母さんを追って旅をしてるとか。母をたずねて三千里？」

　少女の目が俄にわかに輝かがやく。ドラマチックな話を期待しているらしい。

　賀茂は少し迷った。正直に話せば、自分の身の上もそれなりにドラマだと思うのだが、果たして生まれ変わりだの化けるだのといった荒こう唐とう無む稽けいな話を信じてもらえるだろうか。

「えっと……、君さ、転生とかって信じる？」

　一応、探りを入れてみる。

「転生って、あの、オカルト雑誌の読者欄らんに時々投稿されてる『私は古代レムリア帝国の戦士で、近く起きる最終戦争に備えて前世での五人の仲間を探しています』みたいな、ああいうヤツ？」

「な、何それ……？」

　霊れい能力者の家柄で育った賀茂は、その手のいかがわしいサブカルチャーにはかえって疎うとい。一目で噓うそと分かる物を、わざわざ読む気にならないからだ。

「よ、よく分からないけど、そういうのじゃなくてもう少し普通の……」

「普通の転生って言われてもよく分からないけど……。でも、そういうのもあると思うよ」

　少女はあっさり肯定した。あっさりしすぎて、逆にどこまで本気か分からない。

　まあいい。噓うそをつくのは苦手だ。賀か茂もは正直に話す事に決めた。もしそれで頭が変なヤツと思われたとしても、それはお互い様だ。猫ねこの集会に出席する人間だって十分変人である。

「実はさ、ボク、前世で人間でね……」

「あ。だから喋しやべれるんだね」

　拍子抜けするほど簡単に納得されてしまった。これはこれで相当に問題ありだ。

「ちょっと……。なんでそんなあっさり納得できるの……？」

「え？」

「いや、だってさ、人間が狐きつねに生まれ変わって前世の記き憶おくを喋るとかって、常識的に考えて普通じゃないでしょ……？」

　驚おどろきのあまり、まるで、自分の言葉を信じてもらいたくないかのような事を口走る賀茂。

　だが、少女は平然と答えた。

「だって、私も似たようなもんだもん」

「え……？」

　賀茂の前で、少女は被かぶっていた帽子に手をかけた。

　ゆっくりと帽子を取る。

　その下から、毛に覆おおわれた三角形の耳が姿を現した。

　言葉を失って見つめる賀茂に向かって、少女は反応を窺うかがうように笑った。

「私、猫ねこなんだ」

「ね、猫……？」

「そう。尻尾しつぽもあるよ」

　そう言うと同時に、スカートの中から長い尻尾が出てきた。先が二ふた股またに割れていた。

　蛇へびのようにウネウネする尻尾とせわしなくピクピクしている耳を、賀茂は啞あ然ぜんとして見つめた。

　そういえばさっき、猫の集会に参加した帰りだとか言っていた。ヤバい人かと思っていたが、実は猫娘だったらしい。

「私もね、元々人間だったんだ。けど、ちょっと重い病気しちゃってね。短すぎて未練だらけの一生をあっさり終えちゃって……」

「それで猫に生まれ変わったのか」

「ううん、私の場合はちょっと違うけど……。でも似たようなもんかな」

「で、どうやって今の人間の姿に……」

「え？　それはね。化けたんだよ」

　少女は少し得意げに胸を張った。

「実は私、これでも立派な化け猫なんだ。この近所の猫たちからは一目置かれてるんだよ」

　ふと伯はく蔵ぞう主すに聞いた話を思い出した。

　──化け猫ねこたちなどは、もっと合理的ですよ。化けようと思った人間を食ってしまって、自分の肉に充あてるのです──

　まさかこの子、自分の死体を食ったのか……？

　真っ暗な部屋で、ピチャピチャと血の音をさせながら死体を貪むさぼり食う少女の図が、生々しく脳裏をよぎった。思わず背中の毛がゾッと逆立った。

　それに気づいて、少女が慌てる。

「なっ、なによその目っ？　いいでしょ、化け猫だって！　キミだって言葉を喋しやべる化け狐ぎつねのくせにっ！　同類だよ同類っ！」

「い、いや、その、なにも化け猫だからって変な目で見たんじゃなくて、どうやってその姿に化けたのかなって思ってさ……」

「え、それは……」

　口ごもった。怪しい。

「や、やっぱり、食ったのか……？」

「え？　食ったって、何を……？」

「自分の死体……」

「な……っ？　そっ、そんな事してないよっ！　なにワケ分かんない事言うのよいきなり……っ！」

　気持ち悪そうな顔で少女は抗議した。噓うそをついている様子はない。

「あの……、ゴメン。猫は人に化ける時、化けようと思った人間を食い殺してその肉を自分の体に充てる、って聞いた事があったから……」

「へー……。化け猫ってそんなふうにして化けるんだ……。知らなかった……」

　意外そうな顔で感心している。

「おい……。立派な化け猫じゃなかったのか……」

　思わず呟つぶやくと、少女はハッとして赤くなった。

「い、いいでしょ別にっ！　化け猫って言ってもホントは私、人間なんだからっ！　そんな事知ってたって、別にエラくないわよっ！」

「いや、でも、そんな事も知らないのに、どうやって化けれたのさ……？」

「え……？　それは……。……知らない」

　少し決まり悪そうに少女は呟いた。

「知らない？」

「うん……。……家から十キロくらいのとこに、怪奇スポットみたいな廃校があってね。そこで一晩寝て起きたらこの姿になってたの。だから、どうやって化けたのか自分でも分からないんだ」

「自分でも知らないうちに化けてたのか……」

　じゃあ、無意識のうちに食らってた可能性もあるな……。

　賀か茂もの胸の内を読んだかのように、少女は慌てて言った。

「あっ、でっ、でもねっ、私の体はとっくに埋葬されちゃってたから、食べたくたって食べれなかったはずなんだよっ！」

「ふーん……」

　重量の不足を補うために何かを吸収しているはずだが、とりあえず自分の死体を貪むさぼるような猟奇的な真似まねをしたわけではなさそうだ。賀茂は少し安心した。

「でもまぁ何にしろ、人の姿に戻れてうらやましいな……」

　羨せん望ぼうのため息をつく賀茂。

「……キミも前世の姿に戻りたいの？」

「うん。人に化ける方法を教わりに北ほつ海かい道どうから一人上京してきたんだ」

「へー。一人ではるばる北海道から？　親元離れて？　小さいのに偉いね。まだ生後ひと月くらいでしょ？」

「そろそろ二ヶ月弱……、っていうか、中身は今年で十七歳なんだけど……」

「えっ？　ウソっ！　私より一つ上なのっ？　そんなチビのくせにナマイキっ！」

「いたたっ！　なっ、なにすんだっ！」

　いきなりほっぺたをギューッと抓つねられて、賀茂は慌てて振りほどいた。

「……それで、化ける方法は分かったの？」

「いや、それが……。一応分かったんだけど、現代じゃ必要な物が手に入らなくて無理なんだ……」

「必要な物って……？」

「人間のしゃれこうべ」

「げっ？　そんな物使うの？　気色わるっ！　狐きつねだって化け猫ねこの事言えないよ、それ！」

「人を食い殺すよりはマシだと思うけど……」

「だから私はそんな事してないってばっ！」

「いや、君が食べてないのは分かったけど」

「だったらそういう事言うのやめてよっ」

「あいたたっ！　ヒゲ引っ張るなっ！」

　少女は摑つかんだ賀茂のヒゲを離すと、改めて質問を続けた。

「けど、なんで手に入らないの？　頭ず蓋がい骨こつなんてお墓掘り返したらすぐ手に入らない？」

「いや、だけど普通、窯かまで焼かれてボロボロだからさ。それに……」

「でも、神式なら土葬してるとこもあるじゃない？　私ん家ちも確か、焼かずに埋めたよ？」

「それはそうかもしれないけど……。だけど、自分の勝手な都合で他人の墓を暴くなんて無神経な真似まね、やっぱ出来ないだろ」

「うーん……。それはまぁそうかもね……。でも、それじゃあ野の晒ざらし死体でも見つけないと人間にはなれないよね」

「そうなんだ。だから、ちょっと無理だなって……」

「そう……。わざわざ遠くから来たのに、残念だったね」

　その時、少女の目が突然フッと遠くなった。

「……でも、人間に化けられなくてかえって良かったかもしれないよ……」

「え……？」

「だって、いくら人間の姿に戻ったって、前の生活に戻れるわけじゃないもん……」

「……？」

　賀か茂もは、伯はく蔵ぞう主すが最後に似たような事を言っていたのを思い出した。

　──元の姿に戻ったからといって、それだけで以前の暮らしに返れるわけではないのですから──

「なんで戻れないんだ……？」

「だって……。元の自分はもう死んじゃってるんだよ？　戸こ籍せきも死亡になってるし。身分証明書の類たぐいもなくて、アパートだって借りられないし。そもそも、借りるお金もないし」

「じゃ、この部屋は……？」

「ここ？　さっき言ってた廃校になった中学の宿直室だよ。ラッキーな事に、まだ電気も水道もガスも出るから、勝手に住み着いてるんだ。シャワーもあるしね」

　そう言われて、賀茂は天井が妙に高い理由を納得した。

「だけど、それじゃどうやって生活してるのさ……？」

「だからね、ナワバリの範はん囲い内で、色々拾ってくるんだよ。最近はみんな贅ぜい沢たくだから、賞味期限が一日過ぎただけでもすぐに捨てちゃうしね。いいナワバリ持ってれば、食べるだけなら案外なんとかなるもんだよ」

「さっきのミルクもそれか……」

「そう。さすがに十日も過ぎてたらヤバいかな、って思ったけど、なんともなかったみたいで安心したよ」

　少女は鍋なべに残ったミルクをカップに注いで飲み干した。

「ところでキミさ、これから行くあてあるの？」

「え？　いや、特には……」

　狐きつね姿のままではたまの所に行っても仕方ないと思ったし、北ほつ海かい道どうの母狐のところにノコノコ帰るのも体裁悪かった。第一、青せい函かんトンネルをもう一度走破する気力がない。

　前世の両親の元へ行くという考えも一いつ瞬しゆん浮かんだが、それは即座に却下した。父も母も、なかなか年季の入った筋金入りの粗そ忽こつ者ものなのだ。化け狐の身のまま家に帰ろうものなら、正体を分かってもらう前に問答無用で退治されてしまう確信がある。

「じゃあね、私が飼ったげようか？　どうせ町じゃ、どこのゴミ捨て場も誰だれかのナワバリになってるし、その小さい体じゃケンカになったら野の良ら猫ねこにも勝てないでしょ？」

「ま、まあ、確かに……。でも、いいの？」

「いいよ、もちろん。私もね、猫の友だちはいっぱいいるけど、話す相手がいなくてちょっと退屈だったんだ」

　賀か茂もは一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよした。仮にも年とし頃ごろの男女が一つの部屋で暮らすというのは、少しマズい気がしたのだ。

　だが、冷静に考えてみれば今の賀茂は年頃の男子ではなくただの子こ狐ぎつねだ。間違いを起こしたくても起こせる可能性はない。向こうだって賀茂の事は、『狐に転生した男』というよりむしろ『喋しやべる子狐』と捉とらえている感じだ。変に意識する必要はないだろう。

　それに、この子に飼ってもらえるなら子狐の賀茂としては心強い。食事も比較的まともな物にありつけそうだし、口をきいたからといって化け物扱いされる事もない。

　賀茂は決めた。

「じゃ、よろしくお願いしてもいいかな」

「え！　一緒に住む？　ホントにっ？　やった！」

　少女ははしゃいで賀茂の体を放り上げた。

「よーし。じゃあ、キミに名前付けたげなきゃね」

「な、名前付けるって……。人間だった時の名前があるからそれでいいよ。賀茂是これ雄お」

「えー、そんなの可愛かわいくないよ。せっかく可愛い子狐なんだから、それにふさわしいキュートな名前のほうがいいって」

「キュートな名前……」

　賀茂の顔にうんざりした表情が浮かんだが、少女は全然気にしてくれなかった。

「えーっと、それじゃあね……。そうだ。キミ、ウナギ好き？」

「は？　ウナギ……？　い、一応好きだけど……？」

「よし。じゃあ、キミの名前は『ごん』に決定！」

「は……？　な、なんだそりゃ？」

　ワケの分からないネーミングに抗議する賀茂だが、逆に少女は呆あきれた目で見返した。

「人間として十七年も生きてながら、あの名作『ごんぎつね』を知らないの？」

「ご、ごんぎつね……？」

「知らないの？」

　もちろん賀茂だって『ごんぎつね』くらい知っているが、話のつながりが見えない。

　少女は賀茂の様子を見て、はぁ……、と小さくため息をついた。

「『ごんぎつね』っていうのはね、歳とし取って死にかけのお母さんに食べさせようと思って兵へい十じゆうが捕まえた大事なウナギをかすめ取ってしまって、残りの一生をその償つぐないに費やす羽目になった挙あげ句くに最後は鉄砲で撃うち殺されたっていう、呪のろわれたウナギ好きの狐きつねの話なの。だから、ウナギが好きなキミも『ごん』に決定」

「どういう決め方だ……。いや、それ以前に、あれはウナギ好きな狐の話なのか……？」

「違うの？　私、確かそう聞いてたけど……」

「聞いてた、って、まさか自分で読んだ事ないのか？」

　賀か茂もの質問に、少女はハッと真っ赤になった。

「うっ、うるさいなーっ！　とにかくっ！　もう決まったんだから、ごちゃごちゃ言わないのっ！」

「ま、まぁ別に読んでなくたって構わないけど……」

「じゃ、ごん。アタシの名前は鍋なべ島しま真ま央お。真央でいいよ。これからよろしくね」

　賀茂は真央と握手を交わした、というより前足を真央に摑つかまれた。

　真央はそれから、ダンボール箱を持ってきて中に毛布を敷しきつめた。

「一応これがごんのベッドね。あと、トイレは部屋を出てすぐ右にあるから。水洗トイレ、使えるよね？」

「多分ね。だけど、この前足じゃ出口のドアノブが摑めないんだけど……」

「え？　そうなの？　私、猫ねこの時でも自分でドア開けられたよ？」

「ネコ科とイヌ科じゃ、手首の構造が違うんだよ」

「ふーん。どれどれ？」

　真央は賀茂の前足を持って、少しいじくった。

「ホントだ。手首、あんまり回らないんだ。不器用そう」

　真央は少し考えてから言った。

「よし。じゃ、ドアは閉め切らずに少し開けとくね。そのうち、ごん専用の出入り口、作ったげるから」

　それからふと時計へ目をやった。明け方の四時過ぎだった。それを見て慌てて立ち上がる。

「あっ！　もうこんな時間だっ！　いっけない！　急がないと！」

　帽子を拾うと耳の先を中に入れ、帽子に入りきらない部分を髪で隠す。

「こんな時間にどこへ……？」

「近所のコンビニ。ごんも来る？」

　何やらよく分からないが、賀茂はとりあえずついていってみる事にした。




　歩いて数分の距離にあるコンビニエンスストア。町全体が寝静まっているこの時間帯にも、そこだけは煌こう々こうと電気がついている。

　真央は、そのコンビニにある駐ちゆう車しや場のブロック塀べいの裏に隠れた。賀茂も、よく分からないままにそれに倣ならう。

「こんなとこで何するんだ？」

「御飯をゲットするの」

「御飯をゲット……？」

「一応ここって私のナワバリなんだけどね。四時半になると、賞味期限切れのお弁当を回収に業者の車が来るの。それをいただくんだ」

「な……？」

　賀か茂もが驚おどろいたその時、軽トラックが駐ちゆう車しや場に入ってきた。車の中から業者の制服に身を包んだ男が降りて、店内に入っていく。

「今だっ！　行くよ、ごん！」

　真ま央おは鋭く声をかけると、驚くべき瞬しゆん発ぱつ力りよくで軽トラックの荷台に駆け込んだ。賀茂は慌てて後に続く。

　すでに回収された他所よその店の物とおぼしき弁当を吟味する事数秒。真央は五、六個選んで摑つかむと、大急ぎで飛び出した。

　ところがその時、戻って来た業者の男と鉢合わせしてしまった。男は真央を認めると、咄とつ嗟さに太い腕を伸ばしてきた。

「またか、このガキ！　ちゃんと金払って買え！」

　真央は素早く身をかがめて男の腕をかいくぐった。が、男の腕は真央の帽子をかすめた。

　地面にはたき落とされる帽子。猫ねこの耳がむき出しになる。

「な……？」

　男が一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られる。

　その隙すきに、真央は帽子など目もくれずに走り去った。

　賀茂は地面に落ちた帽子をくわえると、急いで真央の後を追った。

　男は少女と子こ狐ぎつねの走り去った後を、呆ぼう然ぜんと見送っていた。




「あー、びっくりした」

　再び廃校になった中学の宿直室。

　まだハァハァと肩で息をしながら、真央は呟つぶやいた。

「中で少し迷ったのが失敗だったよ……。最初に手に触れたものを摑むってのがやっぱり基本だよね」

　取って来た弁当を冷蔵庫に片づける。

　そして、賀茂の頭をウリウリと撫なでた。

「帽子、ありがと。ごんがいてくれて助かった」

「撫でるのはやめろって」

　中身は人間なのにあからさまにペット扱いされるのは不本意だ。賀か茂もは身をよじって逃げた。

「……しかし君さ、いつもこんな事やってるわけ？」

「いつもっていうか、週に一回くらいだけどね。いいじゃない、どうせ捨てられるものなんだし。こうして食べてあげたほうが、お弁当だって本望だよ」

「だけどこれ、ほとんど泥棒じゃないか」

「仕方ないよ。これも生きるためだもん。猫ねこの時なら、猫好きのおばさんなんかにねだれば御飯もらえたけど、この姿じゃさすがに無理だもんね」

「いや、でも、あのおじさんの言うとおり、金払って買うべきだろ」

「だって私、お金なんか一円も持ってないもん」

「バイトとかしろよ。せっかく人の姿に戻ってるんだから」

　賀茂の言葉に、真ま央おは突然声を荒げた。

「うるさいなっ！　身分証明書もなくて住所も連絡先もなんにもない私が、どんなバイトにつけるって言うのよっ！」

「え？　あ……、言われてみれば……」

　真央の剣幕に押されて、賀茂は少し怯ひるんだ。

「第一、バイト情報誌や履り歴れき書しよ買うのにだってお金いるんだよ？　そのお金はどうしろってゆーのよ？　万引きでもしろって言うの？　それこそ、ホントにドロボーじゃないっ！」

「そ、そっか……。ゴメン……」

　軽率な発言だった。

「私は、たとえ一文無しでも、人の物盗んだりするような真似まねは……」

　真央は言いかけてハッと我に返ったように言葉を切った。そのままくるりと背中を向ける。

「……ゴメン」

　賀茂はもう一度謝あやまると、力なくうなだれた。

　黙だまり込む賀茂の前に、真央はそっとお弁当を押しやった。

「……食べなよ。さっきのミルクだけじゃ足りないでしょ。ごんのために選んだんだよ」

　うな丼どん弁当だった。

「……ありがとう」

「私、夕方まで寝るから……。何かあったら起こして」

　真央は薄うすい布ふ団とんを押し入れから出すと、賀茂に背を向けて横になった。

　賀茂は一人、モソモソとうな丼弁当を平らげた。転生して以来一番美味おいしい食事だったが、同時に一番味気なかった。

　食べ終わって空箱を片づけようとして、賀茂はふとフタのラベルを見た。そして意外な事実を発見してしまった。

「……この日付って、賞味期限じゃなくて製造年月日じゃないかっ！　おい、真央っ！」

　思わず大声で叫ぶ。

　すでにウトウトしていた真ま央おが、眠そうに起き上がった。

「どしたの……？」

「お前これ、回収されたヤツじゃなくて、これから納品される弁当じゃないかっ！　何が『人の物盗んだりするような真似まねは……』だっ！」

　感心していた分だけ、腹立ちも大きい。

「なっ、なによっ！　別に私、『しない』とは言わなかったもん！」

「屁へ理り屈くつ言うなっ！　どうせ捨てられる物とか噓うそつきやがって！」

「だってそう言わなきゃ、ごん食べなかったでしょ」

「当たり前だろ！　盗んだ物と知ってて平気で食えるか！」

「ほら。お腹なかペコペコのごんにちゃんと食べさせようと思ったら、ああ言うしかなかったじゃない。飼い主として、ペットに飢え死にさせるワケにはいかないもんね」

「………！」

　返す言葉に詰まる賀茂。

　だが、あからさまな屁理屈にやり込められるのは、なんだか悔しい。

「……盗むの平気なんだったら、履り歴れき書しよ用紙盗んできてバイト探しに行けよっ！」

「やだ」

　あっさり答えると、真央は再び横になった。

「やだ、ってなんでだよ」

「だって……めんどい」

「めんどいってお前なぁ……！」

「しょうがないでしょ。猫ねこはたくさん睡眠取らないと駄目なんだから」

「だからって、泥棒していいって理屈にはならないだろ」

「ドロボーって言うけど、狩猟本能なんだから仕方ないんだよ。そんな事でいちいち起こさないでよね……」

「そんな事って何だ！」

「ドロボーしたくないって気持ちは私も分かるし、立派だとも思うけど、世の中、綺き麗れい事ごとだけじゃ生きてけないんだよ。まだ二ヶ月の子こ狐ぎつねちゃんには分かんないかもしれないけど……」

　真央は大人ぶった台詞せりふをのたまうと、再びまどろみの中に落ちていった。

　年下の真央に子供扱いされて賀か茂もは無性に腹立たしかったが、満腹すると同時に眠気が出てきて、いつしか真央の隣となりで眠りこけていた。
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「……ごん。起きなよ、ごん」

　真ま央おに頭を小突かれて、賀か茂もは目を覚ました。夕方の五時だった。

　真央は帽子をきっちり被かぶって耳を隠し、手には折り畳んだ布の袋を持っていた。

「これからナワバリの見回りにいくから、ごんもおいで。自分の匂におい残してくれば、一人の時でも平気でしょ」

「あ、ああ……。うん……」

　あくびをしながら、賀茂はうなずいた。一眠りして、腹立ちは大分和やわらいでいた。

　その様子を見て、真央はホッとした表情を浮かべる。

「よし。じゃ、行こっか」

　真央は廃校の宿直室を出ると、賀茂をヒョイと肩に乗せた。

「落ちないようにしっかり摑つかまっててね」

　言うが早いか、パッと塀へいに飛び乗り更に家の屋根に上がる。

「お、おい！　どこを通ってるんだ」

　思わず賀茂が叫ぶ。

「どこ、ってこれ、猫ねこの体の時から私の見回りルートだもん」

「見回りルートって、普通に道路歩けばいいじゃないか。なんでこんな危険な……」

「危険じゃないよ。車に轢ひかれる心配ないし、野の良ら犬にも襲おそわれないし」

「落ちて死ぬ危険があるだろ。人に見られたら怪しまれるし。お前、もう猫ねこの体じゃないんだぞ」

「何よ、いいでしょっ！　いつも通ってる道を突然変えたら気分悪いのよっ！」

「道じゃないだろ、これはっ！」

　大声でそんなやり取りをしながら屋根を渡っていく少女と子こ狐ぎつねの姿を、道行く人々は怪け訝げんな目で眺めていた。




　屋根の上を移動しながら、真ま央おは半径二キロ近いナワバリを丁寧に見て回った。時々、電柱などに頭をこすりつけていたのは、自分の匂においをマーキングするためらしい。

　見回りの結果、ナワバリに異常はなかったらしい。そのまま二人は、ナワバリ内の商店街でゴミ箱を漁あさって帰った。

　いいナワバリを持っていれば食事くらいなんとかなる、との真央の言葉どおり、出がけに持っていた袋は帰る頃ころにはいっぱいになっていた。

「ふぃ～。疲れたねー。ナワバリ広いと便利だけど、毎日見回るのは大変だよ」

　宿直室に戻ると、真央は座り込んで伸びをした。

「バナナでも食べる？　ごんもお腹なかすいたでしょ？」

　袋からバナナを取り出して一本皮をむくと、賀か茂ものほうに差し出した。

「あ、サンキュ」

　なにげなく一口食べてから、賀茂はハッとした。どこも傷いたんでいないバナナが一房丸ごと捨てられているはずがない。という事は……。

「おい真央っ！　お前このバナナ、どうしたんだ？」

　どうしたもなにも、盗んだに決まっている。いったいいつの間に……。

「どうした、って、拾ったんだよ？」

「噓うそつけっ！　こんな新品のバナナが丸ごと落ちてるわけあるかっ！　お前また泥棒……」

「なっ、なによーっ！　ホントだもん！　人がぶつかって棚から落ちたの。ちゃんと地面に落ちてから拾ったんだからね！」

「屁へ理り屈くつ言うなっ！　ゴミ箱漁あさるだけで十分食べる物はあるのに、なんでそうやって盗みなんか……」

　賀茂の言葉に真央は憮ぶ然ぜんと口をとがらせる。

「だって、すぐ目の前で落ちるんだからしょうがないじゃない」

「しょうがないって何がだ？」

「動いてる物を見たら、つい本能的に手が出ちゃうんだもん。私だってドロボーしたくてしてるわけじゃないけど、これだけはどうしようもないんだよ」

　そう言うと真央は、ニュッと爪つめを伸ばして見せた。どうやら爪も、猫ねこの特徴が残っているらしい。真ま央おは少し遠い目になった。

「……綺き麗れい事ごとだけじゃ、肉食動物の性さがには勝てないんだよ。まだ生後二ヶ月のごんには分かんないかもしれないけど」

「綺麗事だけじゃ生きてけないって、そういう意味かっ！　っていうか、肉食動物だったらバナナ盗むなよっ！」

「いっ、いいでしょーっ！　私、好物なんだからっ！　ごんだって食べたくせにごちゃごちゃ言わないでよねっ」

　真央は残りのバナナを袋に入れると、あからさまに話を変えた。

「……それよりごんさ、今日の晩御飯、何にする？」

「え？　今朝けさの弁当は……？」

「あれはまだ二日は保もつし、傷いたんだ物から先に処分していかないと」

「あ、そうか」

「シチューでもする？　材料お鍋なべにぶち込んで火にかけたら出来上がりだし、簡単でいいよね」

「まぁ、任せるけど。どうせボクには手伝えないし……」

　そう言いながら、賀か茂もは前足を見せる。

　が、真央は不満そうに口をとがらせた。

「なにその無関心な言い方。晩御飯は一家の最重要事項だよ？　たとえ手伝えなくても、一緒に考えるのが家族の義務でしょ？　ペットだって家族の一員なんだよ」

「そ、そういうモンかな……」

「そういうモンだよ。さ、ごんは何が食べたいの？　何でもいいから好きな物言いなよ」

「何でもいいの……？」

　賀茂はしばらく考えてから言った。

「ハンバーグ……」

「え……？」

　途端に真央が怯ひるんだ顔になる。

「そんな手の込んだ物、私、出来ないよ……」

「いや、何でも好きな物言えって言うから……」

「なっ、そ、そりゃ言ったけど。だけど、作る人に対してもう少し遠えん慮りよがあってもいいでしょっ！　大変なんだよ、作るの！」

「だったら何でも言えなんて最初から言わなきゃ……」

「なっ、なによっ！　手伝うわけでもないくせに、ゼータク言わないでよねっ！」

「手伝えなくても一緒に考えるのが義務だってさっき……」

「うっ、うるさいなっ！　ごん、ちょっと細かい事言いすぎだよっ！　良くないよ、そーゆーの！」

　自分が細かい事を言いすぎるというより、真ま央おが矛盾した事ばかり言いすぎているような気がするけど……。

　賀か茂もはそう思ったが、言えばまたギャーギャーうるさいだろうと思って黙だまっていた。

「じゃ、シチューでいいよ」

「え？　ごんもシチューがいい？　気が合うね、私たち」

　シチュー『が』ではなく、シチュー『で』だ。思わず訂正しかけたが、賀茂は黙だまって流した。

「よーし。じゃあ、ごんのためにうんと美味おいしいの作るから。待っててね」

　袖そでをまくると、各メーカーのブレンドされた特製シチュールウを戸棚から取り出す。もちろん、特製ブレンドと言えば聞こえはいいが、その実態は捨てられた袋に微かすかに残っていた粉末の寄せ集めだ。

　およそ四十分後。特製シチューと、パンの耳トーストが食卓に並んだ。

「お待たせーっ。出来たよ、ごん」

「あ、いい匂におい。じゃ、いただきます」

「召し上がれ」

　口をつけた賀茂は、思わず声を上げた。

「美味うまい……！」

　拾い物の屑くず野菜と屑肉だけのシチューが美味いはずはなかったが、久し振りの温かい物というだけで賀茂には十分ご馳ち走そうだった。

「美味しい？　ホントに？」

　賀茂の満足そうな様子を見て、真央の顔にパッと嬉うれしそうな表情がひろがった。自分もさっそく一口食べる。そして、

「マズっ！」

　思い切り顔をしかめた。

　そのまま、憐あわれみのこもった目で賀茂を見つめる。

「こんなのが美味しいなんて、ごんってよっぽど貧しい食生活だったんだね……」

「作った本人が言うなよ……」

　賀茂は呆あきれて脱力した。

「……でも、誰だれかと一緒に囲む食卓っていいね。一家団だん欒らんって感じだよね」

　妙にしみじみとした言い方に、ふと賀茂は顔を上げた。

「そういや真央って、ずっとここで一人暮らしなんだっけ……？」

「うん。そうだよ？」

「人間だった時の両親とかは……？」

「え？　……いるけど……」

「会いに行かないの？　せっかく人間の姿に戻ったんだし、こんな生活してるより一緒に暮らせば……」

「ん……。そう……なんだけど……」

「けど……？」

　食べる手を止めて、真ま央おは目を逸そらした。なにやら訳あり顔だ。

　賀か茂もは慌てて謝あやまった。

「……あの、ゴメン。言いたくない事なら別に……」

「…………」

　真央は黙だまってうつむいた。その様子を見て賀茂も目を落とした。

　二人はそのまま、無言で食事を続けた。気詰まりな沈ちん黙もくに、賀茂は余計な事を言ったと激しく後悔した。

　食べ終わってしばらくして、真央は顔を上げた。

「……やっぱり、言っとく。私の身の上」

　いかにも言いたくなさそうな口振りだった。

「あの、嫌ならボクは無理に聞かなくてもいいんだけど……」

　賀茂はもう一度言ったが、真央は小さく首を振った。

「これから一緒に暮らすのに、ごんに隠し事したくないもんね」

　無理やり笑顔を作ると、賀茂を膝ひざに乗せて真央は語り出した。

「……私ね、半年ほど前に病気で死ぬとこだったんだ」

　賀茂の頭を撫なでながら、遠くを見つめる。ペット扱いが苦手な賀茂は、膝の上から逃げて少し離れた位置に座り直した。真央は特に気にする様子もなく話を続ける。

「でね、まだたったの十五なのに死にたくない、とにかくどんな形でもいいから生きたいって、ずっと思ってたの。そしたらある晩、ミケの夢を見たの」

「ミケ……？」

「ミケってのは私と同じ年に生まれた飼い猫ねこで、ずっと一緒に育ってきた仲良しでね。それが夢の中で人の言葉を喋しやべったの。『私が身代わりに死にますから、真央ちゃんは生きてください。十五年も生きれば猫としてはもう寿命。惜しくはありません』って、まぁ大体そういう感じの夢なんだけど」

「それはまた随分と自分に都合のいい夢を……」

　うっかり呟つぶやいた賀茂の声を、真央の耳は敏感に聞きつけた。

「違うよっ！　ホントにミケが夢ゆめ枕まくらに立ったの！　その証拠に、目が覚めたら私がミケになってたんだから。病院の私はもうその時は死んでて」

「魂を入れ替えたわけか」

「うん、多分そーゆーの。よく分かんないけど……」

　幽体離脱の応用だろうが、随分と高度な術を使う猫ねこである。

「でもさ、せっかく生き延びたって、猫じゃしょうがないでしょ。私、人間なのに。お父さんもお母さんも、私が死んじゃったと思ってものすごくメランコリー入っちゃっててね。私はちゃんと生きてるよって伝えたいんだけど、猫って喋しやべれないんだよね。鉛筆も持てないし。それにキャットフードってパサパサしてて、味も飽きるし」

「確かに、食事は辛つらいよな……」

　賀か茂もは自分の離乳食を思い出して、しみじみうなずいた。

「で、仕方なく猫として生活しながら、人間に戻りたいなーって思ってたら、ひと月ほど前にまたミケが夢に出てきてね。『×町にある、去年廃校になった中学校の二年四組の教室に行け』って言うの。最近新しく出来たネコダケで、一晩そこで妖よう気きを吸収して尻尾しつぽが二ふた股またに分かれれば、人に化けられるようになるからって。ネコダケって意味分かんないんだけどね。キノコかと思ったけど、何も生えてなかったし」

「猫岳ってのはキノコじゃなくて、九州なんかで伝承されてる猫の修行場の事だよ、確か。猫岳から帰ると化けるって言われてる」

「なんでごん、そんな事知ってんの？」

「え？　それはまぁ、前世でそういう事に関かかわってたから……」

「ふーん。猫の修行なんかやってたの？　変なの。犬の訓練学校っていうのは聞いた事あるけど……」

「いや、そうじゃなくて……」

「まぁいいや。ネコダケなんて知ってたって、どーせ何の役にも立たないもんね」

　負けず嫌いな口調で真ま央おは切り捨てた。

「それでね、その学校、っていうかここの事なんだけど、その二年四組の教室に行ってみたんだ。そしたら、夜の無人の廃校なんてただでさえ気味悪いのに、なんかその教室だけやたらと野の良ら猫や野良犬の死体が多くてさ、まるで動物の墓場なの」

　賀茂は無言でうなずく。

　普通、魔ま力りよくとして集中されていない漠然とした状態を妖気と呼ぶが、漠然とした妖気であっても、物事の調和をかき乱す影えい響きよう力を持っている。それに触れれば、抵抗力の弱いものは『生命体としての調和』すなわち『健康』を狂わされる。強すぎる妖気を浴びた場合、死に至る事もあるのだ。賀茂も前世ではそれで命を落とした。

「それでね、死体は転がってるし、なんか気分も悪くなってきて、やっぱ帰ろうかと思ったんだけど、でも人間に戻るためだと思って我慢して、そこで寝てたの。そしたら夜中ごろに、尻尾の先がムズムズしてきて、見たら二股に分かれ始めててさ……」

　一般に、歳としを経た生き物は妖怪化しやすい。猫の場合、大たい抵てい十二年を過ぎれば化け猫の素地が備わる。そこに大量の妖気を浴びれば、簡単に化け猫になってしまう。妖怪化する事は普通の生命からの逸脱であり、妖よう気きを浴びる事でその歪ゆがみが一気に加速されるのだ。幽体離脱を応用して魂の入れ替えをするほどの猫ねこなら、猫又になるのもすぐだろう。

「いきなり尻尾しつぽが割さけたからちょっと驚おどろいたけど、とにかくミケの言うとおりになったから、このまま行けばきっと人間に戻れるなーって、ホッとしたら眠くなっちゃってね。無事に人間になった夢なんか見ながら幸せな気分で寝たんだ。で、朝になって目が覚めたら、昨晩見た犬や猫の死体はいつの間にか消えてて、私は気がついたらこの姿だったの」

　どうやら、散乱していた犬や猫の死体を人間の肉体作りに充あてたらしい。夢うつつの状態で、無意識に化ける能力を発動したようだ。

「とにかくそれで人間に戻れたわけか。うらやましい話だよな……」

　賀か茂もはため息混じりに呟つぶやいた。

「ボクも猫に生まれ変わりゃ良かった」

　耳や尻尾がそのままとはいえ、パッと見たところ普通の人間の姿に違いない。人間のしゃれこうべがなければ化けられない狐きつねなんかより、下手へたくそな化け方でも猫のほうがよっぽどマシだ。

　だが、真ま央おは首を振った。

「良くないんだよ、それが」

「え？　なんで？」

「だって、人間の姿に戻ったからって、以前の生活に戻れるワケじゃないんだよ？」

「そういえば、昨日もそんな事を言ってたけど……。でも、こうやって無事元の姿に戻ったんだろ？　たとえ戸こ籍せき上は死亡になってても、家に帰れば……」

「私もね、最初はそう思ったよ。帰ったらきっと、お父さんもお母さんもびっくりして喜ぶだろうな、って。ところが世の中そう甘くないんだ。死んでお墓に埋められたはずの人間がひょっこり現れたって、本人だなんて思わないもんだよ、普通」

「………！」

　真央の言葉に賀茂はハッとした。言われてみれば、確かにそのとおりだ。行方ゆくえ不明ならともかく、死んで焼かれて骨こつ壺つぼに納まった人間が蘇よみがえるわけがない。真央は土葬らしいが、それでも半年経たって現れたのを見て、お棺の中で息を吹き返したと考える人はまずいない。生き返った者が自分を本人だと証明する手立てなど何一つない。

　たとえ元の姿を完全に取り戻したとしても、『幽ゆう霊れいかと思うくらい瓜うり二つの別人』として認識されるのが関の山だ。人間の姿になったとしても、以前の自分と同じ者として生きる事は不可能なのだ。今更ながらその事実に気づいて、賀茂は愕がく然ぜんとした。

「うちの親もね、初めは驚おどろいて喜んでたんだけど、落ち着いて冷静になってくると、だんだん変だと思いだしてね。私が家の中でも帽子を取ろうとしないもんだから、それを怪しまれて……。結局、この耳見られちゃって、化け猫呼ばわりされて、『ミケがうちの娘になりすますために取り殺したんじゃないか』なんて言われちゃったりしてね。お母さんなんか半狂乱でお鍋なべとか投げつけ出したから、私、逃げ出すしかなかったよ……」

　自じ嘲ちよう気味に笑う真ま央お。その表情が、涙で歪ゆがんだ。

「なんかね、喜んでもらえるどころか、せっかくふさがりかけてた両親の心の傷口をつつきに行っただけみたいで……」

「あの……」

　賀か茂もは口を開きかけて黙だまった。かける言葉が見つからなかった。

「……あれ以来私、家には近づかないようにしてる。……っていうより、怖くて近づけない……」

　そう言うと真央はうつむいた。

「……せっかく私の身代わりになってくれたミケまで悪者にされちゃって……。御飯手に入れるのだって、猫ねこの時に比べてずっと大変だし……。ごんはバイトでもしろって言うけど、帽子被かぶりっぱなしじゃ面接ですぐアウトだし……。なんか私、何のためにこんな姿になったんだろ、って……」

　唇をかんで、潤うるんだ目を乾かそうとするかのように瞼まぶたを大きく開く。まばたきをした弾はずみにたまった涙が一滴こぼれ、畳を濡ぬらした。

「……ゴメン。嫌な事、思い出させて……」
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　真ま央おは黙だまって首を振ると、流しに立った。

　一つ洟はなを啜すするとヤカンを火にかける。

「……お茶淹いれるね。……お煎せん茶ちやしかないけど、それでいい？」

「あ、うん……。ありがとう……」

　ミルク皿に注がれたお茶を舐なめながら、賀か茂もは真央の表情を窺うかがった。

　真央は賀茂の視線に気づくと、照れたように笑った。

「……大丈夫だよ、そんな心配そうな顔しなくても。もうこの暮らしも、慣れたから……」

　そして、手を伸ばして賀茂の頭をわしゃわしゃと撫なでた。

「……今は、ごんもいるしね」

　賀茂は何も言えず、黙って頭を撫でられるがままになっていた。

　その晩、夜の集会から帰ると、真央は賀茂を抱っこして眠った。完全にペット扱いされているようで少し不本意だったが、賀茂は何も言わずに従った。この程度の事で真央が慰なぐさめられるのなら、おとなしく抱っこされてやろう。そう思った。

　だが賀茂のこの優しい気持ちは、わずか三十分しか持続しなかった。寝返りを打った真央の下敷じきになって圧死しかけてまで、抱っこされたままでいる根性はさすがになかった。
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「ね、たまちゃん。今日は×町に調査に行こっか。私の住んでるとこの隣となり町」

　土曜日の放課後。律りつ子こは珍しくやる気に満ちた顔で、たまに声をかけた。

「え……？　でも、そこってもう、前に一回探しに行った事が……」

「まぁ、そうなんだけどさ。最近、ちょっと興きよう味みある情報が入ってね」

「興味ある情報……？」

「そう。ま、私の口から言うより、我が有能なる噂仲間エージエントから送られてきたこの報告書を見てちょうだい」

　律子は分厚い紙の束を取り出すと、たまに手渡した。

「えーっと、『人か獣けものか？　逢おう魔まが刻ときに現れるハンチング帽の少女！　今、×町を恐怖の混こん沌とんに陥おとしいれている謎なぞの怪人に迫る！』……？　何ですか、これ……？」

「いいから、ちょっと読んでみて」

「こ、怖い話じゃないですよね……？」

　たまはおそるおそるページをめくった。




【事例報告】

　塾の帰りに電柱の陰に黒い服の女がいた。こっちに気づくと屋根に駈かけ上がって、笑いながら走っていった。（十一歳・小学五年生・男子）




　帽子を被かぶった女の人がいて、帽子を取ると動物みたいな耳が生えている。それを見せると屋根に登る。見た人は病気になる。二組の男の子が病気になったらしい。（九歳・小学四年生・女子）




　コンビニへ弁当を納入に行って、店員に声をかけてから車の荷台に回ったら、中で何やらゴソゴソ気配がしたんで、不ふ審しんに思って声をかけると、帽子を被った十四、五歳くらいの女の子がすごい勢いで飛び出してきた。手を伸ばして帽子をはたき落としたら、猫ねこみたいな耳が生えていた。荷台の中を見ると、弁当が食い散らかされていた。明け方の四時頃ごろだったと思う。（四十三歳・食品製造業者・男性）




　会社が終わって帰宅中に、人の家の中をじっと覗のぞき込んでいる少女がいた。短いツバのついたぶかぶかの帽子に黒のハイネックの服を着ていた。こちらの視線に気づくと、パッと屋根の上に駈かけ上がってそのまま消えた。その家の子は、原因不明の病気で三日ほど寝込んだらしい。（三十二歳・会社員・男性）




　大声でわめきながら四つん這ばいで屋根の上を走っていく女の子がいる。マニラで山に捨てられて猫に育てられた子で、親を探して日本に来たという。目が合うと食い殺される。（十三歳・中学一年生・女子）




「……って、何なんですか、これ？」

　怯おびえた表情で、たまは律りつ子こを見た。

「これが、ここ一ヶ月隣となり町まちでもっともホットな、謎なぞの猫娘の噂うわさよ」

「いえ、ですから、これがいったい……？」

「だから、今日はちょっと、この化け猫探しに隣町まで行ってみない？」

「そ、それって全然賀か茂もさん関係ないじゃないですか……」

　律子は人差し指をチッチッと振った。

「甘いわね、たまちゃん。ついでにこっちもご覧らんなさい」

　もう一つ紙の束を渡す。

「……？『全国霊れい能力者通信・今月の懸けん賞しよう金妖よう怪かい一いち覧らん』？　これは……？」

「全国に散らばる賀茂くんの同類のための回報らしいわよ。入手したのはコピーだけど」

「こ、こんなのあるんですか……？」

「ビビらなくても、たまちゃんは載ってなかったから大丈夫。それよりここ見て」

　律子は一覧の中ほどを指差して音読した。

「対象名、ミケ。種類、化け猫ねこ（猫又か？）。賞金額、三千万円。依頼人、鍋なべ島しま直なお重しげ・駒こま子こ夫妻」

「あの、それが……？」

「この備考のとこを読んでみなさい」

「えっと……、『ミケは現在鍋島夫妻の亡くなった一人娘・真ま央おに化けている模様（別紙写真参照）。鍋島駒子さんはそれによる心労が重なり病気で他界。その生命保険金で、夫の直重氏が今回の懸けん賞しようを懸かけたが、直重氏も交通事故により一週間前に死亡。よって、支払請せい求きゆうは依頼人本人ではなく協会本部へ』。……あの、それでこれがいったい……？」

「ニブいわねー、たまちゃん。いい？　この脇わきに載ってる鍋島さんって人の住所を見てみなさい。×町から十キロしか離れてないのよ？　そんなすぐ近くに謎なぞの猫娘が出没してるとなったら、これはもう両者の間に関係ありまくりに決まってんじゃない！」

「い、いえ、ですから、それが賀か茂もさんといったいどういう関係が……？」

「ますますニブいわね。いい？　賀茂くんはアレでも一応高校生霊れい媒ばい師しだったのよ。しかもかなり貧乏な。だったら、こんな高額の賞金が懸かった化け物が出てると知ったら、退治に来てるかもしれないでしょ？　いや、来てるに違いないわ！　もう決定！」

「決定って、でも、だって賀茂さん転生してからまだ二ヶ月弱ですよ？　生後二ヶ月の赤ちゃんがそんな……」

「まぁまぁ、そういう細かい事は言わないの。とにかくそういうわけで、きょうは×町に決定ね」

「細かくないですよぉ……。それに私、化け猫がうろついてる町なんて怖くて行きたくないですぅぅ……」

　たまは半べそをかきながら、弱々しく律りつ子この袖そでにすがった。

　だが、律子はそんなたまを厳きびしく振りほどく。

「たまちゃん。化け猫が怖いからって賀茂くんに会える可能性を自ら放棄していいの？」

「か、可能性って、そんなのほとんどないじゃないですか……。生後二ヶ月ですよ……？」

「確かに、会える可能性はほとんどゼロに近いかもしれない。でもね……」

　律子はたまの肩を両手で抱くと、真剣な目で見つめた。

「自分からあきらめない限り、決して本当のゼロにはならないのよ！」

　文脈を無視すれば文句なくいい言葉だった。そして、その言葉を生かすに足る力強い声だった。根っから純粋なたまは、その声と言葉にあっさり説き伏せられてしまった。

「そ……、そうですよね！　律子さんの言うとおりです！　やる前に自分から逃げてちゃ、何にも出来ませんよね！」

　そう拳こぶしを握り締しめたたまの背中を、律子がバンと叩たたく。

「よーし！　いい目だわ、たまちゃん！　その意気よ！　じゃあ今日は、『×町化け猫探索ツアー』に決定！　行くわよ！」

「はいっ！　……って、あれ？『化け猫ねこ探索ツアー』って、賀か茂もさんの事は……？」

　我に返ってそう尋ねた時は、すでに律りつ子こは五馬身先を爆ばく走そうしていた。

「まっ、待ってください～っ！」

　体が小さい分、走るのも遅いたまは、大慌てで後を追った。




「……で、なんでたまちゃん、さっきからずーっと私の後にぴったりすがりついてるワケ？」

　×町の駅を降りて十分と少々。たまはずっとビクビクしながら律子の背中にへばりついていた。律子の言葉に、半泣き状態で答える。

「だ、だって……、化け猫が出たら……」

「平気よー。だって、たまちゃんのほうがよっぽど凶悪な悪あく魔まなんでしょ？」

「そ、そうですけど、でも私、自分じゃ何にも出来ないんですよ……？　なのに、化け猫さんのほうは、見ただけで呪のろいかけるんですよ……？　食い殺したりするんですよ……？　私たち、食べられちゃうかもしれないんですよ……？」

　目をうるうるさせながら、たまは律子の袖そでをギューッと引っ張った。

「こらこら、たまちゃん！　袖が伸びるって！　手ぇつないだげるから、引っ張るのはやめなさい」

　律子が手を差し出すと、たまは両手でヒシとしがみついてきた。

　あまりの怖がりように、やれやれとため息をつく律子。その時、たまの頭越しにふと黒い物が映った。

「ちょっと、たまちゃん。アレ見て。子犬が自販機の下の小銭漁あさってる」

「え……？」

　たまも振り向く。

「あ、ホントだ。可愛かわいい……！」

　頰ほおを紅潮させながら、放心したように見つめるたま。若い女の子の例に漏れず、たまも毛がフワフワした小さい物には目がなかった。

「可愛いっていうか、変な犬よね。やってる事もだけど、見た目もなんとなく。カメラ持ってくりゃ良かった」

「あの尻尾しつぽ……、犬じゃなくて狐きつねさんですよ、あれ……」

「狐？　あんな黒い狐なんているの？」

「はい。前にテレビの動物番組で見た事あります。北の寒い地方には黒とか銀色の毛の狐さんがいるって……」

　そう言うと、たまは吸い寄せられるように黒い子狐に近づいた。そして、いきなり抱き上げる。突然の事態に驚おどろく子狐。だがたまは構わず一方的に頰擦ずりしながら、感きわまった声を漏らした。

「あぁ……。ふ……ふあふあですよぉ、この尻尾しつぽ……。ふあふあぁ……」

　だがその瞬しゆん間かん。律りつ子こが無情にも、たまから子こ狐ぎつねを引き離した。

「あぁっ！　な、何するんですか律子さんっ！」

　子狐にすがりつこうとするたまを、律子は真剣な調子で制した。

「騙だまされちゃ駄目よ、たまちゃん！　こいつら狐ってのは、猛毒の寄生虫エキノコックスをまき散らしに北ほつ海かい道どうから渡ってきた、悪あく魔まの手先なのよ！」

　言うが早いか、音速の蹴けりを繰くり出す。

「やっ、やめてください律子さんっ！　そんな可愛かわいいのに、可か哀わい相そうですよぉっ！」

「情けは無用！　ここで私たちがやらなかったら、いったい誰だれが本州の生水を守るのよ！」

　律子は叫び返しながら、攻こう撃げきの手を休めない。

「で、でも動物愛あい護ご団体の人からクレームが……！」

「全すべての非難は私が被かぶる！　ここはもう首都防衛の最終ライン。ここを突破されたら日本はもうお終しまいなのよ！」

　意味不明な事を口走りながら、律子は着実に子狐をコーナーへ追い込んだ。そしてとどめのかかと落としを決めようとしたその時。

「待てっ！　ボクだっ！　賀か茂もだっ！」
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　子こ狐ぎつねは人の言葉でそう叫んだ。

「……賀か茂もくん!?」

　律りつ子この振り下ろしかけた足が、子狐の頭上十センチのところで止まった。そして、まさかという表情でたまのほうを振り返る。

　たまは驚おどろきに硬直したまま、『眼め』を開いた。そして、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……か、賀茂さん……！」

「ホントに？　ホントにこれが？」

「……ホ、ホント……です……」

　小刻みに震ふるえながらコクコクうなずくたまを見て、律子は子狐に目を戻した。

「マジで賀茂くん……なの？」

　子狐はコクリとうなずいた。その無防備な脳天めがけて、律子は止めていた足をそのままズトンと撃うち下ろした。

「狐なんかになってたの？　道理でなかなか見つからないワケだわ。無駄な手間かけさせやがってこの野郎」

　狐だろうと賀茂だろうと、どっちみち蹴けりつぶすつもりの律子だった。

　頭頂部に巨大なタンコブをこさえてピクピク痙けい攣れんする賀茂を、律子と入れ替わりにたまが抱き上げた。

「だっ、大丈夫ですかっ、賀茂さん……？」

「……うん……。なんとか頭ず蓋がい骨こつは陥没してないみたいだ……」

　クラクラしながら、賀茂はやっとの思いで答えた。

　たまは、じっと『眼』を見開いて、両手に抱えた賀茂を見つめた。姿こそ子狐だが、以前と何ら変わらない賀茂の魂がそこにはあった。

「お久し振りです……」

　懐なつかしさが込み上げて、ジワッと目が潤うるんだ。

「探したんですよ……」

　ぐすんと一つすすり上げて、たまは泣き顔で呟いた。

「賀茂さん転生したって知って……、約束どおりホントに戻ってきてくれたって知って……、ずっと……ずっと探してたんですよ……」

「え……」

　自分の事を探し回っていたなどとは全然知らなかった賀茂は、驚いてたまを見返した。

「……なんで転生したって事……？」

「それは偶然……。でも、私も一応『見る』だけならなんとか自分で出来るようになりましたし、だから会えば絶対分かるって思って……」

「え……？」

　……って事は、どうやったら自分だと分かってもらえるか散々悩んだのって、実は徒労……？

　猛烈に感激しているたまとは裏腹に、賀か茂もはへなへなと脱力した。

「……賀茂さん、私のせいで死んじゃって……、だからずっと……会って一言ごめんなさいって……、ずっと私……」

　たまは涙を拭ぬぐいながらしゃくり上げた。相変わらず泣き虫なところは治っていなかった。

　しばらくして、たまは涙でびしょ濡ぬれの顔を上げた。

「……でも、やっと会えました……」

　真っ赤な目元に、えへ、とはにかんだ笑みが浮かんだ。

「たまちゃん……」

　たまの腕が、賀茂の小さな体をギュッと抱き締しめた。突然締めつけられて、賀茂は一いつ瞬しゆん息苦しくなって喘あえぐ。

　その耳元で、たまは安あん堵どするように囁ささやいた。

「お帰りなさい……」

　閉じた瞼まぶたの間から、さっきまでとは別の涙が一筋流れていた。

　その瞬間、律子がヒョイと賀茂の体を取り上げた。

「涙の再会も終わったところで、さっきから一つ聞きたかったんだけどさー」

　燃え盛る好奇心に、大きな瞳ひとみがキラキラと光を放つ。

「き、聞きたいって、何を……？」

「狐きつねのくせに人の言葉が喋しやべれるって、どーゆー喉のどの構造してんの？　ちょっとお姉さんに見せてみ？」

　言うが早いか、律りつ子こは賀茂のアゴを摑つかんでグイとこじあけた。

「あががががが……っ！　よせっ！　口が裂けるっ！」

「駄目ですよっ！　律子さんの力じゃ、口だけじゃなく体ごと裂けちゃいますっ！」

　たまが慌てて止めに入る。

　だが、たまの声は律子の耳には届かない。好奇心に輝かがやく瞳ひとみはいつだって関心ある事しか映さないのだ。

　アゴをこじ開ける腕に、一層力が入った。賀茂の顎がく関節が、ミシリと音を立てる。

　その時、後ろから鋭するどい声がした。

「ちょっとっ！　ごんに何してるのっ!?」

　律子とたまが振り向くと、ハンチング帽に黒のハイネックの少女がキッと睨にらみつけていた。真ま央おだった。

「ごん……？」

　律子は不思議そうに呟つぶやくと、右手に摑んだ賀茂を見た。

「誰だれそれ……？」

「ボクの名前……」

　決まり悪そうに賀か茂もが答える。

「ごんを返しなさいよっ！」

　真ま央おが、肩を怒らせて拳こぶしを握り締しめる。が、その様子は残念ながらいじめっ子におもちゃを取られた子供みたいで、少なくとも律りつ子こには全然威い嚇かくになっていなかった。

　律子は賀茂のほうを向いたまま、目だけ真央を見る。

「あの子は知り合い……？」

「ボクの飼い主……」

「なに？　賀茂くんアンタ、ペットなの？」

　思わぬ事実に笑い出す律子。

　その一瞬しゆんの隙すきをついて、真央は猛然と突っ込んできた。そして素早く律子の手から賀茂を奪い取ると、呆あつ気けに取られる律子とたまを尻しり目めに、一気に屋根に駈かけ上がって姿を消した。

　ハッと我に返ると、律子はたまに向かって叫んだ。

「たまちゃん！　追うわよ！」

「はっ、はいっ！　賀茂さん、取り返すんですね！」

「違ぁーうっっ！　あの帽子に屋根の上を走るという行動。今のが噂うわさの化け猫ねこ娘よ！　捕ほ獲かくして噂の真相を突き止める！　あれが例の『ミケ』なら、ついでに賞金もゲットだわ！」

「ええっ？　じゃあ賀茂さんは？」

「知らん！」

　きっぱり言い捨てると、律子は真央を追ってあっという間に見えなくなった。

「ちょ、ちょっと待ってくださいぃっ！」

　必死で後を追うたま。律子の足は男子も含めて全校一だ。一方たまは五十メートル走で九秒台。見失ったら二度と追いつけない。

　だが律子は角を曲がった所で立ち止まっていた。

「あ、あれ？　律子さん、賀茂さんたちは……？」

「見失っちゃった」

「見失った？　律子さんがですか？」

「そーなのよ。あんなとこ走るなんて、反則よねー」

　律子は悔しそうに屋根を見上げた。

「律子さんでも屋根の上は無理ですか……」

「うん。残念ながら、さすがにちょっとね。明日、もう一度出直しだわ」

　たまと律子は、すごすごと駅に引き返した。

「でも律子さん、明日出直しても、また屋根の上を逃げられたら……」

「大丈夫。明日はパンツ見えないように、ズボンはくか、下にスパッツはいてくるから」

「や、屋根の上は無理ってそういう事ですか……」

「え……？　他ほかにもまだ何か理由ある……？」

　たまの言葉に、律りつ子こは不思議そうに聞き返した。

「ま、とにかく明日は日の出と共に来て、日が暮れるまでトコトン追跡しまくるわよ！」

　駅の改札をくぐりながら、気合いを入れる律子。その時、ふと思い出してたまは言った。

「でも、そういえば律子さん」

「なに？　たまちゃん」

「さっきの子、屋根の上は走ってましたけど、でも普通の人間みたいでしたよ……」

「ホントに？」

「はい。私がちらっと『見た』限りでは……」

「そう……。変ね。今までの人生で、私の勘が外れた記き憶おくなんて一つもないんだけど」

　外れた記憶は全すべて忘却しているだけなのだが、そういう可能性は律子の脳裏をかすめもしなかった。

　たまも素直に首を傾かしげる。

「そうなんですか。変ですね……。私が『見』間違えたんでしょうか……」

　電車に乗り込みながら、二人は互いに黙だまって考え込んだ。たまは主に自分の『見』間違いの可能性と賀か茂もの奪回策を、律子は噂うわさの化け猫ねこ娘の正体がただの人間だったら興きようざめだなぁという事などを。




　その夜の真ま央おと賀茂。

「ねぇ、ごん」

　晩御飯を食べ終えた真央が呟つぶやいた。

「昼間の子たち、何だったの？」

「昼間の？」

「なんか、女の子二人に口裂きの刑にあってたでしょ。何があったの？」

「ああ、あれ……」

　何があったかと聞かれても、なんで口裂きの刑にあったのかは賀茂にもよく分からない。

「あの二人はボクの知り合いだよ。前世で人間だった時の」

　賀茂は簡単に説明した。

「あの二人のうちの平均身長くらいのほうは、佐さ々さ木き律子っていって中学時代からの知り合い。小さいほうの子は桂かつらたまって名前で、あれでも実はボクと一つしか違わない後こう輩はいで……、まぁその……友人かな……」

　たまとはずっと一緒にいると約束したものの、別に愛の告白を交わしたワケではない。友だち以上ではあるが、恋人と言うのは憚はばかられた。第一、たまの事は可愛かわいいと思うし大切に思っているが、それが恋愛感情なのかどうかとなると、実は未いまだに自分でもよく分からない。それに何より、もしこれが恋愛感情だとするとロリコン熾し天使アブデルと同類になってしまいそうでイヤだ、という下らなくも切実な思いがある。どうにも煮え切らない、情けない男の賀か茂もだった。

「ごん、お友だちいるの？　狐きつねって単独生活のはずなのにナマイキっ！」

「な……？　どういうイチャモンだ？」

「でもなんでごんの事分かったの？　そんな狐の格好してるくせに」

「まぁ、ボクも名乗ったし……。それに、あの小さいほうの子は霊れい視しができるから……」

「そんなのできるの？　反則だよそれ！　ごんばっかり分かってもらえてずるいっ！」

「そんな事言われても……」

　返事に困って、賀茂は後ろ足で耳を搔かいた。

　しばらくして、真ま央おは思い出したように怒り出した。

「でも、ひどいヤツらだよね、あの子たち。ごんの事、蹴けりつぶして首締しめて口を引き裂こうとするなんて。お友だちって言ってたけど、もしかしてホントはごん、イジメられっ子？」

「……いや、蹴りつぶされたのと口を裂かれかけたのは確かだけど、首はちょっと違う……」

「違わないよ！　だってごん、苦しがってたじゃない！　ちょっと遠くからだったけど、ちゃんと見てたよ私。泣き寝入りしてたら、ずーっとイジメられっぱなしだよ？」

「そ、そりゃ確かに、ちょっと息苦しかったのは事実だけど……。でもあれは首締められてたんじゃなくて、抱き締められてたんだって」

「どっちみち、シメられてたって点じゃ一緒だよ！」

「でも、込められてる意味合いが全然違うだろ！　あの行為に込められてたのは再会を喜ぶ気持ちであって、殺意じゃない」

　賀茂の言葉に、真央はすねたように口をとがらせた。

「………。なんか……感じわる……」

「感じ悪いって、何が……？」

「だってあの子、飼い主の私の目の前で、あんな大げさに再会喜んだりして……。あれってもしかして当てつけ？　可愛かわいい顔して性しよう悪わるだよあいつ」

「あのな……。たまちゃんは真央がいるって気づいてなかったのに、なんで当てつけなんだ」

「じゃあ何であんな過剰な喜び方するの？　泣くほど喜ぶなんて、フツーじゃないよ？」

「いや、まぁそれは……」

「ただの友だちにしちゃ不自然だよ。絶対あれ、演技だよ。ごん、騙だまされてるって」

「だから、色々事情があるんだって」

「事情？　どんな？」

「どんなって……」

　どこまで喋しやべっていいものか、一いつ瞬しゆん迷った。だが、真ま央おはこの前、自分の身の上を全部隠さず話してくれた。だったらこちらも、必要な範はん囲い内では正直に話すのがフェアな態度だ。たまのせいで死者が出ている事などはあまり話したくないが、わざとじゃない事をちゃんと説明すれば大丈夫だろう。

「たまちゃんって、実は人間じゃなくて悪あく魔までさ……」

　賀か茂もは、たまとのいきさつをかいつまんで話した。

　たまが異常に強い魔力を具そなえながらまるっきり魔術の類たぐいに無知だった事。そのせいでたまの妖よう気きは制御されずに無意識に漏れ出し、その妖気にあてられてたまの身近な人たちは次々と死んでいった事。そのせいでずっとたまは独りぼっちだった事。賀茂はたまが妖気を漏らさずにいられるよう訓練してやり、自分がずっとそばにいると約束したが、結局賀茂もたまの妖気にやられて死んでしまった事。

「……で、なんでか知らないけどボクは記き憶おくを残したまま狐きつねに生まれ変わったってわけ」

「……ふーん。……随分懐なつかしそうな話し方するんだね」

　不愉快そうな目で真央は賀茂を見た。

「じゃあそのたまって子、ごんがずっと一緒にいるって約束したから、探して連れ戻しにきたってわけ？　自分でごんの事殺しておきながら？」

　眉まゆをひそめて肩をすくめる。

「どーゆー神経してるの？　信じらんない。やっぱ性しよう悪わるだよ。さすが悪魔だね」

「おい真央！　そういう言い方はないだろ？　たまちゃんはなにも……」

「なによっ！　ホントの事じゃないっ！　自分で勝手に殺しといて、今度は勝手に連れ戻しにきてって、なにそれ！　冗談じゃないよっ！　今はもうごんは私のペットなんだからね！　あの子に連れてく権利なんてないんだから！」

「おい！　いきなりなに腹立ててんだ？　ちょっと落ち着けよ」

　真央は黙だまって賀茂を見た。

　賀茂は諭さとすように口を開く。

「いいか？　たまちゃんはなにも、わざとやってたわけじゃないんだぞ？　それに、自分のせいでたくさんの人を死なせた罪悪感で、今もまだすごく苦しんでる。だからボクはたまちゃんのそばにいて、たまちゃんのせいで死んでも恨んだりしてない人間がちゃんといるって事を、身をもって示してやる必要があるんだ」

「なに？　まさかごん、約束どおりそのたまとかいう子のとこに行こうとか思ってるわけ？」

「そりゃ、人間に戻ったら真っ先にたまちゃんのとこに行くつもりだったけど……」

　賀茂がそう言った途端、真央はカッとなった。

「なんでよっ！　自分で育ての親もお友だちも殺しておいて、それで寂しいなんてわがままだよっ！　そんなヤツ、死ぬまで独りぼっちでいればいいじゃないっ！　自じ業ごう自じ得とくだよっ！」

「おい！　だから、そういう言い方はよせって。ずっと独りぼっちで自分を責め続けて、まっとうに生きていける訳ないだろ？」

「一人で生きてくのが辛つらいんなら、さっさと死んじゃえばいいじゃないっ！　大体そんなヤツに生きてる資格ないよ！　殺されたごんが殺した相手の事気遣う必要なんてないっ！　たまなんて子、一人寂しくさっさと死んじゃえばいいんだよっ！」

「真ま央おっ！　お前……っ！」

　心ない言葉に、賀か茂もは思わず立ち上がった。怒鳴りつけたい衝しよう動どうをなんとかこらえて、無言で真央を睨にらむ。

　真央は負けずに意い固こ地じな目で睨み返した。ちょっと言いすぎたとは思ったが、今更引っ込みがつかない。

「言っとくけど、ごんは私のペットなんだよ！　私の物なんだからね！　勝手に出てったりする権利なんかないんだから！」

「物って言うな！　ペットだって家族の一員なんじゃなかったのか！」

「家族なんだったら、なんでここ出てあの子のとこに行くとか言うのよ馬ば鹿かっ！」

　真央の声が、微かすかにうわずった。

　瞬しゆん間かん、賀茂はハッとした。

　真央だって、猫ねこになってから今までずっと独りぼっちだったのだ。賀茂は、真央が今の境遇になってから初めて手に入れたたった一人の家族なのだ。真央は、たまの悪口を言いたかったわけじゃない。賀茂がいなくなってしまいそうで不安だっただけなのだ。そう気づいた。

　だが、それでも真央の暴言への怒りはなかなか鎮しずまらなかった。

　引き止めたいんなら、そう言えばすむ話だろ。死ねばいいなんて言い方する事ないじゃないか……。

　どうしてもその思いが拭ぬぐいきれなかった。真央の気持ちが分かっても、腹立ちを抑えられなかった。

　賀茂はむっつりと黙だまり込むと、真央に背を向けた。今は、怒りをぶつけないようにするだけで精一杯だった。

　賀茂が沈ちん黙もくしたのを見て、真央はフンと鼻を鳴らした。が、次の瞬間には後味の悪そうな顔でうなだれた。そして黙ったまま、食べ終わった食器を洗いに流しに立った。

　気まずい沈黙の中、水のジャージャーいう音と皿のカチャカチャなる音だけが響ひびいた。

　洗い終わると、真央は賀茂の真後ろに座った。

「……ねぇ、ごん。……怒ってる？」

「怒ってない」

　背を向けたまま、賀茂は答えた。気持ちを抑えたつもりが、かえって不ふ機き嫌げんな声になってしまった。

「……ごん。ねぇ」

　真ま央おは呼びかけながら賀か茂もの頭を撫なでた。

　賀茂は頭を振ってその手を払った。普段と同じ反応なのに、無言でやるとものすごく邪険な振る舞いになった。

「…………」

　真央は振り払われた手を所在なく見つめ、うつむいた。

　しばらくして、真央は時計を見た。

「あ、もうこんな時間だ。集会に行かなきゃ」

　そして、ちらりと賀茂の反応を窺うかがう。だが賀茂は背中を向けて沈ちん黙もくしたまま微動だにしなかった。気持ちの落ち着かない今、何をやっても真央を突き放すような振る舞いになりそうで動けなかった。しかし、無反応のままでいても結果は同じ事だった。

　真央は一つ息をつくと、立ち上がって帽子を被かぶった。

「……もしかして遅くなるかもしれないから、ごんは先に寝てていいよ」

　靴くつを履はき、ドアを開ける。

「じゃ、いってきまーす」

　無理に明るい調子で真央は言ったが、賀茂にはやはり「いってらっしゃい」の声は返せなかった。

　ドアの閉まる寂しげな音を背中越しに聞きながら、賀茂は小さくため息をついた。

　……なにやってんだ、ボクは……。

　うんざりした気分を振り払おうとするように、賀茂は頭を振った。

　……追いかけて、一言謝あやまろうかな……。

　一いつ瞬しゆんそう考えて立ち上がったが、今はまだ素直に謝れる気分ではなかった。自分も謝る代わりに、真央もさっきの暴言を取り消せ。そんな事を口走りそうな気がした。それでは喧けん嘩かを再燃させるだけだ。

「ああもう、ちくしょう……っ！」

　動きの取れない自分にいらだちながら、賀茂は再び座り込んだ。暴言の責任の一端はこっちにもあると分かっていながら許せない自分が、ひどく狭量に思えて情けなかった。




　賀茂が一人部屋の中でため息をついたのと同時に、真央もドアの外で深々と息を吐いてうなだれていた。

「……なんでこうなっちゃったんだろ……」

　廊下を歩きながら真央は考えた。

「……多分私、ごんに出て行かないでって言いかっただけのはずなのに……」

　話がこじれた原因を探ろうとしたが、思い出すだけで気が滅入ってしまった。そしていつものように、真ま央おの思考はわずか二秒で中断した。

　振り向いて、宿直室のドアを見る。

「……ごん、怒ってた……」

　再びため息が出た。

「……仲直りしたいな……」

　賀か茂もが不ふ機き嫌げんになっていると考えるだけで、みぞおちの辺りがキリキリと痛んだ。心配は猫ねこをも殺す、という諺ことわざがあるが、今の真央はまさにそれだった。

　何かごんの好きな物をプレゼントして、機嫌を直してもらおう。そして、仲直りしよう。

　そう考えた。

「……ごんの好きな物っていうと……うなぎ？」

　いつも行く商店街の鰻うなぎ屋の屋台を無意識に思い出してから、慌ててブンブン首を振る。

「駄目だよっ！　ドロボーなんかしたら、ごんをますます怒らせちゃうじゃないっ」

　頭を抱えて座り込む事数十秒。やがて真央はある事を思いついた。

　そして真央は立ち上がると、用務員室へと歩き出した。
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「うぅ～……。暗いよぉ～……」

　用務員室から持ち出してきた錆さびたシャベルを担いで、真ま央おはビクビクしながら夜中の山道を歩いていた。

　住み着いている学校からおよそ十二・七五キロほど離れた所にある山。街灯も町の明かりもなく、木々に遮さえぎられて月明かりすら届かない。真央の猫ねこの目でも、ほとんど真っ暗だった。ただでさえナワバリの外へ出るのは緊きん張ちようするのに、こんなに暗いといっそう恐怖心が煽あおられる。

　真央は担いでいたシャベルを下ろして、だるそうに喘あえいだ。

「……重いよぉ、不気味だよぉぉ、疲れたよぉぉぉ。なんで私ん家ちのお墓、こんな山奥なのよぉぉぉぉ～……」

　もともと、鍋なべ島しま家はこの山村の出しゆつ自じで、本家筋にあたる真央の家の墓は今も相変わらずこの山の中にあった。

　真央が目指しているのは、自分の元の体が土葬されているはずの、その古びた墓地である。

　……私のしゃれこうべを、ごんにあげよう。そして人間に戻れるようにしてあげるんだ。

　それが真央が考えた仲直りのプレゼントだった。

　自分の勝手な都合で他人の墓を暴あばくわけにはいかないと、前に賀か茂もは言っていた。でも、本人が自分の墓を暴く分には他ほかの人に迷惑はかけない。きっと文句はないと思う。

　それに、真央と違って賀茂には、狐きつねの姿でも賀茂本人だと認めてくれる友人がいる。人間に戻ったって、自分みたいに寂しい思いをしなくていいはず。賀か茂もだって、人間の姿に戻れるのなら戻りたいはずだ。

「しゃれこうべあげたら、きっとごん驚おどろくだろうな……」

　手渡す時の事を想像して、真ま央おの表情が緩ゆるんだ。

「……ちゃんと人間に戻れたらこう言ってあげるんだ。『ごんはもう人間なんだからペットじゃない。だから、どこに行こうと自由だよ』って……」

　もしかしたら、そのままたまという子の所へ行ってしまうかもしれない。だけど、ちゃんと仲直りが出来たら、たとえ出ていってもずっと友だちのままでいられる。一緒にいるのに喧けん嘩かして口もきかない状態のままなんかより、そっちのほうがよっぽどいい。ホントは出ていかれるのはイヤだけど、喧嘩したままはもっとイヤだ。

「よしっ！　行くぞっ！」

　自分を励ますようにそう言うと、真央は再び山奥の墓地を目指して歩き出した。




　木々の生い茂る暗い山道を歩く事十五分。やがて真央は、ぽっかりと拓ひらけた場所に出た。目的の墓場だった。

　市街地の半ば公園化した霊れい園えんとは違い、夜中の山中の墓地は不気味だ。鬱うつ蒼そうと雑ざつ草そうの繁しげる中に朽ちかけた墓石が月光に照らし出される様子は、まるで怪談の一シーンのようだった。墓石の下に埋まっている死体が地下からこっちをじっと見つめているような、そんな妄想をかき立てられた。

　真央は墓地の入り口で一いつ瞬しゆん立ちすくんだ。冷や汗がタラリと垂れる。

「……や……、やっぱ、帰ろっかな……」

　弱気になって、真央は少し後に引き返しかけた。

　だが、すぐに足を止めると、目をギュッと閉じて自分を叱しかりつけた。

「駄目だよっ！　ごんと仲直りするために来たんだからっ！」

　キッと前方を見据えると、迷いを振り切るように大おお股またで墓場の入り口をくぐる。

　その途端、何かが足に引っかかった。

「わあぁっっ!?」

　ベシャッ！

　勢いがついていた分、真央はド派手にぶっ転んだ。

「いったあぁぁ～っ！　何なのよ、もうっ！　せっかくのやる気に水差さないでよねっ！」

　したたかぶつけた鼻をさすりながら、足元を見る。色とりどりの五色の糸が絡みついていた。カラフルで綺き麗れいだったが、真央にとっては腹立ちの対象でしかない。

「お祭りか遊びかなんか知らないけど、邪じや魔まな真似まねしないでよねっ。こんなモンこうしてやるっ！　えいっ！」

　シャベルの先端を使って、ブチブチと糸を引きちぎる。

「ふんっ！　ザマーミロだわっ！」

　一気に切断し終わると、真ま央おは立ち上がって鼻を鳴らした。

「……ああもう。なんか気分そがれちゃったなぁ……」

　ボヤきながら、真央は自分の墓の前へと向かった。

「えっと……、『鍋なべ島しま真央姫ひめの命みこと之の霊れい』。ここだ。この下に埋まってるんだよね。……それにしても、『姫命』って、神式の戒かい名みようってなんか大おお袈げ裟さ……。まあいいや。よし！」

　気合いを入れると、シャベルをザクッと地面に突き入れる。予想していたより地面は柔らかかった。

　少しずつ掘り返しながら、ふと真央の頭を疑問がよぎる。

「そういや私の死体って、どんな状態なんだろ……？　考えたらもう半年以上経たってるし、ぐちょぐちょに腐乱してたり……、ウ、ウジとか湧わいてたりとか……？」

　こんな夜更けに気持ち悪い想像をして、地面を掘り返す手がピタリと止まった。

「だっ、駄目だよ、怖がったりしてちゃっ！　ごっ、ごんと、な、ななな、仲直りするためなんだから……っ！」

　震ふるえる声で自分を叱しつ咤たし、真央は再びシャベルを握った。一心不乱にザクザクと掘っていく。そしてふと、ある事に気づいた。

「……そ、そういや、しゃれこうべだけプレゼントするには、く、首を切断しなくちゃ駄目なんじゃ……」

　返り血をあびながら自分の死体の首を鋸のこぎりで切る様子を考えて、真央は背筋が震えた。

「ああもうっ！　こ、怖い想像ばっかりしてちゃ駄目っ！　も、もっと楽しい事を考えなくちゃ……っ！」

　そう自分に言い聞かせると、恐怖を振り払うようにがむしゃらに掘り返す。

「楽しい事楽しい事……。た、例たとえば、そう、仲直り出来た時の様子とか……。私がしゃれこうべをプレゼントしたら、ごんが目を丸くして驚おどろいて、そ、それで『純白の雪のように真っ白な骨だね』なんて褒ほめてくれたりとかして……」

　勝手に自分で想像を膨ふくらませておいて、真央は少し照れた。

　だが、そこでまたもやハッと手が止まる。

「……そ、そういや、ちゃんとキレイに骨だけにしようと思ったら、か、かか、顔の皮とか、はが、剝はがなくちゃいけないんじゃ……？」

　自分の生首に爪つめを立ててベリベリと顔面を引きはがす様子が、異様に生々しく脳裏をよぎった。

「く、首から上へ向けてズルッて剝むいたら、ま、瞼まぶたのなくなった目がギョロッてこっちを睨にらんだりして……。そ、そのまま眼球がズルリと……」

　恐怖で涙が出てきた。

「……うぅ……。だ、だけど……、ご、ごんと仲直りするためだし……」

　半べそをかいてガチガチ震ふるえながらも、怖いのをこらえてひたすら地面を掘り返す真ま央お。

　その時、突然背後でザワザワと音がした。

「ひぎゃあぁぁっっ!?」

　わたわたと取り乱しながら振り向いてみると、誰だれもいなかった。風に木の葉がざわめいただけらしい。

「び……、びびび……、ビビらせないでよね……っ！」

　バクバク脈打つ心臓を押さえながら誰もいない空間に向かって文句を言うと、再び発掘作業に戻る。

　やがて、真央の体が完全に地面に隠れるほどの深さまで掘り進んだ時、シャベルの先が土よりも固い物に触れた。木の板のようだった。棺ひつぎの蓋ふたに違いない。

「で、出た……。出ちゃった……」

　ゴクリとツバを飲み込む。

　周辺の土を取り除くと棺の蓋が完全に姿を現した。元は白木の棺だったが、土中で腐って変色している。

「……あ、開けなきゃ……」

　蓋と棺の隙すき間まにシャベルの先を突っ込む。

　だが、こじ開ける勇気が出ない。

「……うぅ～……っ、やだよぉ～っ、怖いよぉぉ～っ、気持ち悪いよぉぉぉ～……っ」

　シャベルの先を蓋の隙間に突っ込んだまま、真央は目を逸そらして泣き言を漏らした。

　その時、腐った蓋はシャベルを突っ込んだところからミシミシと割れ出した。

「わわわわっ！」

　真央は慌ててシャベルを引き抜いた。まだ死体と対面する覚悟はついていない。

「か、考えたら私、全然休きゆう憩けいしてないよね。こ、この後も色々やる事あるんだし、ちょ、ちょっと今のうちに休んどかないと……」

　誰に言うともなくそんな言い訳をしつつ、いそいそと掘った穴から這はい出す。

「ふぃ～……っ。一服一服」

　帽子を脱いで額ひたいの汗を拭ぬぐう。そして、腰こしに手を当てて伸びをした。

「うー……。腰痛い～……」

　顔をしかめるが、穴から出て恐怖心は少し和やわらいだ。

「……お棺かんがあの様子じゃ、案外中身は綺き麗れいに白骨化してたりして」

　棺の蓋を眺めて呟つぶやく。

「腐乱死体よりは、骨になってるほうがまだ少しはマシ……」

　言いながら、この闇やみ夜よの中で棺ひつぎに横たわる骸がい骨こつと向き合う様子を想像してみた。

「……でもないよね……」

　恐怖に引きつった顔で、真ま央おは棺から目を逸そらした。

「……はぁ……。休きゆう憩けい終わったら、あの蓋ふた開けなきゃね……。どれくらい休憩しようかな……。もうちょっとくらいいいよね。まだ息上がってるし、夜明けまでまだ少しは時間あるし、えっと、それから……お腹なか空いたし。それから……シャベル握りすぎて手の皮剝むけそうだし……」

　先延ばしする口実を色々探しながら、真央は自分の墓石にもたれて座り込んだ。

「でも、あんまり遅いとごんが心配するかな……」

　夜空を見上げながら、賀か茂もの事を考えた。

「……だけど、先に寝てていいよ、って言ってきたし……。でも、起きて待っててくれたら悪いよね……。多分ごんの性格だと起きて待ってそうな気がするし……」

　そこで、はぁ、とため息が漏れた。

「でも今、ケンカ中だしなぁ……」

　石ころを拾って放り投げる。

　その時、ザワザワと草の音がした。

　ビクッとして体を起こす。

「な、何……？　ま、また風の音……？」

　そう自問した時、ジャリッと地面を踏む靴くつの音が聞こえた。風ではない。人だ。

　真央は反射的に墓石の陰に隠れた。

「だ……誰だれ……？　ヤバい人？　どど、どうしよ……。こ、こんな時間に墓場に来るなんて、絶対フツーじゃないよね……」

　自分の事を棚に上げて、真央は呟つぶやいた。

　足音は真っ直すぐ真央のいるほうへ向かってくる。そして、数メートルの距離で止まった。

　その位置から、男の呟く声がした。

「……くっくっく……。ここで張っていて正解だったな。化け猫ねこはその習性として、まず飼い主の家族から餌え食じきにする。鍋なべ島しま夫妻が死んだと知れば、必ず掘り返して食いに来ると思っていたぞ……」

　何の話をしているのか真央には分からなかった。だが、男が真央の掘り返した跡を見ながら喋しやべっている事は気配で分かった。

「……な、何なのいったい……？　ワケ分かんない事呟いて、一人で笑ったりして……。や、やっぱちょっとヤバい人……？」

　ちらりと様子を見ようとした時、男は突然鋭するどい声で叫んだ。

「出てこい！　元鍋島家飼い猫・ミケ！　そんな所に隠れても私には『見え』ている！」

「……ひっ？」

　出かかった悲鳴を殺して、真ま央おは慌てて身を引いた。

「……み、ミケ？　も、もしかして、私の事言ってるの……？」

　真央が混乱していると、再び男の声がした。

「出てこないのなら出てこさせてやろう！　行け、パトラッシュ！」

　男の命令に答えて、犬の吠ほえる声が響ひびいた。

　次の瞬しゆん間かん、真央の隠れていた墓石が弾はじけ飛んだ。

「わあああっ!?」

　アタフタしながら飛び退のく真央。

　振り向くと、見た事もない男が立っていた。長いコートに身を包み、目ま深ぶかにシルクハットを被かぶった瘦やせぎすな中年男。その目つきはどんなに好意的に解釈しても、絶対に友好的とは言えなかった。というより、どう見てもヤバい人の目だった。

　男の傍らには巨大なセントバーナードがやはり真央を見据えて佇ちよ立りつしていた。こちらは男と対照的に、円つぶらな可愛かわいい瞳ひとみをしていた。

「なっ、何なのっ？　わわ、私に何か用っ？」

　両手にシャベルを構えて、真央は精一杯の虚勢を張る。だがヤバ目の男は馬ば鹿かにしたように薄うす笑いを浮かべた。
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「貴様がミケか」

「だ、誰だれがミケよっ！　私は真ま央お！　ミケは私の飼ってた猫ねこの名前だよっ！」

「だったらその耳はなんだ？　見え透いた噓うそをつきおって。その耳が何よりの証拠だ」

「えっ？　あ、こ、これは、色々事情があるのっ！　ひ、人の外見とかについてごちゃごちゃ言うのって、良くないよっ！」

　慌てて両手で耳を隠す真央。

　一方、男は真央の言葉にしみじみうなずいた。

「それは私も同感だ。私もよく、目つきがヤバいだの髪が薄うすいだのヒゲが濃こいだの脂ぎってるだのと下らない事を言われ続けて、気がつけばこの歳としまで独身よ」

「……よ、よく分からないけど、そう思うんなら私の事も言わないでよねっ」

「確かに人の外見をごちゃごちゃ言うのは良くない。だが！」

　真央に向かって、男はビシッと指を突きつけた。

「貴様は人ではない！　猫だ！」

「ね、猫じゃないって言ってるでしょっ！　だ、大体誰だれなのよ、おじさんはっ！」

「おじさんではない。私はまだ四十になったばかりだ。お兄さんと言え」

「四十だったら十分おじさんじゃないっ！」

「うるさい！　お兄さんと呼ばん限り、名乗ってやらん！」

「どっちでもいいけどそんなの。で、お兄さんは誰なの？　私に何の用なのよっ？」

　お兄さんと呼ばれて、男は姿勢を正した。

「私は犬神使いの根ね呂ろ。化け猫退治専門の霊れい媒ばい師しだ。そしてこちらはパートナーの犬神・パトラッシュ」

「ば、化け猫退治専門の霊媒師……？」

「そのとおり。この道に入って二十数年、葬った猫は数しれず。『猫を一匹殺せば七堂伽が藍らんを建てるに勝る功く徳どくあり』、と江戸時代の諺ことわざに言うが、それで行けば我が功徳は積み立てまくってまさに無量功。年利〇・〇一パーセントのわずかな利息だけでも、十分極楽浄土へ行けようというものよ。そして今こ宵よいの獲え物ものは貴様だ。懸けん賞しよう金三千万円の化け猫・ミケよ！」

　再びビシッと真ま央おを指さす。決めのポーズらしい。本人はカッコいいつもりなのだろう。

「み、ミケじゃないって言ってるでしょっ。それに何なの、その懸賞金三千万円って？」

「貴様の元飼い主、鍋なべ島しま夫妻が貴様にかけた賞金だ」

　根呂の言葉に、真央は目を見開いた。

「お、お父さんとお母さんが、私に……？」

　真央の様子を見て、根呂は眉まゆをしかめた。

「お父さんとお母さん、だと……？　どこまでも厚かましい猫だ。化け猫が、失った愛まな娘むすめの姿でうろついていると知った時の鍋島夫妻の悲しみ、怒りを思えば、そんな台詞せりふは吐けんはず」

「な、なによ偉そうにっ！　お金目当てで来てるだけのくせして、人ん家ちの家族の気持ちとか分かったような事言わないでよね！」

「金目当てではない！　私の真の目的はもっと崇高なところにある！」

　根ね呂ろは鋭するどく遮った。

「お、お金が目的じゃなかったらなんなのよ？」

　根呂は拳こぶしを握り締しめて高らかに叫んだ。

「私の目的は、全すべての猫ねこどもをこの世から抹殺する事。そして犬を、ペットとして唯一最高の地位に据える事だっ！」

「は……？」

　一いつ瞬しゆんぽかんと呆あつ気けに取られる真ま央お。やがて我に返ると叫んだ。

「おっ、お兄さん、どっか頭おかしいんじゃないのっ!?」

　だが根呂は動じず、不敵に笑った。

「おかしいものか。そもそも猫ごときにペットとしての資格などありはしない。人類の最高のパートナーの名にふさわしいのは犬だけだ」

　根呂はパトラッシュの首に手を回して、喉のどの辺りを優しく撫なでた。

「な、なんでよ……？」

「ふっ……。知りたいなら教えてやろう」

　根呂はパトラッシュの首に手を回したまま、気取った調子で帽子を被かぶり直した。そして真央に人差し指をビシッと突きつける。

「猫は三日で恩を忘れる！　だが！　犬は一生忘れない！」

　パトラッシュを撫でながら真央を睨にらみつけ、根呂はニヤリと歪ゆがんだ微笑を浮かべた。

「犬はイイぞ……」

「お、おじさん絶対にどっか変だよっ！　病院行ったほうがいいよっ！」

「おじさんではないと言ったろうがっ！　この化け猫の馬ば鹿か猫めがっ！　これだから猫は躾しつけが難しくていかんのだ！」

「わっ、私のほうこそ猫じゃないって言ってるでしょっ！」

「やかましい！　もはやこれ以上の問答は無用だ！　とにかく化け猫は全て抹殺する！　殺やれぃパトラッシュ！」

　根呂が命じると同時に、パトラッシュは猛然と突っ込んできた。

「あんさんに恨みはないが、ご主人の命令は絶対だす！　すまんが死んでおくんなはれ！」

「なっ？　なんで関西弁なのよっ！」

　真央は慌てて後ろの墓石の上へ身をかわす。が、パトラッシュはその巨体で、真央の乗った墓石を一気に押し倒した。

　素早く体勢を立て直して着地するが、そこへ休む間もなくパトラッシュが突っ込んでくる。

「はははははっ！　犬神は低級な動物霊れいにすぎぬが、低級という事は物理的属性が強いという事。したがって、ちょっと訓練すれば物理攻こう撃げきはお手の物なのだ！　毎朝の重い牛乳運びで鍛きたえられたパトラッシュのぶちかましを、存分に味わうがいい！」

　ちょこまか動き回っているうちに、気がつくと墓石は全すべて倒とう壊かいしていた。そこへまたしてもパトラッシュが追いかけてくる。

「ええ加減観念して、成じよう仏ぶつしとくんなはれ！」

「そっちこそいい加減にしてよっ！　この馬ば鹿か犬っ！」

　逃げ場を失った真ま央おは、手に持ったシャベルをパトラッシュの頭めがけて振り下ろした。

　だが、パトラッシュの体は霊体だ。パトラッシュから物体へ影えい響きようを与える事は出来ても、物体がパトラッシュに影響する事は出来ないのだ。根ね呂ろがパトラッシュを撫なでる事が可能なのは、特殊な呪じゆ印いんを施した手袋をはめているからである。

　当然、真央のシャベルはスルリとパトラッシュの頭をすり抜けた。

「え……？」

　そのまま体当たりを食らって、吹き飛ばされる真央。

「ふぎゃあぁっ……！」

　幸い、掘り返した土の山の上に落下した。軟らかい土がクッションとなって、それほど衝しよう撃げきはない。

「あいたたた……」

　だが、起き上がりかけた真央をすかさずパトラッシュが押さえつけた。

　その傍らに根呂が立ち、不ふ審しんそうに真央を見下ろした。

「どうしたミケ？　懸けん賞しよう金三千万の大物がこの程度の訳はあるまい？　それとも……、まさか、何かエゲツない反はん撃げき技わざでも隠しているのか？」

　自分の言葉にハッとしたように、根呂は考え込んだ。

「あり得る。化け猫ねこは陰湿だからな。こないだ退治したヤツも、殺される直前に大量の不幸の手紙を私宛あてに送りつけやがって、おかげでその後数日は腱けんしょう炎に苦しめられたものよ」

　思い出して歯ぎしりしながら、右手を揉もむ根呂。

「……だが、私の前で隠し事は出来ん。極限まで精度を上げた我が霊れい視し能力は、『今、ここ』にしか『見え』ぬ代わりに、どんなものでも見抜くのだ」

　そう言うと、怯おびえる真央に向かって根呂は『眼』を凝こらした。

　しばらく真央を『見』つめていた根呂は、突然弾はじけるように笑い出した。

「は……、はははははっ。そういう事か。貴様のその魂。人間化しすぎて化け猫としての力をほとんど失ったとはな。ビビッて損したではないか。貴様のような間抜けは初めてだ」

　笑いが収まると、再び真ま面じ目めな顔で真央を見下ろした。

「まあいい。貴様が何の反撃も隠していない事はよく分かった。元飼い主たちの眠る土の上で果てるがいい。そしてその血で、鍋なべ島しま夫妻の無念を少しでも慰なぐさめるのだな」

「元飼い主たちの眠る、って……？」

　根ね呂ろは、真ま央おの脇わきに倒れている木製の仮の墓標を指差した。

「その戒かい名みようを読んでみろ」

「え……？」

　神式の戒名は、生前の名前に『命みこと』や『姫ひめの命みこと』を付けるだけだ。そして、真央の隣となりに倒れた墓標の上には、真央の父と母の名前が月明かりにはっきりと照らし出されていた。

「……な……鍋島直なお重しげ命之の霊れい……駒こま子こ姫命之霊……これ……」

　真央は自分の目を疑った。

「貴様が何のつもりで化けたのかは知らん。だが、娘を失って以来寝込みがちだった鍋島夫人は、貴様のその姿にショックを受け、娘の後を追うように亡くなった。そして夫の鍋島氏は貴様に懸けん賞しよう金をかけた後、自らも交通事故であえなく他界した。噂うわさでは、事故を起こしたのは屋根を走る貴様の姿に気を取られたせいだという……」

「わ、私の姿に……？」

　戸惑う真央に、根呂は厳きびしい視線を向けた。

「貴様ら化け猫はいつもそうだ。母親を食い殺しておいて母親に化ける。妻を取り殺しておいて妻に化ける。娘を祟たたり殺しておいて娘に化ける。憎むべき仇かたきが愛する者の姿を借りて、平気な顔で巷ちまたを徘はい徊かいしていると知った時の遺い族ぞくの怒り、苦しみが分かるか！　だから私は、貴様ら化け猫ねこどもを許せんのだ！」

「……！」

　根呂の言葉に、真央は愕がく然ぜんとした。両親に会いにいった時の記き憶おくがまざまざと甦よみがえってきた。

　あの後、両親は共に死んだのだ。真央のこの姿のせいで。真央の事を誤解したまま、恨みを抱えたままで。両親の誤解を解き、自分に向けられた憎しみを訂正する事は、もう永遠に出来ないのだ。

　根呂は放心したような真央を冷たく見下ろすと、命令した。

「殺やれ。パトラッシュ」

　パトラッシュが口を開いた。鋭するどい牙きばが月明かりにギラリと映えた。

　真央はハッと我に返ると、反射的に地面の砂を根呂の目に向かって蹴けり上げた。

「なっ……!?」

　不意を突かれて、根呂は顔を押さえてうずくまる。

「くそっ！　目潰つぶしか！　さすが猫。後足で砂をかけるような真似まねを……！」

「ご主人！　大丈夫で……？」

　根呂とパトラッシュがひるんだ隙すきに、真央はさっと身を翻ひるがえして駆け出した。

「くっ。逃がしはせん！　すでにこの墓場には結界を張ってあるのだ！」

　根ね呂ろは外げ縛ばく印いんを結ぶと、呪じゆ文もんを唱えた。

「東海の神、名は阿あ明めい！　西海の神、名は祝しゆく良りよう！　南海の神、名は巨きよ乗じよう！　北海の神、名は禺ぐ強きよう！　四海の大神、百鬼を遮り凶災を封ず！　急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　だが、何事も起こらない。真央はそのまま墓場を出て、夜の山道に姿を消した。

「なんでだ？　ちゃんと準備しておいたはずなのに？　パトラッシュ？」

　様子を見に行ったパトラッシュが、戻ってきて首を振る。

「ご主人。あきまへん。渡しといた糸、全部引きちぎられてますわ！」

「なに！　あの猫ねこ娘、間抜けなくせしてなかなか用心深いではないか！　追うぞ！」

「ラジャー！」

　目をこすりながら、根呂はパトラッシュを連れて真ま央おの後を追った。




「遅いな、真央……」

　賀か茂もは窓越しに朝焼けの空を眺めて呟つぶやいた。

　先に寝ていてもいいと言われたが、結局起きて真央の帰りを待っていた。出がけに「いってらっしゃい」と言ってやれなかった分、「お帰り」と迎えてやろうと思っていた。

「……いくら長引いても、猫の集会が明け方までかかるって事はないと思うけど……」

　時計を見ると、もう朝の六時を回っていた。いくらなんでも遅すぎる。

「何かあったのか？　……けど、猫の集会なんかで何が起こるってんだ……？」

　思いつくのは精々で順位争いの喧けん嘩かくらいしかない。だが、真央は人間の体をしている。普通の猫と比較すれば体格では圧倒的に有利だ。知能だって普通の人間よりやや劣るかもしれないが、猫よりははるかに上だろう。戦って負けるわけがない。

「……もっとも、全部の猫を一度に敵に回したら分からないけどな」

　他ほかに考えられる事といえば、夜中に徘はい徊かいする不良集団に絡まれたとか、警けい察さつ官に補ほ導どうされたとか、それくらいである。だが、猫並みの身の軽さや警戒心を備えた真央が、普通の人間に捕まるとも思えない。

「……もしかしたらボクと喧嘩した事気にして、帰って来づらいのか……？」

　気が強そうでいて、その実かなり繊せん細さいな性格の真央だ。それが一番ありえそうだった。

　もう一度時計を見た。六時十五分だった。

「……七時になっても戻らなかったら、ちょっと探しに行くかな……」

　その時、廊下のほうで音が聞こえた。

　振り向くと、ドアが開くところだった。

「真央か？　随分と遅かったじゃ……」

　ホッとした笑顔で言いかけて、賀茂は目を見張った。

「どうしたんだお前、その格好！　ボロボロじゃないか！」

　真ま央おは全身泥だらけで、あちこち傷だらけだった。服も数ヶ所破れ、いつも頭に被かぶっている耳隠し用の帽子もない。

「真央！　おい！　何があった？」

「何がって……」

　疲れきった顔で、真央は畳の上にへたり込んだ。ゼエゼエ言いながら、そのままあお向けに寝転がる。

「……お墓で……、いきなり変なおじさんに襲おそわれて……」

「変なおじさん？　痴漢か？」

「違う。根ね呂ろとパトラッシュ……」

「ね、ネロとパトラッシュ……？　ふ、『フランダースの犬』か？　おい、真央。お前、大丈夫か？　何言ってんのかさっぱり分からないぞ？」

「んな事言ったって……、私だってワケ分かんないよ……」

　喘あえぎながら呟つぶやく。

「突然襲いかかってきて、化け猫ねこは撲ぼく滅めつだとか言って、犬こそが最高のペットだとかって……。それで、私に懸けん賞しよう金がかかってて、根呂とパトラッシュはそれで私を殺しにきたって……」

「だから、なんでそこで『フランダースの犬』の話が出てくるんだ？　第一、主人公のネロは貧乏でも人殺しをするような少年じゃないぞ？　彼が狙ねらってた賞金二百フランは、絵のコンクールの懸賞金だろ？」

「少年じゃないよ……。襲ってきたおじさんの名前が根呂って言うの……。化け猫退治専門の犬神使いだって……」

　賀か茂もはハッとした。

「ね、ネロじゃなくて、もしかして『根呂』か？　犬神使いだって？」

　聞いた覚えがあった。霊れい視し能力を『今、ここ』だけに局限する事で、その精度を限界まで引き上げた、業界では有名な男だ。その『眼め』は目の前にあるものならどんな微細なものでも確実に捉とらえ、そのため恐ろしく精密な霊力の行使が可能だという。そして、その圧倒的な力と容よう赦しやない冷酷な退治ぶりから、同業者の間では『皇帝』とあだ名されていた。かつて九州に存在した化け猫村を全焼させ、その炎を眺めて詩を詠んだという逸話は、既に半ば伝説と化している。

「でも、なんで根呂が真央を退治しようとするんだ？」

　真央は答えず、しばらく無言で天井を見ていた。

　その目元に、涙が滲にじんだ。

「……お父さんとお母さん、死んじゃったって……。私のこの姿のせいで死んじゃったんだって……。だから、殺した私を……」

「その姿のせいで……？」

　真ま央おは無言でうなずいた。

　何故なぜ真央の姿が両親の死に結びつくのか、賀か茂もには理解しがたかった。だが、聞いても答えられそうになかった。体力も気力も、共に尽き果てた感じだった。

「……昨日の晩、ゴメンね……。私も、たまって子の事、言えないよね……」

　半ば放心したような顔で、真央は呟つぶやいた。

「と、とにかく、ちょっと寝たほうがいい。疲れてるんだろ？」

「……怒ってない……？」

「怒ってないって。いいから少し休め」

　賀茂は押し入れから掛け布ふ団とんをくわえてきた。

「……ありがと……ごん……」

　真央は呟くと、意識を失うように眠り込んだ。

　賀茂は流しでタオルを濡ぬらすと、口を使って折り畳み、それを踏んづけて水を絞った。

　それをくわえて真央のところに戻り、顔や手の先を拭ふいてやった。

「……それにしても、いったい何があったんだ……」

　根呂に襲おそわれたと真央は言っていた。

　だが、根呂が何故真央を襲おそうのだ？　耳は猫ねこでも魂は人間である事くらい、『見れ』ば分かるはずだ。それに、真央のこの姿のせいで両親が死んだというのはいったいどういう意味だ？

「……ちょっと、『見て』みるか……」

　賀茂は真央に向かって『眼』を開いた。

　真央が必死で逃げてくる様子、パトラッシュに押さえ込まれた場面、シャベルでパトラッシュを叩たたこうとしてすり抜けた場面……と遡さかのぼっていく。

　根ね呂ろとのやり取りを『見て』、賀茂は大体の事情を理解した。

「……真央の姿のせいで死んだって、そういう事か……。……けど根呂のヤツ、はっきりと真央の魂を『見て』おきながら、なんでそれでも化け猫扱い……？」

　もう少し遡るうち、やがて真央が墓を掘り返しているのが『見え』た。

　賀茂は『眼』を疑った。

「な……？　何やってんだ、真央のヤツ……？」

　夜中に墓を掘り返している娘など、どう考えても普通じゃない。たとえ猫耳がなくても、化け物ではないかと疑われる。

　それが猫の耳を生やしていたら、いくら中身が人間の魂だといっても〝人間化しすぎた馬ば鹿かな化け猫〟と思われて当然だろう。賀茂でも、夜中にいきなりこんなヤツに出くわしたらそう思う。過去を『見れ』ない根呂なら、その誤解は尚なお更さらだ。襲われたとしても、自業自得としか言い様がない。

　真央の寝顔を見ながら、賀茂は緊きん張ちよう感がズルズルと緩ゆるんでいくのを覚えた。

「……いったいこの馬ば鹿かは、なんでまた夜中に墓なんか掘り返して……？」

　だが、更に遡さかのぼって『見て』いくうちに、賀か茂もの表情から呆あきれの色が消えた。真ま央おが墓を掘り返しにいった『意図』が『見え』たのだ。真央は賀茂に自分のしゃれこうべをプレゼントしようと、そのためだけに一人で夜の墓場へ向かったのだ。

　夜の闇やみに震ふるえながらシャベルを握る真央の姿が『見え』た。死体の様子を想像して半べそをかきながら、それでも掘り続ける真央が『見え』た。仲直りしたい一心で必死に恐怖を振り払う真央の様子が、賀茂の『眼め』にはっきりと『見え』た。

　皮の剝むけかけた真央の手のひらを見て、賀茂はうなだれた。

「……この馬鹿……」

『眼』を閉じようとして、賀茂の『眼』がふと現在に向いた。

　その視界に、根ね呂ろとパトラッシュが『見え』た。

「……！」

　賀茂は思わず立ち上がった。

　真央を霊れい視ししていて根呂たちが『見え』たという事は、まだ関かかわりが途切れていないという事だ。つまり、根呂は真央を追ってきている。じっと『眼』を凝こらすと、パトラッシュの鼻で真央の匂においを追跡しているのが微かすかに『見え』た。

　十分後にはここへ到着しそうな気配だ。

　まずい。根呂は真央が墓を掘り返すところを目もく撃げきしており、しかも根呂の『眼』は過去を遡って『見る』事が出来ない。真央が墓を暴あばいていた理由を納得させるのは至難だ。

　かといって、賀茂が根呂に対抗できるとは思えない。そもそもがまだ未熟者なのに加えて、狐きつねの前足では印を結ぶ事も呪じゆ符ふを書く事も出来ない。それに、守しゆ護ご霊れいとして力を与えてくれていたアブデルは、転生した今はもういない。

　逃げるしかない。このままでは真央が殺される。

「真央っ！　起きろっ！」

　すでに深い眠りに落ちている真央を、前足で無理やり揺り起こした。

「……うぅ……、なに……？　もうちょっと寝かせて……」

　目だけを開いて、気け怠だるそうに呟つぶやく。

「寝てる場合じゃない！　いいから目を覚ませ！」

「……ふぁ……。疲れてるんだよぉ……。何かあったの……？」

「根呂が追ってきてる！　逃げるんだ！」

　根呂と聞いた途端、真央はガバッと身を起こした。

「……ね、根呂？　あの変態犬マニアおじさん？　わ、私、ちゃんとまいて逃げてきたのに……！」

「パトラッシュが匂いを追跡してるんだ。もうすぐここへ来る。だから早く」

「け、けど、逃げてもまた匂においを追ってこられちゃうよ……。どうしよう……」

「川を見つけて、その中を移動するんだ。水が匂いを流し去ってくれる。そうやって適当なところで岸に上がれば、かなり時間が稼かせげる」

　猟犬に追われた時の心得として、母はは狐ぎつねに教わった事だった。

「だ、だけど私、帽子なくしちゃった……。こんな明るい時間に、耳を剝むき出しでなんか出歩けないよ……」

「そんな事、気にしてる場合か！　それに今日は日曜日だ。この時間はまだみんな、家で寝てるって！」

「で、でも……」

「ぐずぐずするな！　行くぞ！」

　賀か茂もがドアに向かおうとした時、そのドアが勢いよく開け放たれた。そして、暗色系のロングコートに身を包んだ瘦やせた男が現れた。

　根ね呂ろだ。傍らには巨大なセントバーナードが控えている。これがパトラッシュだろう。物質的属性が強くて物理攻こう撃げきが得意というだけあって、肉眼でもその姿をはっきり捉とらえる事が出来た。

「見つけたぞ、ミケ！」

　根呂は賀茂には目もくれず、真ま央おに向かって大きく一いつ喝かつした。

「行け、パトラッシュ！」

　命じると同時に、パトラッシュが真央の喉のど笛ぶえめがけて飛びかかる。

「わあぁっ！」

「真央っ！」

　真央は間一髪でかわしたが、パトラッシュの牙きばは真央の足首を捉えた。

「あぎゃぁぁぁぁっっっ！　いっ、痛いぃぃっ！　放してよっ、この馬ば鹿か犬っっ！」

　真央は泣き叫びながらパトラッシュをポカポカ殴るが、その手はパトラッシュの頭部を虚むなしくすり抜けるばかりだ。

　賀茂は慌てて右前足に霊れい力りよくを集中した。

「臨りん兵ぴよう闘とう者じや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜんっ！」

　唱えながら、横よこ縦たて横縦……と九回手刀を切る。早はや九く字じという、修しゆ験げん道どうや密教系の破邪の法だ。印を結ばなくていいから、狐きつねの前足でも何とか使える。

　放たれた霊気の剣は情けないほど弱々しかったが、それでもパトラッシュは一いつ瞬しゆん怯ひるんで口を放した。根呂も意表を突かれて、少し動きを止める。

「……何者だ？　狐の姿をしているが、魂は……人間？　畜生道に堕おちた外法使いか何かか……？」

「今のうちだ、真央っ！　後ろの窓から逃げろっ！」

　パトラッシュと真ま央おの間に入り込みながら、賀か茂もは叫んだ。

「でっ、でもごんは……？」

「いいから先に行けっ！　後から追いかける！」

「ほ、ホントに……？　じゃ、じゃあ、駅前の商店街で待ってるからっ！」

「こいつらの前で行き先バラしてどーすんだっ！」

「だ、だって、ちゃんと待ち合わせ場所決めとかないと、合流できないじゃないっ！　こないだだって……」

「もういいからさっさと行けって！　緊きん張ちよう感が緩ゆるむっ！」

　パトラッシュが再び突っ込んできた。賀茂は再び手刀を構える。印が結べない以上、これでこらえるしかない。

「臨りん兵ぴよう闘とう者じや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜんっ！」

　先ほど同様、横よこ縦たてに九回切る。そして、最後に斜めに一刀を加えた。今回は切りつけるのではなく、霊れい気きの格こう子しを作ってパトラッシュの突進を食い止めるのだ。決定的な打だ撃げきを与えられないなら、このほうがまだ時間を稼かせげる。

　賀茂の作った霊気の格子にパトラッシュがガッチリぶつかると同時に、真央は窓から姿を消した。

　根ね呂ろが怒鳴る。

「ちぃっ！　狐きつねめが邪じや魔ま立てしおって！　パトラッシュ！　その程度の護ご身しん結界、力ずくで蹴け散ちらしてしまえ！」

「了解だす、ご主人！」

　パトラッシュの足に、いっそう力が入った。押されて賀茂は少し退さがる。

「くそ……！」

　犬神などという低級霊とは思えない圧迫感があった。このままでは押し負ける。

　賀茂は素早く唱えた。

「神の御み息いきは我が御息、我が御息は神の御息なり！　御息を以もて吹けば穢けがれは在あらじ、残らじ！　阿あ那な清すが々すがし、阿那清々し！」

　三遍唱えると、パトラッシュの顔めがけて強く息を吹きつけた。息い吹ぶき法という、神しん道とう系の邪気祓ばらいだ。犬神は邪霊の一種だから、お祓い系の術には弱いはず。

　だが、パトラッシュは何事もなかったかのような顔で平然としていた。

「な……、なんで……？」

　根ね呂ろが馬ば鹿かにしたように笑う。

「ははははは。我が愛犬パトラッシュの心にあるのは、主人たる私への健けな気げなまでの忠誠心のみ。パトラッシュは純粋で心清らかな邪霊なのだ！　よって祓う事は不可能だ！」

「き、清らかな邪霊って、アリなのかそれ!?　ちょっと矛盾してるぞっ！　第一、清められたら成じよう仏ぶつしてしまうんじゃ……」

「ご主人をおいて、ワシ一人だけ成仏するわけにはいきまへんからなぁ……」

　パトラッシュは呟つぶやくと、更に力を増した。

　賀か茂もはパトラッシュに顔を向ける。

「だ、だけど、犬神の作り方って確か、犬を穴に埋めて飢えさせて、恨みが最大に募ったところで首刎はねるんだろ……？　そんなひどい事した主人に、なんでそこまで忠誠を……？」

「ワシなんか、生身でおっても餌えさ代だいがかさむばっかりで何の役にも立ちまへんしな……。若い頃ころは牛乳運びの荷車引いてましたけど、最近はリューマチがひどくて……。それに今は車とかバイクとか発達してますし、ホンマにワシ、ただのゴクツブシでしてん……。そんなワシが、死んで犬神になる事でもう一度ご主人のお役に立てるんやったら、ワシはそれで本望ですわ……」

「た、確かに純粋で健けな気げだ……。強い……！」

　霊れいとは思いの具現化した存在、精神だけの実体である。その思いが純粋であればあるほど、力も強い。主人の事だけを一いち途ずに思うパトラッシュの円つぶらな瞳ひとみは、低級霊とは思えない強さを秘めていた。

　パトラッシュの圧迫に、ついに賀茂の霊気の格こう子しが崩れ始めた。

「く、くそ……！」

「すんまへんなぁ……。そやけど殺せ言われてるんはさっきの猫ねこ娘むすめだけですから、おとなしゅう通してくれたら何もしまへんねんけど……」

「そ、そんな事言われても、通せるわけないだろ……っ！」

「……ほなしゃあない。一気に破らせてもらいます」

　パトラッシュはそう言うと、スッと身を退ひいた。

「え……？」

　賀茂は一いつ瞬しゆん戸惑ったが、パトラッシュは助走をつけるために数歩退さがっただけだった。グッと牙きばをむき出して、迷いのない真っ直ぐな瞳ひとみで賀茂を見据える。

「間ま違ちごうて死んでも、恨まんといておくれやす……！」

　その全身に、さっきまでと比べ物にならないほどの力が充満しているのが『見え』た。

　ヤバい。破られる……！

　賀茂の額ひたいを、汗がタラリと垂れた。

　この霊気の格子には賀茂の全霊力が込められている。これが破られたら、その反動で賀茂の魂も消し飛ぶかもしれない。そうなったら確実に死ぬ。

「行きまっせ！　お覚悟！」

　咆ほう哮こうするパトラッシュ。思わず賀茂は目をつぶった。

　その時、開きっぱなしのドアから突如として何者かが乱入してきた。

「そこまでだ！」

　一いつ瞬しゆん賀か茂もたち三人の動きが止まる。ドアのほうを見ると、百八十センチ以上の長身に豊かな長髪、整いすぎなくらい整った顔の男が仁に王おう立ちで室内を睨にらみつけていた。背後から廊下の窓越しに朝日が当たって、体の輪郭が光背のごとく輝かがやいた。

「『玄中記』に曰いわく、狐きつね百歳にして美少女と為なる。未来の世界の宝を亡きものにせんとする不ふ埒らちな輩やからども！　神の裁きの鉄てつ槌ついを、その頭に受けるが良い！」

　声の主は凄すさまじい霊れい力りよくを纏まとった腕でパトラッシュの首根っこを摑つかむと、根ね呂ろに向かって投げつけた。そして優しく賀茂の体を抱き上げる。

　賀茂はその顔を見て思わず目を見張った。

「……あ、アブデル……？　どうしてここに……？」

　その男は紛れもなく、前世で賀茂の守しゆ護ご霊れいだった熾し天使、アブデルだった。

「どうしてもこうしてもあるか。俺おれはお前の守護天使。ならばお前を守るために来たに決まっているだろう」

　アブデルは軽く笑った。

「遅くなってすまなかったな。だがもう心配はいらん。お前の大切な未来は、俺が命に代えても守ってみせる」

　かつて見せた事のないくらい、優しい瞳ひとみだった。
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　そして根ね呂ろとパトラッシュを見据えると、鋭するどい目線を投げつけた。

「……貴様ら。この狐きつねの未来を奪おうとする事は、この俺おれを敵に回す事だと分かっているのか？」

　パトラッシュが気遣わしげに根呂を見る。

「ご主人……、この人、タダ者やおまへんで……」

「うむ、分かっている……。この私の『眼め』でも見通せぬほどの強力な霊れい気きを纏まとっているとは……」

　根呂は軽くパトラッシュを撫なでると、努めて友好的な笑顔でアブデルに向かった。

「待っていただきたい。そちらと争うつもりはない。我々はなにも、その狐に害を及ぼすつもりはないのだ」

　手のひらを向けて軽く振る。

「私は化け猫ねこ退治専門の犬神使いで、根呂という者だ。こちらは相棒のパトラッシュ。現在我々は、さる化け猫娘を追っているところなのだが、そこの狐が妨害してくるものでね。どうしても通してくれようとしないので、やむなく諍いさかいになっていただけで……」

「猫娘か……。確かに、いたずらに期待感を煽あおるだけのアレは、撲滅すべき存在だな……」

　アブデルは少し考えてからうなずくと、賀か茂もを摑つかんで道を譲ゆずった。

「お前たちが正しい。この馬ば鹿か狐がすまぬ事をした。さっさと追って退治するが良い」

「おい、アブデル！　ちょっと……」

　抗議する賀茂を尻しり目めに、根呂とパトラッシュは窓を抜けて真ま央おの後を追っていった。

「ご協力、感かん謝しやする」

「待て、根呂……っ！」

　追いかけようともがく賀茂。だがアブデルは手を放さない。

「落ち着け、賀茂」

「なんで止めるんだ？　あいつは……」

「聞け、賀茂。『猫娘』という言葉から、お前が何を期待しているのかはよく分かる。だがな、夢と現実は必ずしも一致しないのが世の常なのだ。あきらめろ」

「何の話だっ？」

　アブデルは切ない瞳ひとみで賀茂の頭に手を置いた。

「『化け猫娘』と『猫耳娘』とは、似て非なるものだという事だ。俺おれも初めて東洋へ来た時は、猫が娘に化けると聞いて随分と心ときめかせたものよ。だが悲しいかな、化けた時に猫の耳を残すような下手へたくそに、美少女に化ける事を望むほうがそもそも間違いなのだ。『解げ悔げ偈げの鬼き太た郎ろう』という漫画に出てきた猫娘がいたろう？　実際はみんなあんなものでしかない。猫耳美少女など、現実には夢のまた夢なのだ……」

「ワケの分からない話をしてんじゃないっ！」

　賀か茂もは焦りながら怒鳴った。

「さっきのヤツが追ってる真ま央おって子は、確かに化け猫ねこだけど本当は人間なんだ。それに、時々泥棒とかするけど、殺されるほどの悪さなんて何一つやってない！　全部誤解なんだ！　早く助けにいかないと……」

「よく分からんな。たかが化け猫一匹、何故なぜそうムキになって助けようとするのだ？　そもそもお前は、そういう化け物どもを退治する側ではないか」

「だから、化け猫だけどホントは化け猫じゃなくて……！」

「黙だまってろ。お前の下手へたくそな説明を聞くより、これまでの過去を『見た』ほうが早い」

　アブデルは『眼め』を開くと、賀茂を『見』据えた。

「ぬぅ……っ！　こ、これは……！」

　途端にアブデルは雷に打たれたように愕がく然ぜんとして、思わず摑つかんでいた賀茂をポトリと取り落とした。

　そのまましばし我を忘れて佇たたずんでいたが、やがてアブデルは興こう奮ふんした面おも持もちで賀茂の肩を摑んだ。

「賀茂よ！　お前が正しい！　この子を命懸がけで守ろうとしたお前の行動、それこそまさに神の御み心こころに添うものだ！」

「え……？」

　唐突すぎる態度豹ひよう変へんに、賀茂はうろたえる。

　一方のアブデルは、感に耐えないといった様子で首を振った。

「まさかこれほどの者が現実に存在しようとは。信じられん。これで『肉球グローブ』を装着させれば、まさにメシアの再来ではないか！」

　そして賀茂を見ると、フッと感かん慨がい深げな微笑を浮かべた。

「……少し見ない間に成長したな。お前はもう、立派な『神の僕しもべ』だ」

　アブデルの口にする『神』には、常に『びしょうじょ』とふりがなが振ってある事を思い出して、賀茂は慌てて否定した。

「あ……ち、違うぞっ！　ボクが真央を守ろうとしたのはそういう理由じゃなくて……っ！」

「はっはっは。照れ屋なところは相変わらずのようだな。だが、過ぎた謙けん遜そんはかえってイヤミだぞ」

「いや、だから……！」

「下らんお喋しやべりをしてる暇があったら奴やつ等らを追うぞ、我がパートナー！　世界の至宝、神が我らに与え給たもうた最大の恵みたる猫耳美少女・真央ちゃんは、なんとしても俺おれたちの手で守るのだ！　神の御名にかけて！」

　グッと拳こぶしを固めて賀茂にナイスな笑顔を向けると、アブデルは窓から飛び出した。賀茂は慌てて後を追った。

　ちなみに付け加えると、アブデルが霊れい視しによって確認した事は、真ま央おの容姿だけだった。
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「ああ、なんていい天気。こんな日はポカポカした陽気に誘われて、化け猫ねこ娘もついフラフラと屋根の上で無防備な昼寝をかましてそうよね。まさに今日は絶好の化け猫日和びよりだわ。ね、たまちゃん。そう思わない？」

　駅から出た律りつ子こは、空を仰いで感嘆の声を漏らした。

　昨日の反省から、今日はデニムのジーパンにスニーカーという出いで立ちだ。屋根の上だろうと雲の上だろうと、どこまでも追跡する構えである。

「化け猫日和って、そんな不気味な日和作らないでくださいよぉ……」

　たまは、つのだじろうタッチの化け猫が黒雲の隙すき間まから頭を覗のぞかせているような図を想像して、一いつ瞬しゆん涙ぐんだ。

　たまも動きやすい短パンとスニーカーを履はいてきていたが、上にはフード付きのパーカーを羽は織おっていた。怖いものに出会った時は、頭からすっぽり何かを被かぶって小さくうずくまると安心出来そうな気がする、というのが選んだ理由だった。本当は防空頭ず巾きんがあると一番心強いが、持っていないので次善の案なのだ。

「それじゃたまちゃん、とりあえず昨日の場所に行ってみよっか。何か落ちてたら、それ『見』ながら追跡できるかもしれないし」

「そうですね。賀か茂もさんの尻尾しつぽの毛とか落ちてたら、手がかりになりますよね」

　はりきってうなずくたまだが、律子は全然関心なさそうに頭を搔かいた。

「いやー、賀か茂もくんは別にもういいんじゃない？　昨日、十分笑わせてもらったし」

「そ、そんな……。じゃあ律りつ子こさん、本気でもう賀茂さんの事は知らないって……？」

　律子の顔を見上げながら、あうあうと縋すがるたま。

　律子は慌ててしゃがみ込むと、目線の高さを合わせながら、たまの頭を撫なでた。

「あー、もう。冗談だってば。今日の最優先課題は賀茂くんの現在の住所の特定、そして次が賀茂くんの奪回。猫ねこ娘むすめの事はあくまでそのついで。ね？　これでいいでしょ？」

　あどけないたまに潤うるんだ瞳ひとみで見つめられると、律子ほどの剛の者でもついつい情にほだされてしまう。一般に悪あく魔まは、見つめるだけで相手を言いなりにしてしまう『邪じや眼がん』というものを持っているが、その点たまも確かに悪魔の血に連なる者だった。

　たまがホッとしたのを見て、律子も立ち上がる。

「よし。じゃ、行くわよ」

　二人並んで昨日の場所へ向かった。

「なんか、日曜日なのにこんな朝早くから結構人がいますね」

　たまがキョロキョロしながら言う。

「ああ。友だちの話によると、町内会かなんかで古新聞とか古雑誌の廃品回収やってるらしいわよ。時々掘り出し物の極レア絶版やおい本とか見つかるって」

　背中のバッグを背負い直して、律子は説明した。

　ちなみにバッグの中身は、化け猫捕ほ獲かく用に用意した手て錠じようとスタンガンを除けば空っぽである。理由はもちろん、今律子が説明したとおりだ。

「ご、ごくれあぜ……パン屋……おいぼん……？」

　どこで切れるのかさっぱり分からない調子でたまが聞き返した時、遠くで子供たちの騒さわぐ声が聞こえてきた。意味を成さない悲鳴と怒声と喚声の入り交じる中、一いつ瞬しゆん、

「化け猫ーっ！」

　という言葉が聞こえた。

　律子とたまは同時にピタリと足を止めた。律子が真剣なまなざしで振り返る。

「たまちゃん！　聞こえたわね、今の！」

　たまは顔を引きつらせた。同意すれば律子は化け猫目指して突っ走るに決まっている。でも、妖よう怪かいなんかにわざわざ自分から会いに行きたくない。

「き、聞こえましたけど、でもきっと、アレですよ、その……、ほら、小さい子が遊んでるだけで……」

　たじたじと誤ご魔ま化かし笑いを浮かべたが、律子はほとんど耳を貸さなかった。

「いや、あの声はマジよ！　私の山勘に狂いはないわ！　あっちの方角よ！」

　そう言うなり、たまの手首をガッシリ摑つかんで律子は爆ぼく走そうし始めた。か弱い乙女おとめのたまに、抗あらがう術すべはなかった。

　角を二つ曲がった時、前方からやってくる人影に出くわした。

「たまちゃん！　ほら、あの子、昨日の……」

　真ま央おだった。片足を引きずりながら、息を切らしている。

　律りつ子こが駆け寄ると、怯おびえた目を向けた。

　身をすくませる真央を見て、律子は立ち止まった。

　……怖がらせてはまずい。この距離ではまだ逃げられる。友好的な態度を示して油断させ、有効射程圏内までおびき寄せるのよ……。

　冷静沈着に判断を下すと、律子は両手を開いて武器を持っていない事を示した。そしてそのまま笑顔を浮かべて、むやみに陽気な調子で語りかけた。

「ハーイ！　また会ったわね！　こんなとこで再会するなんて、なんて奇遇なのかしら！　二人の間に不思議な運命を予感させる出会いだと思わない？」

　日本人離れしたテンションで近づく律子に、真央は怯えの色をいっそう濃こくする。

　逃げようと体の向きを変える真央を見て、律子は慌てて言った。

「ちょっと！　ストップ！　私よ私！　昨日会ったでしょ？　賀か茂もくん改め狐きつねのごんの知り合いよ！」

「……ごんの……、お友だち……？」

　足を止めて振り向くと、眼めをパチクリさせて律子を見つめる真央。

「そうそうそう。マブダチよ、マブダチ」

　言いながら、じりじりと距離を詰める。

「安心して。私はあなたの敵じゃない。友だちの友だちは友だちでしょ？」

　警けい戒かいされないよう両手を広げたまま、律子は手の届く距離まで接近する事に成功した。

　真央は惚ほうけたように律子の顔を見ていたが、やがて思い出したように、

「確か……昨日の……」

　とうなずくと、そのまま律子に倒れかかって意識を失った。

「ちょっと!?　大丈夫？」

　律子は慌てて抱きとめる。

　その隣となりで、たまが真央の頭を見て動転した。

「りっ、りりり、律子さん……っ！　ここ、この子、みっ、みみっ、みみみ耳がぁぁぁ………っ！」

　フードを頭から引っ被かぶり、背を向けてしゃがみ込む。そのまま奥歯がカタカタと細かなビートを刻んだ。

　一方、律子は真央の様子を冷静に観察した。

　頭に生えているこの猫ねこの耳。どうやら本物のようだ。噂うわさの正体は確かに人外の化け物だった。その噂の化け猫が今、自分の腕の中に……！

　心の底からゾクゾクと喜ばしき興こう奮ふんが込み上げてくる。

　だが、このボロボロの服、体中の怪け我が、そして特に右足首の傷。追われているのだろう。こんな状態で、倒れるまで必死で走っていたのだから、ただ事ではない。

　これが例の『ミケ』なら、賞金狙ねらいの霊れい媒ばい師しに襲しゆう撃げきを受けたのかもしれない。もしそうでなくとも、ともかく何らかの事件に違いなかった。

　律りつ子こは即座に決意を固めると、しゃがみ込んで震ふるえているたまを引っ張った。

「たまちゃん。これ、借りるわね」

　返事も聞かずに無理やりパーカーを脱がす。

　そして真央に羽は織おらせると、フードを被かぶせて耳を隠した。

「あ、あの律子さん……。その子、どうするつもりですか……」

「連れて帰るわ。たまちゃん家ち、空いてる部屋あったでしょ？　とりあえずそこへ」

「え……？　つ、連れて帰るんですか……っ？　ばっ、化け猫ねこさんですよ……？　呪のろわれちゃいますよ……？」

　真っ青になって涙ぐみながら抗議するたま。

　だが律子は決然と言い放った。

「化け猫だろうと何だろうと、困っている時はお互い様よ。気絶してる子を放っておくわけにはいかないわ！」

「で、でも、それだったら病院に預けるとか……」

「駄目！」

　律子は即座に否定した。

「見てみなさい、このボロボロの格好。右足はひどい怪我して血が出てるし。これはきっと、何か事件に違いないのよ」

「そ、それなら尚なお更さら、公共の機関に預けたほうが……。下手へたして巻き込まれたりしたらどうするんですか……？」

「たまちゃん、よく聞いて」

　しゃがみ込んでたまと目線の高さを合わせると、律子は諭さとすような調子で言った。

「まず第一に、これは事件に違いない。これは確実」

「……はい」

「そして、事件ならきっと何か面白い事に出くわすに違いない。これも確かだわ」

「……は、はぁ」

「そして、面白い話に最も近くで触れる事ができるのは、事件の当事者たちよね？」

「……そ、そうですね……」

「だったら！　面白い話を最も近くでゲットするには、巻き込まれて当事者になってしまうのが一番手っ取り早いのよ！　分かるわね？」

　律りつ子この思考は、いつだってとても論理的だった。

　どこかおかしいとは思いつつ、展開された論理のどこにもおかしいところを見つけられないたまには、反論は出来なかった。律子の考え方は確かに論理的だが、そもそもの目標設定が変なのだ、という事に気づくには、たまの頭は素直で単純すぎた。

「……わ……分かりました……」

　どこか釈然としないながらもたまがうなずくと、律子は背負ったバッグをたまに預けて真ま央おの体を抱え上げ、二人して駅へ引き返した。




　×町から四駅離れたところにある寂さびれた教会。たまの住んでいる所である。

　二階の空き部屋に真央を寝かせると、律子とたまは並んでその寝顔を見下ろした。

「いやー、しかし思ったよりずっと簡単に捕ほ獲かくできたわね、この化け猫ねこ娘むすめ」

　満足げに律子は微笑ほほえむ。

「これが『ミケ』なら、首ちょんぎって三千万だけど……。せっかくの珍ちん獣じゆうを金のために失うのは惜しいわね」

　耳を指先でもてあそぶ律子に、たまがおずおずと口を挟んだ。

「……で、でもあの律子さん、さっき私、この子の事『見て』みたんですけど、やっぱりこの子、化け猫さんじゃなくて人間ですよ……？」

「ウソぉ？　こんな耳付いてんのに？」

「はい。間違いないです」

「こんな耳してて、猫のように屋根の上を走って、だけど確かに人間……。どーゆー事？」

「どういう事なんでしょうねぇ……？」

　二人して首を傾かしげるが、化け猫でない事が分かってたまは内心ホッとしていた。

「あ、あの、もう少し詳しく『見て』みましょうか……？」

「いや、やめといて。またいつもみたいに余計なモノ『見て』気絶されたら、私一人で二人も面倒看みきれないし」

「それもそうですね……。じゃあ、とりあえず泥だらけの体をキレイにして、ボロボロの服を着替えさせてあげましょうか」

「えー？　目ぇ覚ますの待って自分でやらせりゃいいじゃん。メンドくさい」

「でも、疲れてるみたいですし、さっぱりしたほうが気持ちよく眠れると思うんです。あ、もちろん言い出した私がやりますから、律子さんは休んでていいですよ。ここまで運んだの、律子さんですし」

　化け猫ではないと分かって恐怖心が消えた途端、生来のお人好しな性格が顔を出す。

「そう？　分かった。じゃあ私は下でお茶でも淹いれてるわ」

　律子はそう言うと、一階へ下りていった。

　たまはお人好しだが恐ろしく不器用だ。目の前で作業するところを見ていたら、気になって休むどころではなくなる。

　律りつ子こが一階に下りると同時に、さっそくたまの悲鳴が聞こえてきた。

「あぁ～っ！　ふ、服がビリビリにぃ～……っ！」

　脱がそうとして破ってしまったらしい。やれやれとため息をつくと、律子は勝手に台所をあさって自分の分だけお茶を淹いれた。たまの分を淹れても、下りてくるまでに冷めてしまうに決まっているからだ。

　それからおよそ一時間半後、たまはようやく下りて来た。

「体を拭ふいて、服をパジャマに着替えさせて、ちゃんと傷の手当てもしてきました」

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、一仕事終えた後の充実した笑顔で報告する。

「私の替えのパジャマですから、ちょっとだけ小さいですけど」

「ご苦労さん。はい、お茶」

　律子はお茶を淹れてやると、たまに勧めた。

「あ。すいません、律子さんもお客さんなのに……。ありがとうございます」

　たまは礼を言いながらイスに座る。

　たまが湯飲みを持つ手を見て、ふと律子は尋ねた。

「あれ？　たまちゃん、その指先の真新しい包帯は何？　血が滲にじんでるけど……」

「え？　あ、こ、これはその、ガーゼを切る時に、うっかり自分の指まで一緒に切っちゃって……」

　頭を搔かきながら照れ笑いを浮かべるたま。

「怪け我がの手当てしてる人間が、手当ての最中に怪我してどーすんのよ……」

「で、でも私、あの子の傷口を広げるような失敗は一回しかしませんでしたよ」

「一回しか……。それもある意味スゴいわね……。将来は看かん護ご婦ふさんでも目指す……？」

「そ、そんな……。無理ですよ、私なんか……」

　たまは赤くなると、まんざらでもない様子で謙けん遜そんした。

　その時、玄関のチャイムが鳴った。

「あ、お客さんだ。ちょっと、出てきますね」

　たまは湯飲みを置くと、玄関に行った。

「はい？　どちら様でしょう……？」

　大きなセントバーナードを連れた中年の男が立っていた。

「失礼。私の名は根ね呂ろ。そしてこちらはパトラッシュというのだが、こちらにもしや……」

　言いかけてたまを『見た』根呂の顔色が変わった。先ほどのアブデルと比べればやや劣るものの、やはり根呂の『眼め』でも見通せないほどの強力な妖よう気きを纏まとっているのが『見え』たのだ。

　そんな根呂の様子には気づかず、たまはキョトンとして小首を傾かしげる。

「ね、ネロさんとパトラッシュですか……？　あの、うちの教会にはルーベンスの絵はありませんけど……？」

　そう言った時には、根ね呂ろとパトラッシュは数歩後ろへ下がって身構えていた。

「き、貴様、いったい何者だ……！」

「え……？」

　たまはたじろいだ。見知らぬ人が家に訪ねてきたと思ったら、いきなり「何者だ！」である。何が何やらさっぱりワケが分からない。

「な、何者って言われても……、私はずっとここで住んでて、あの……、その……」

　オロオロうろたえていると、後ろから律りつ子こがやってきた。

「どしたの、たまちゃん。何かの勧誘？」

　その言葉を聞いた途端、根呂の表情がいっそう強こわ張ばった。

「た、タマだと……？　その名前、貴様も化け猫ねこなのか……？　ま、まさか……、異い蘇そ能の家の出身……？」

「ご主人！　異蘇能家言うたら……！」

　パトラッシュが青ざめる。

「そうだ。この現代において唯一、不老不死の術を実現させたと伝えられる、恐るべき謎なぞの一族……。彼らはこの二十年間全く姿を変えておらず、その子供たちに至っては小学校の学年すら同じままだという。まさに生きた伝説だ……！」

「あきまへん、ご主人！　そないなモン相手に、何の用意もないままで……！」

「分かっている。ここは一いつ旦たん出直しだ。引き上げるぞ、パトラッシュ！」

　根呂とパトラッシュは大急ぎで帰っていった。

「何あれ……？」

　後ろ姿を見送りながら律子が聞く。

「さぁ……？　ネロとパトラッシュって言ってましたけど……？　異蘇能家……？」

　最初から最後まで、怒ど濤とうのごとく意味不明のたまだった。

　とりあえず、ドアを閉めて中に戻ろうとした時、またもやチャイムが鳴った。

玄関のドアを開けて、たまは目を見張った。

　立っていたのはアブデルと、狐きつね姿の賀か茂もだった。

「か、賀茂さん!?　それとアブデル兄にい様！　お久し振りです！」

　以前、『アブデル義兄にい様』と呼ぶように言われたのを、たまは馬ば鹿かみたいに覚えていた。

　アブデルはしゃがみ込んで、満足そうにたまの頭を撫なでる。

「偉いぞ。よく俺おれの呼び方を覚えていた。久し振りだな」

　そこで表情が少し厳きびしくなる。

「だがたまちゃんよ。『義』を付けるのを忘れてはいかんと言っただろうが」

「あっ！　す、すみません。その、口で言ったらどっちも一緒なもんで、ついうっかり……」

「うっかりではすまん。『義』が付くか付かぬかは、規制に引っかかるか否かを分ける天下分け目の天てん王のう山ざんなのだぞ。今後、くれぐれも注意するように」

「わ、分かりました。気をつけます！」

「……たまちゃん。こいつの言う事、真ま面じ目めに聞かなくていいから……」

　真剣な顔でうなずくたまを見て、賀か茂もはうんざりしながら口を挟んだ。

「それよりさっき、根ね呂ろって男と犬が訪ねてこなかった？」

「え？　あ、はい。ついさっき、ルーベンスの絵を見に……」

「ルーベンスの絵……？」

　玄関で賀茂たちがかみ合わないやり取りをしている時、奥の部屋では律りつ子こがいそいそと自分のバッグを引っ搔かき回していた。

「こんなところであぶでる様に再会できるなんて、これぞまさに運命の絆きずなってヤツかしら！　今度こそ逃がさないようにしなくっちゃ！　スタンガン、スタンガンは……っと」

　力ずくでも手ごめにする自信はあるが、下手へたしてせっかくの美び貌ぼうに傷でもつけたら一大事だ。どんなに舞い上がっていても、常に冷静さを失わない律子だった。
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　再会の挨あい拶さつの後、すなわち、律りつ子こがスタンガンを用意しているのをアブデルに見抜かれてファンクラブから永久追放を食らった後、賀か茂もは二階で寝ている真ま央おの様子を見にいった。

　真央は、体を綺き麗れいに拭ふいてもらった上に、パジャマに着替えさせられて、気持ちよさそうに眠りこけていた。

「……吞のん気きにいびきなんかかいて、こいつは……」

　予想外に平和な寝顔に少々脱力しながらも、無事を確認出来てホッとした。

「でも、なんでこいつがたまちゃんの家に……？」

「えっと、それは……」

　たまは説明しようとして、律子を見た。

「……どうしてでしたっけ？」

「あちこち怪け我がしてるし、見るからに事件って感じだったから、見捨てておけなかったのよ」

　律子の説明に、噓うそは一言も含まれていなかった。

「そうか。……ありがとう」

　律子の言葉の真の意味を見抜けなかった賀茂は、不覚にも素直にお礼を述べてしまった。

「それより賀茂くんさ、この子ってやっぱ鍋なべ島しま家の元飼い猫ねこ『ミケ』なの？　懸けん賞しよう金三千万円の」

「な、なんで君がそんな話を知ってる……？」

「だって、これに書いてあるもん。ほら」

　律りつ子こは例の『全国霊れい能のう力りよく者通信・今月の懸けん賞しよう金妖よう怪かい一いち覧らん』のコピーを渡した。

「な……？　なんで一般人のくせにこんなマイナーな業界誌を？　第一これ、霊視出来ない人には読めないようになってたはずだぞ……？」

「まー、私も色々と知り合いのつてがあってね」

　賀か茂もの驚おどろきとは裏腹に、恐ろしいほどの軽さで律子は流した。

「まぁいいか……。とにかく、説明するよ」

　一階の客間に戻ると賀茂は、たまと律子とアブデルに、これまでの経けい緯いを話した。

　二階で寝ている猫ねこ娘むすめの名前はミケではなくて鍋なべ島しま真ま央おという事。

　賀茂は、行き倒れかけていたところを真央に拾われた事。

　真央はもともと普通の人間で、病気で死ぬところだったが、飼い猫ミケが魂を入れ替えてくれて生き延びた事。

　真央は猫の姿でしばらく暮らしていたが、再び元の人間の姿に戻った事。

　不完全ながら人間の姿に戻ったのに、両親には受け入れてもらえず孤独な暮らしを続けていた事。そればかりか、誤解されて三千万円の懸賞金を懸かけられてしまった事。

　真央が根ね呂ろに追われる羽目になったのは、狐きつねの賀茂が人間に化けられるように自分の頭ず蓋がい骨こつを掘り出しに行ったのが原因である事など。

「じゃ、じゃあさっきの根呂さんとパトラッシュは、真央ちゃんを殺すつもりでここに来たんですか……？」

　たまが青い顔で聞く。

「うん。間違いなく」

　賀茂がうなずくと、律子が怒りを込めて拳こぶしを握り締しめた。

「金のために、この世に一匹しかいない珍ちん獣じゆうを葬り去ろうなんて、ひどい話ね！　そんな事して、せっかくの噂うわさのネタが一つ失われたらどう責任とるつもりよ！」

「その言い方も、大たい概がいひどいと思うけど……」

　賀茂の呟つぶやきに、アブデルが大きくうなずく。

「全くだ。世にも貴重な猫耳美少女を、ただの噂のネタとしか見ておらんとは……」

「いや、アンタも人の事言えないだろ……」

　緊きん張ちよう感のない奴やつ等らに囲まれて、賀茂はうんざりしながら頭を振った。

「で、でも、きっと根呂さんとパトラッシュ、また来ますよね……？　どうしたら……」

　唯一たまだけは、不安そうな顔でまともな事を聞いてくれた。

　賀茂はホッとしながら、たまに顔を向ける。

「まずアブデルの力でパトラッシュの動きを封じて、それから真央がミケじゃないって事を根呂にちゃんと分からせる。誤解さえ解けば、敵対する理由はないから」

　律りつ子こが口を挟む。

「でもさ、話しても信じるかなー？　真ま央おちゃんがお墓掘り返すとこ、自分の目で目もく撃げきしちゃってるんでしょ？」

「口で言って通じなかったら、はっきり根ね呂ろの『眼め』に『見せ』てやるよ。根呂の霊れい視し能力は『今、ここ』だけに局限されてるけど、過去を『見る』能力を失ったわけじゃない。制限を取り払えばちゃんと『見え』るはずだ。ボクの力じゃ無理でも、アブデルの力を借りればそれくらい簡単だろ？　強すぎてちょっと危険だけどさ」

　アブデルのほうを振り返る。

「うむ。それが一番手っ取り早そうだな。中年男の一人や二人、下手へたして廃人にしたところで何ら問題はないしな」

　アブデルはうなずいてから、ハッとした。

「いや、だが待て。うっかり忘れていたが、俺おれはお前が人間の姿に戻ってくれん限り、お前に力を貸すわけにはいかん」

「な、なんで……？」

「まあ、俺たちにも色々とお家の事情ってモノがあってな。動物の守しゆ護ご天使になるのはちょっとマズいのだ」

　アブデルは肩を竦すくめた。賀茂は困惑顔だ。

「で、でも、そんな事言われても……。人間に戻れるんなら、とっくに戻ってる」

「何故なぜ戻れん？」

　賀茂はうつむいた。

「さっきも言ったけど、狐きつねは化ける時にしゃれこうべがないと駄目なんだ。だから……」

「しゃれこうべくらい、ちゃんとここに用意してある」

　アブデルはそう言うなり、どこに持っていたのか、少し古びた様子の頭ず蓋がい骨こつをドンとテーブルに置いた。

「あ、アブデル、アンタいったいこれ、どこから……？」

　啞あ然ぜんとする賀茂に、アブデルは涼しい顔で答えた。

「なに、博物館にでも行けば古代人の骨などいくらでも展示してあるではないか」

「ってコトはこれ、盗品かっ！　アンタ、天使のくせに泥棒を……」

「人聞きの悪い事を言うなっ！　死者の遺い骨こつがあのような所で無残な晒さらし者にされているのを、黙だまって見過ごせるはずがないではないか！　俺は神に仕える者として、この哀れな頭蓋骨を救出してやったにすぎん！」

　だったら、救出したはずの頭蓋骨を狐の呪じゆ術じゆつなんかに使わせていいのか？

　賀茂はそうツッコみかけて、慌ててやめた。下手な事を言って、せっかくのしゃれこうべを取り上げられたらかなわない。盗品である事を考えれば少し気が引けるが、墓を暴あばくのに比べれば遥はるかに抵抗は少ない。

　とにかくこれで、後は体重分の油揚げを集めるだけだ。

　律りつ子こを真ま央おの護ご衛えい役に残し、賀か茂もとアブデルとたまは近所のスーパーへと出かけて行った。




「スーパーに行く前に、ちょっとお金下ろしてきますね」

　駅前に来ると、たまはそう言って銀行へ向かった。

「今日はいくらになってるかな……」

　そう呟つぶやいて、行内へ入る。

　外で待ちながら、ふと賀茂の脳裏を疑問がかすめた。

「……そういやたまちゃんって、身寄りもなくてバイトもしてないのに、生活費どうしてるんだろ……？」

「うむ、言われてみれば謎なぞだな……。さっきの言葉から察するに、株でもやっているのではないか……？」

「あのたまちゃんが……？」

「確かに全然似合わんが、霊れい視し能力で確実に上がる株を見つければ、これ以上に手っ取り早い稼かせぎもあるまい」

「そりゃまぁそうだけど……」

　アブデルと二人で首を傾かしげているところへ、たまが戻ってくる。

「お待たせしました。とりあえず、十万円ほど下ろしてきました」

　結構な金額をあっさりと口にしながら、通帳に挟んだお札をアブデルに手渡す。その時、預金残高の欄らんに記された数字が、ちらりと見えた。賀茂は思わず目を剝むいた。

「ちょ、ちょっとたまちゃん？　その預金額……」

「はい？」

「それ、いったい……？」

　たまの通帳には、一個人の普通預金ではまずありえない額が記載されていた。

「あ、これですか？　そうなんですよ。このところ、どうしてかずーっと変化なしなんです」

「は……？　へ、変化なし……？」

「ほら、あの、どういうシステムかよく知らないんですけど、銀行の預金ってしょっちゅう金額が変わるじゃないですか。多分『かわせへんどう』とか『えんのねうごき』とかの関係だと思うんですけど……。なのにここ二ヶ月ほど、全然変わってないんですよ。今度はいくらになってるかなって、引き出すたびにいつもドキドキしてたんですけど」

「預金の残高がしょっちゅう変わる……？」

　何の事だか分からない賀茂に、たまは通帳を見せた。

「はい。こんなふうに……」

　預金残高に記載された数字は、たまの言うとおり恐ろしくランダムだった。全然引き出していないにもかかわらずわずか数百円まで落ち込んでいるかと思えば、次の時には一切振り込みをされていないのに何故なぜか一千万円を超えている、という具合である。

「……いったいこれは？」

　訳が分からず首を傾かしげる賀か茂も。アブデルがそっと耳打ちした。

「どうやら、たまちゃんの漏らした妖よう気きの影えい響きようで、現金自動預け払い機がバグっていたようだな。残高の変動がなくなった時期と妖気を制御できるようになった時期が重なるのが、何よりの証拠だ」

「そ、そういう事か……。しかし、莫ばく大だいな残高がある時にタイミングよく妖気漏れが収まったってのは、ツイてるっていうかなんていうか……」

「これぞまさに天の配剤と言うべきだな。主しゆは常に美少女たちを見守っておられるという事だ」

「それにしてもこの金額……。小さい国の国家予算なら余裕で凌しのぐぞ……」

「近年のアジア通貨危機の真の引き金は、案外ここにあるかもしれんな……」

「それ以前に、銀行側は変だと思わないのか……」

　さすがは国際ランクＳ級の悪あく魔まである。弁当泥棒をしてその日の糊こ口こうを凌いでいる化け猫ねことは、やっている事のスケールが全然違った。

「……もしかして、突然変化がなくなったのって『きんゆうさいへん』とか『ぜろきんりせいさく』とかの影えい響きようなんでしょうか……？」

　自分のした事が何も分かっていないたまは、自分では何も分からない言葉を呟つぶやきながら無邪気に首を傾げていた。




　その頃ころの律りつ子こである。

　律子はベッドの傍らのイスに腰かけて、真ま央おの寝顔を覗のぞき込んでいた。

　真央はよく眠っている。当分、目を覚ましそうにない。観察するなら今が絶好のチャンスである。

　久し振りに再会したアブデルにくっついていかず、自ら真央の見張りを買って出たのは、それが理由だった。

「……賀茂くんが根ね呂ろを説得できなかったら、殺されちゃうかもしれないしね。後で後悔しないためにも、見れる時にちゃんと見ておかないと」

　常に、今この瞬しゆん間かんを大切に生きる律子だった。

　まず、耳を触る。すでに観察したとおり、毛が生えて猫ねこの耳そのものだ。眠っていても、外界の音に反応してピクピクと動いている。

　次に手を見た。

「……肉球はないのね。ちょっと荒れてるけど、普通の手のひらだわ」

　ちょっとがっかりする。だが、何の気なしに指の腹を押すと、ニュッと鉤かぎ爪づめが飛び出した。

　これは面白い……！

　調子に乗って、全部の指をいちいち押して回る。

「……う……ん……」

　真ま央おがちょっとうなされたようにうめいたが、そんな些さ細さいな事を気にする律りつ子こではない。左右の指合わせて十本とも全部、きちんと鉤爪は備わっていた。

　布ふ団とんを剝はがして足を見てみた。だが、足の指を押しても別に爪は出てこなかった。普通の人の足と変わらない。だが、考えたら普通の猫ねこでも鉤爪が飛び出すのは前足だけだ。爪など出なくて当たり前なのかもしれない。

「……それにしても、この包帯の巻き方はちょっとマズいわよね……」

　壊え死しせよと言わんばかりにキツく縛しばられた包帯を見て、律子はやれやれと首を振った。

　仕方がないので、いったん解いて巻き直してやる。端は縛るよりもテープで止めたほうが楽そうだ。ハサミで紙テープを十センチほどの長さに切ると、包帯の端を止めた。

　それがすむと、今度はパジャマを脱がして体を見てみる。毛も何も生えておらず、普通の人間と同じだ。これといって面白い所はない。

　がっかりしながらパジャマを元どおり着せてやる。その時、ふとズボンの後ろが奇妙に盛り上がっているのに気づいた。
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　ゴロンとうつぶせにして、ズボンとパンツを一緒にずらす。すると、びてい骨から生えた尻尾しつぽがニョロリと出てきた。しかもただの尻尾ではない。先が二ふた股またに分かれていた。

「……二股に割れた尻尾なんて……。骨はどーなってんのかしら？」

　思わずグッと摑つかんで引っ張った。

「ふぎゃあぁっっ！」

　突然握力八十キロ超の律りつ子こに尻尾を握り締しめられて、真ま央おは深い眠りの底から呼び覚まされた。

　何が起こったのかとわたわたしながら見回すと、全然知らない部屋でほとんど見ず知らずの女の子が、自分の下半身を素っ裸にしている。

「なっ、何っ？　何してるのっ！　放してっ！」

　動転して、真央は無我夢中で手元の枕まくらを投げつけた。

　見ず知らずの女の子すなわち律子は、尻尾から手を放すと無駄のない動きでかわした。そのスキに逃げようとした真央は、ずらされたズボンとパンツに足を取られてベッドから転がり落ちた。

「わあああっ！」

　顔面から床に向かって真っ逆さまに墜つい落らくしようとした真央を、律子は尻尾を摑んで紙一重で引き上げた。そのまま何事もなかったかのように、にこやかに挨あい拶さつを交わす。

「起きたのね。おはよう、真央ちゃん。お目覚めの気分はいかが？」

「な、なんで私の名前知ってるのっ？　だっ、第一っ、初対面なのに、馴なれ々なれしく『ちゃん』付けで呼ばないでよねっ！」

　ベッドの上に戻された真央は、真っ赤になりながらパンツとズボンをはき直す。

　それから、改めてキョロキョロ辺りを見回してうろたえた。突然見知らぬ場所に連れてこられて怯おびえているのだ。目にジワッと涙が浮かんだ。

「こっ、ここどこっ？　あなたいったい誰だれなのっ？」

　律子は落ち着かせるように穏おだやかに話しかけた。

「ここは賀か茂もくんすなわちごんとイイ仲の、たまちゃんって子のお家うち。そして私は賀茂くんの友人で佐さ々さ木き律子よ。律ちゃんでいいわ。よろしくね、真央」

「なっ、なんでいきなり呼び捨てなのっ？」

「だって『ちゃん』付けで呼ぶなってさっき……」

「そっ、それはっ、初対面のくせに馴々しくしないでって意味でしょっ！」

「初対面じゃないわよ。昨日も会ってるし」

「ま、まだ二度目じゃないっ！　ほとんど初対面と一緒だよっ」

「甘いわね。昨日、今朝けさ、そして今と、正確にはこれで三度目よ。そして初対面と三度目の対面じゃ、出会った回数の差は実に三倍よ？」

「そ……っ、それは……そうだけど……っ」

　真ま央おは返事に詰まって悔しそうに真っ赤になった。

　それからハッと思い出して尋ねる。

「そっ、そうだっ。そんな事よりごんはっ？　律りつちゃん、ごんのお友だちって、ごんはどうしたの？　無事なのっ？」

　律子の事を馴なれ々なれしいと言っておきながら、『律ちゃん』でいいと言われてすぐにそう呼ぶ真央も大たい概がい馴々しかった。だが、匂においから察するにこの家は律子のナワバリではない。なら、別に遠えん慮りよする必要はない、というのが、真央の本能が下した判断だった。

「無事よ、一応。今ちょっと油揚げの買い出しに行ってるとこだけど」

「あ、油揚げ……？」

「うん。真央ちゃんを根ね呂ろの手から守るために必要なんだって。よく分かんないけど」

　真央の顔色が変わった。

「根呂って……。ここまで追ってきたの……？」

「追って来たわ。一度たまちゃんが追っ払ったけど、態勢整えてからまた来るって言ってた。次はもう、命懸がけの衝しよう突とつは避さけられないかもね」

　嬉うれしそうな律子とは対照的に、真央はうつむいて暗い顔で尋ねた。

「……もしかして私、律ちゃんたちの事巻き込んじゃった……？」

「そりゃもう。巻き込みまくって、今じゃ私ら、カンッペキに当事者よ」

　ニッと笑ってグッと親指を立てて見せると、律子は立ち上がった。

「それより私、ちょっとトイレ行ってくるけど、真央ちゃんアンタ、足怪け我がしてんだからあんまり動き回っちゃ駄目よ。安静にね」

「………」

　真央は答えずに、包帯を巻かれた足を見た。そして、昨晩からの事を思い返して表情が曇くもった。そのまま足から目を逸そらすと、テープや包帯の載ったテーブルの上を見つめた。

　律子はドアをくぐりかけて一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。どこか思い詰めたような真央の目が、ちょっと気になった。

　だが、差し迫った膀ぼう胱こう事情のほうが、もっと気になった。何はともあれ、まずは心身共にすっきりしてくる事が先決だ。律子はそう思い直すと、部屋を出てトイレに向かった。

　用を足したついでに、ちょっと思いついて外へ花を摘みに行った。あの部屋は、もともと空き部屋だけあって、さすがにちょっと殺風景だ。真央が喜びそうなものを選び、台所で空き瓶びんに生けてから二階へ戻る。

「戻ったわよ。入るわね」

　声をかけながらドアを開けると、真央は頭を抱えるような格好でハッとして律子を見た。

　真ま央おの手には、ハサミが握られていた。その刃が、耳に当てられていた。刃の触れた部分に、微かすかに血が滲にじんでいる。

　律りつ子こは慌てた。さっき、やけに思い詰めた目で包帯やテープを見ていると思ったが、あれはハサミを見ていたのだ。

「何やってんの真央ちゃんっ！」

　あの猫ねこの耳は、一番目につく真央のトレードマークだ。それがなくなったら、せっかくの珍ちん獣じゆうが台なしだ！

　花を生けた瓶びんを放り出し、一いつ瞬しゆんにして真央の所まで踏み込む。そして右手をねじ上げて耳から離すと、ハサミをもぎ取った。

「全くもうっ！　何考えてんのよアンタは！」

　珍しく息を乱しながら、律子はドッカリとイスに腰を下ろす。

「自分で自分の耳を切り取ろうなんて、ゴッホじゃあるまいし……！」

「だって……っ！」

　真央はうつむいた。

「だって私、この耳見られたせいで……っ、こんな耳があるせいで私……！」

　真央はシーツを握り締しめ、悔しそうに肩を震ふるわせた。

「……この耳見られたせいで私、家から追い払われて、お母さんはこの耳見たせいで死んじゃって、こんな耳してるせいで根ね呂ろに化け猫って決めつけられて命狙ねらわれて……、今朝けさなんか逃げてくる途中で、知らない子供たちにまで化け猫ねこ呼ばわりされて、石投げられて追い回されて……っ」

　そう言うなり、激しくしゃくり上げ始める。

　律子は、今朝の×町での子供の叫び声を思い出した。あれは真央に怯おびえていたというより、手負いの真央を追い立てていたらしい。

　真央は、やがて弱々しい声になって涙を拭ぬぐった。

「私、何にもしてないよ……？　誰だれも取り殺したり食い殺したりなんかしてない……。なのになんで……、なんで耳が猫のままってだけでこんな目に遭うの？　なんで耳見られただけで悪者扱いされるの？　なんで猫の耳ってだけで『死ね』とか言われなくちゃなんないの……？」

　真央は膝ひざに顔をうずめて頭を抱えると、爪つめを食い込ませるようにギュッと耳を摑つかんだ。

「もうやだよ……。死にたいよ……。私もう、こんな体で生きるの疲れたよ……」

　人の姿になって以来一ヶ月間の思いを一気に吐き出すように、真央はそのまま泣き崩れた。

　その時、それまでじっと聞いていた律子の平手が、真央の頰ほおを打った。

「馬ば鹿かっ！」

　突然ぶたれて、呆ぼう然ぜんと律子を見る真央。

　律子は真央を見据えて、厳きびしい口調で言った。

「真ま央おちゃん。大体の事情は賀か茂もくんから聞いたわ。色々大変だったと思うし、その苦労が私に分かるなんておこがましい事は言わない。でもね……」

　律りつ子こは真央の肩をグッと摑つかんだ。

「真央ちゃんのこの体は、病気で死にかけてた真央ちゃんのためにミケがくれた物なのよ!?　自分の命を犠ぎ牲せいにしてまでくれた物なのよ!?　それなのに、真央ちゃんにそんな事言われちゃったら、ミケは何のために身代わりになってくれたのよ!?」

　律子の目は真剣だった。かつてないほど真剣だった。

　真央が今の自分の姿を肯定し、受け入れられるようにしてやらねば。その思いで律子は必死だった。

　そうでないと、このまま耳を切られてしまったら、せっかくの珍ちん獣じゆうが台なしになってしまう。それだけは、どんな事があっても避さけなければならない。

　真央が猫ねこの耳のままで生きていくためだったら、どんな協力だって惜しまない。律子は心の底からそう思っていた。動機はともあれ、その熱意は本物だった。

「真央ちゃんのこの耳は、病気で死ぬところだったあなたの身代わりになってくれたミケの名残なごりなのよ。真央ちゃんには、命を捨ててまで助けてくれる友人がいたっていう、その大切な証あかしなのよ」

　律子は真剣な表情で、真央を見据えた。

「その大切なミケとの友情の証を切り落とそうなんて、そんなの絶対に駄目。その耳はもっと堂々と誇りなさい！」

「……律ちゃん……」

　真央は無言で、惚ほうけたように律子の顔を見ていた。

　これまで真央にとって苦しみの象徴でしかなかった猫の耳。親に追い払われ、以前の暮らしからも追い払われた事のシンボルだった猫の耳。だがこれは、仲良しだった飼い猫ミケとの大事な友情の絆きずなの証拠だった。耳だけじゃない。この体そのものが、病気の真央の身代わりにミケがくれた、大事な体だった。そう気づいた。自分で傷つけたり粗末に扱ったりしていい体じゃない。そう気づいた。

「……そうだよ……。私、あの時、どんな形でもいいから生きたいって……。だからミケ……命捨ててまで身代わりになってくれたのに……、なのに私……」

　真央は呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、震ふるえる手で再びそっと耳に触れた。

　軽はずみに、死にたいなんて言っちゃいけない。辛つらくても、苦しくても、寂しくても、この体を大切にして生きていかなくちゃ……。そう思った。

　この耳はミケとの友情の証として誇るべきだと言ってくれた律子の言葉が、何度も心で繰くり返された。今の姿になって以来、初めて自分の存在を肯定してもらえた気がした。初めて、自分の存在を肯定できそうな気がした。律子の真剣さの本当の理由には、真央は最後まで気づかなかった。

　律りつ子こは、耳を摑つかんでいた真ま央おの手を優しく取ると、膝ひざの上に下ろした。

「確かに、この耳で生きていくのは大変かもしれないわ。でも、真央ちゃんは一人じゃない。この耳がある限り、いつもミケが一緒にいるのよ。それに私たちだって。それを忘れないで」

　耳がなくても味方でいてくれるはずの賀か茂もやたままで勝手に仲間に含めて、律子は優しく微笑ほほえんだ。

「……うん……」

　真央は、少し恥ずかしそうに小さくうなずいた。

　律子は真央の耳の裏を軽く搔かいてやると、部屋の入り口へ引き返して床から瓶びんを拾った。

「実はさっき、トイレのついでに真央ちゃんのためにお花摘んできてあげたのよ。その足じゃあんまり動けないし、この部屋ちょっと殺風景だからね」

「律ちゃん……」

　なにげない気遣いに、真央の胸がジンと熱くなる。

「はいこれ。真央ちゃん、好きでしょ？」

　律子はにこやかに笑いながら差し出す。

「ありがと……」

　真央は満面に笑みを浮かべて受け取ろうとして、ピタリと硬直した。

「……律ちゃん、何これ……」

　さっきまでの涙目が、一転してジト目に変わる。

「何これって、知らないの？　『狗尾草』と書いてエノコログサよ。イネ科の一年草。路傍に自生し、犬の尾に似た穂ほをつけるのが名称の由来。別名をネコジャラシ。真央ちゃん、好きでしょ？」

　律子はそう言うと、真央の目の前でネコジャラシをフリフリと振ってみせた。

　真央は思わず叫ぶ。

「律ちゃん、もしかして私の事馬ば鹿かにしてるのっ？」

「馬鹿にしてるのって、嬉うれしそうにじゃれながら何言ってんのよ」

「ちっ、違うよこれはっ！　目の前で振られたら目障りだから、払いのけようとしてるだけだよっ！」

「あ、そうなの？　だったらこのくらい離れて振ったら別に平気かなー？　ほれほれ」

「やっ、やっぱりその態度、私の事馬鹿にしてるでしょっ！」

　真っ赤になって悔しがりながらも本能には抗あらがえず、動く物を見るとつい手を伸ばしてしまう真央だった。
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　しばらくして、賀か茂もたちが近所のスーパーや豆腐屋から油揚げを買い占めて戻ってきた。

　律りつ子こは真ま央おを抱えて一階の客間に下りる。

「お帰りー。割と早かったわね」

　律子の後ろで、真央が怯おびえたようにたまを見た。

　その視線に気づいて、たまは人懐なつっこく笑いかける。化け猫ねこだったら怖がるが、人間相手にはまるっきり無防備だ。

「あ、目が覚めたんですね。よろしく。桂かつらたまです」

　握手を求めて手を差し出したが、真央は縮ちぢこまって律子の後ろに隠れた。

「あ、あの……、鍋なべ島しま真央です……。お世話になります……」

　うつむき加減にボソボソと呟つぶやく。

　その様子に、律子が首を傾かしげる。

「真央ちゃん、どうしたの？　なんかさっきと様子が違うけど……」

「え……？　そ、そうですか……」

　おどおどとうつむく真央。

　たまが賀茂のほうを振り返って囁ささやく。

「なんか、賀茂さんがおっしゃってたのと違って、随分おとなしい感じの子ですね……」

「いや、今は多分、猫を被かぶってるだけじゃないかな……。慣れない所に来て『借りてきた猫』状態なんだと思う。たまちゃんは一応ここの家の主あるじだしね……」

「はぁ……。ホントに猫ねこさんなんですねぇ……」

　たまは、真ま央おの耳を見つめながら感心してうなずいた。

　後ろからアブデルが口を出した。

「賀か茂もよ。真央ちゃんの猫耳を眺めるのは後回しにして、さっさと人間に変化する準備をするのだ。変化完了までに、十二時間もかかるのだろう？　根ね呂ろが来るのも、今『見た』ところ、およそ十二時間後だ。早くせんと間に合わんぞ」

　六十キロ弱の油揚げを詰めた袋を片手で担ぎながら急せかす。

「わ、分かった。たまちゃん、どこか邪じや魔まの入らない静かな場所ってない？」

「あ、はい。えっと、屋根裏の物置に使ってるとこなんか、割と静かだと……」

「屋根裏だね。分かった。アブデル、行くぞ。上だ」

　賀茂とアブデルが屋根裏に向かって姿を消すと、律りつ子こは時計を見て呟つぶやいた。

「十二時間後か……。今からだと夜中になるわね……」

　ちょっと考えてから、たまを見る。

「たまちゃん。私、ちょっくら家に帰って、明日の学校の準備とか持ってくるわ。遅くなりそうだから泊まりの用意もね」

「え？　あ、そうですね。それで、あの、お昼はどうしましょう？」

「あ、家で食ってくる。どうせだから晩御飯と風呂もすませて、夜にまた戻ってくるわ。適当に時間見計らって。じゃね」

　律子も去って、たまと真央は客間に二人きりになる。

「さて、えっと真央ちゃんはお昼は何が食べたいですか？」

　久し振りにお客様をおもてなしできると張り切るたま。

「……いえ、あの……、お構いなく……」

　真央はソファに座って小さくうつむく。

「お構いなくって……、お腹なか減ってないんですか？」

「……はい……」

「そうですか……。じゃあ、お腹が減ったら、遠えん慮りよせず何でも言ってくださいね」

　お客様を置いといて自分一人だけ食べるわけにもいかず、たまは真央の隣となりに腰かけた。

　真央は、他所よそのナワバリ内でナワバリの主に食事を要求する事などとても出来ず、ただひたすら小さくなっていた。

　そして二人はこの日、昼も夜も断食して過ごした。




　さて、夜中のたまの教会である。

「十一時半……。そろそろですね、賀茂さん……」

　眠い目をこすりながら時計を見て、たまが呟つぶやく。

「根ね呂ろが来るのもそろそろなのよね？　どっちが先か賭かけない？　私、根呂に五百円」

　持ってきたパジャマに着替えた律りつ子こが、相変わらず緊きん張ちよう感ゼロの顔で提案する。

「律ちゃん、実は私の命なんて守ってくれる気全然ないでしょ？」

　真ま央おが白い目で律子を見た。

「そんな事ないわよー。じゃ、今から一緒に根呂が来た時の対策でも練ろっか？」

「……もしかして今の、シャレですか……？　『根呂』と『練ろ』って……」

　たまの問いに、律子はカッと目を血走らせる。

「馬ば鹿かにしないでっ！　そんな下らないダジャレを口にするほど、落ちぶれちゃいないわよ！」

「すっ、すみません……。シャレだと思った私のセンスが悪かったです……」

　萎い縮しゆくするたま。

　それを隣となりで見ていた真央は、ナワバリの主に対する緊張がホッとほぐれた。たまより律子のほうが順位が上なら、すでに律子と仲良くなっている自分はたまとは対等以上だ。

　律子が仕切り直す。

「じゃ、真央ちゃんから聞くわ。真央ちゃんは根呂が来たらどうする？」

「一発ぶん殴るっ！」

　真央は即答した。

「どーやって？　真央ちゃんアンタ、二度も敗走して、しかもその足の怪け我がでしょ？　何か考えあるの？」

「ごんが根呂をやっつけた後でぶん殴るっ！」

「……いや、だから、今は賀か茂もくんより先に根呂が来たらどうするかって話なんだけど」

「それでも殴るのっ！　勝手に悪者扱いされてこんな怪我させられて、あいつ一発ぶん殴らないと気がすまないよっ！」

「……ありがとう。よーく分かったわ。アンタは計画的行動は不可能なわけね。戦力外、っと……」

　律子はポリポリと頭を搔かくと、気持ちを入れ替えてたまに聞いた。

「たまちゃんは何か考えはある？　根呂が来たらこうしよう、っていう……」

「あ、はい！　えっと、まずきちんと根呂さんと話し合って仲直りして、それからパトラッシュをなでなでさせてもらいたいです！」

　目を輝かがやかせながらハキハキ答えるたま。

「……あー、そう。素敵な計画ねー。……人が珍しく真剣な態度取ってやってんのに、こいつら……」

　律子はため息をつくと、こめかみを押さえた。

「だったら律りつちゃんは何か考えあるの？」

　真ま央おが聞く。

「当然でしょ。昼間家に帰った時に、ちゃーんと準備はしてきたわよ」

　得意げに笑うと、律子は鞄かばんから黒くて四角い物体を取り出した。

「何それ……？」

「何ですか……？」

　真央とたまが同時に尋ねる。

「カメラよ。見てのとおり」

「カメラって……。そんなの、何に使うんですか？」

　たまが至極当然の疑問を口にする。

「カメラは写真撮るために使うに決まってるじゃない」

「写真なんか撮ってどうするの？」

　今度は真央が聞く。

「アンタたち、相当に頭の回転トロいわよ。いい？　根ね呂ろは霊れい能のう力りよく者。だったらそいつが繰くり出す攻こう撃げきは心霊現象に決まってるでしょ？　って事は、今こ宵よいは心霊写真、撮り放題！　抜かりはないわよ！」

　鞄いっぱいの詰め替え用フィルムを天高く掲げる律子。きちんと事前準備をしてきている分、他ほかの二人よりも更に馬ば鹿かだった。

　その時、玄関先で物音がした。

　続いてバタンとドアの開く音。ビュウウウ……ッと吹き込む風の音に乗って、コツコツと靴くつ音が近づいてくる。

　真央の耳が靴音に集中した。

「……き、来た……！　律ちゃん……、根呂、来ちゃったよ……」

　ぶん殴るなどと勇ましい事を言っていた真央だが、いざとなると途端に真っ青になって律子にすがりつく。

「落ち着いて。こういう時は取り乱したら負けよ。まずは、冷静に事態を把握するのよ」

「れ、冷静に事態って……」

「いい？　まず、根呂はもうそこまで来てる」

「うん……」

「けど、こっちの頼みの綱の賀か茂もくんはまだ下りてくる気配がない。って事は……」

「って事は……？」

　見上げる真央の顔に向かって、律子は会心の笑みを浮かべた。

「賭かけは私の勝ちって事よ！　後で五百円徴収するからね」

「りっ、律ちゃんのド阿あ呆ほぉ～っ！」

　泣き叫ぶ真ま央おの傍らで、たまが不思議そうに玄関のほうを見つめた。

「だけど根ね呂ろさん、どうやって玄関開けたんでしょう……？」

　たまの疑問に、律りつ子こがあっさり答えた。

「あー、さっき私が鍵かぎ開けといたから。そろそろ時間だと思って」

「な……っ？　なんで律子さん、わざわざそんな事を……っ？」

「だってさー。玄関のチャイム鳴らして『夜分遅くすいません』なんて、襲しゆう撃げき者としてはちょっとマヌケでしょ？　かといってドアを破られたら、後で修理が大変だし。だったら開けとくのが一番かなー、って……」

　その時、客間のドアがバンッと開かれた。

「約束どおりまた来たぞ！　ミケ！　よくぞ逃げずにここで待っていた！　今度こそ引いん導どうを渡してくれる！」

　根呂が勢いよく踏み込んでくる。セントバーナードの犬神パトラッシュももちろん一緒だ。

「出たあぁっ！」

　真央はソファのクッションを摑つかむと、怪け我がをしていない左足一本で戸棚の上に飛び上がった。そのままクッションを頭から被かぶって丸くなる。

　それを追おうとする根呂たちの前に、たまが立ちはだかった。

「ま、待ってください！　け、喧けん嘩かする前に、ちゃんと話し合って仲直りする方法を……」

　真央は行き倒れていた賀か茂もを助けてくれた恩人だ。賀茂とアブデルが戻って来るまでは、自分が真央を守ってみせる。そう心に決めていた。

「く……っ！　異い蘇そ能の家のタマ！　やはり我らの邪じや魔まをするか！」

「あ……！　そういえばあの、実はその事なんですけど、私、化け猫ねこじゃないんです。その……、悪あく魔まなんです……」

　異蘇能家のタマ扱いされて、たまはおずおずと弁解した。そして、国際認定証を見せる。この認定証は、国際化時代に合わせて各国の魔物・化け物が協議して作った、資格検定の一種である。科学文明の発達した現代では魔物の世界も結構ヒマで、こんなものでも作る以外にやる事がないのだ。

「な……？　こ、これは……。確かに、種別は『悪魔（堕天使）』だ……。いや、それより……」

「ご主人……！　ランクＳ級でっせ、この子……」

　根呂とパトラッシュは顔を見合わせて青ざめた。

「……い、いくらなんでも、こんなのを敵に回すのはマズい。ミケを殺やる間だけでも、なんとかおとなしくしていてもらわねば……」

　根呂はたまに向かって無理やり笑顔を浮かべると、深々と頭を下げた。

「……いや、こちらの早とちりで申し訳ありませんでした。我々はあなたと敵対するつもりはありません。異い蘇そ能の家のタマ扱いした事は謝あやまりますので、どうかこちらの無礼を許していただけますまいか……」

「え……？」

　突然謝られて、たまは一いつ瞬しゆん戸惑った。だが、そこは単純無防備の権ごん化げである。話し合って仲直りを、という自分の呼びかけが功を奏したのだと勘違いした。

「じゃ、じゃあ、仲直りの握手を……」

　根ね呂ろと握手を交わすたま。これですっかり問題解決だと信じ込み、ホッと緊きん張ちようが緩ゆるむ。

「あっ、あのっ、それで、もし良かったらそのっ、パトラッシュ……撫なでてみてもいいですか……っ？」

　ちょっぴりドキドキしながら、たまはお願いした。根呂と和解が成立したら、一番にやりたかった事だ。

　たまの機き嫌げんを損ねてはマズいと、根呂は笑顔で答えた。

「あ、ああ、いいですよ、もちろん。どうぞどうぞ。こいつもＳ級の魔ま物ものの方に撫でてもらったらきっと喜びますよ」

　たまはパァッと目を輝かがやかせて、パトラッシュの首に抱きついた。

「はふぅ……」

　喜悦の吐息を漏らしながら、イッてしまった目でパトラッシュの毛にじゃれつくたま。

　だが、何度も言うがパトラッシュの体は霊れい体たいである。それにたまが触れる事が出来るのは、常識では考えられないほど強い妖よう気きを纏まとっているからである。たまは肉体ではなく、妖気の膜でパトラッシュに触れているのだ。

　普通にしていても人間の一人や十万人簡単に殺せる、強烈なたまの妖気である。異常な高濃のう度どの妖気に直じかに触れられて、パトラッシュの体は首からじわじわと崩れ出した。

　それを見て、根呂はハッと青ざめる。

「いっ、いかんっ！　パトラッシュ！　罠わなだっ！　それ以上触れられてはならんっ！」

　慌ててたまの体を突き飛ばすと、パトラッシュをかばうように抱え込む。

「……さ、さすがはＳ級悪魔。攻こう撃げきしている最中ですら、微み塵じんも殺気を発さぬとは。危うく、してやられるところだった……」

　一方、たまはいきなり突き飛ばされて転がって、そのまま目を回して気絶した。Ｓ級の魔物が突き飛ばされただけであっさり気絶したのを見て、根呂は少し目をしばたたく。

「……なんだか分からんが、結果オーライだ。パトラッシュ！　今のうちだ！」

「ちょっと待った！」

　脇わきで見ていた律りつ子こが割り込んだ。

「アンタねー、仲直りを持ちかけるフリして油断させていきなり突き飛ばすって、いったいどーゆー戦い方よ？」

「なんだ貴様？　文句があるのか」

「あるから言ってるんでしょ！　アンタ、それでもいっぱしの霊れい能のう力りよく者なの？」

「な、なんだと……？」

　根ね呂ろは思わず律りつ子こを睨にらむ。律子は根呂以上に気迫のこもった目で睨み返した。

「霊能力合戦なら心霊写真撮り放題だと思ってずーっとスタンバイしてるのに、アンタさっきから全然それっぽい事してないじゃない！　何考えてんのよ！」

　そう怒鳴りつけると、手に持ったカメラを力強くグッと突き出す。

「……パトラッシュ。こいつはただの馬ば鹿かだ。無視して行くぞ」

　脇わきを通り抜けようとした根呂を、律子の拳こぶしが吹き飛ばした。

「ぐふぅっ……！」

　口から血を吐き、もんどりうって宙を舞う根呂。

「どうしても珍ちん獣じゆう・真ま央おちゃんを殺すってんなら、それに見合うだけの面白いもの見せろって言ってんの。そうでなきゃあんな面白い生き物、むざむざアンタなんかに殺させはしないわよ」

　ゴキゴキと指の骨を鳴らす律子。ちなみに、今の発言を裏返すと、〝猫ねこ娘むすめ以上に面白いものを見せてくれるんなら、真央は殺されてもまぁいいか〟という事になる。だが独身歴四十年の根呂に、律子の好奇な乙女おとめ心が分かろうはずもない。

　根呂は床に膝ひざをついて、よろよろと起き上がった。

　律子に向かって鋭するどい眼光を向ける。

「貴様ら、どうあっても化け猫ミケの退治を邪じや魔ましようというわけか……。よく分かった。もはやこちらも容赦せん！　望みどおり、我が秘術を見せてくれよう！」

　一喝すると、根呂は合掌して秘文を唱えた。

「謹つつしんで勸かん請じようし奉たてまつる。御み社やしろ無なき此の所に降こう臨りん鎮ちん座ざし給たまいて神じん祇ぎの祓はらい可か寿ず可か寿ず平らけく安らけく聞こし食めして願う所を感応納受なさしめ給え！　誠せい恐きよう誠せい惶こう降こう烈れつ来らい座ざ！　敬白。大なる哉かな賢けんなる哉かな乾けん元げん享きよう利り貞てい如によ律りつ令りよう！」

　唱え終わると同時に、空気が微かすかに震ふるえた。部屋の中にじっと潜ひそんで眠っていた低位の神々や精せい霊れいたちが、根呂の呼びかけに応じて蠢うごめき出したのだ。

　根呂はニヤリと笑う。

「見せてやろう。皇帝とあだ名される我が術の神しん髄ずいを！」

　そう言うと、根呂は何やら名めい簿ぼのような物を取り出した。そして次々と読み上げる。

「台所の神・三さん宝ぽう荒こう神じん、オーブンの神・ラウレンティウス、門かど口ぐちの神・送そう子し娘にやん々にやん……」

　家の内外にあるありとあらゆるものに宿る神の名前を猛スピードで呼んでいく。それに応じて、呼ばれた者が次々と姿を現した。

　根呂は名簿を閉じると、呼び出した神々に向かって二度礼をした。そして注目を集めるようにパンパンと二度手を叩たたく。

「どうも。昼間、召喚させていただいた根ね呂ろと申します。お忙しいところ、お呼び立てしてすみません。さっそくですが、昼間の約束どおり、皆様のお力添えをいただきたいと思いまして。奴やつ等らの動きを止めるだけで結構なのです。もちろん、謝しや礼れいは十分に用意しております。黄金色の饅まん頭じゆうをば……」

　黄金色の饅頭とは、小判の束を意味する越えち後ご屋や用語である。要するに、根呂の術は神々にわいろを贈おくって協力を仰ぐというものなのだ。

　だが念のため言っておくと、別に根呂の振る舞いは卑屈でも何でもない。神社などに願かけにいってお供え物をしたり、満願成じよう就じゆの暁には新しい社やしろを建こん立りゆうしますなどと誓約するのは、珍しい事ではない。神々を謝礼で買収しようとするのは、実はどこの誰だれでもやっている事なのだ。これは呪じゆ術じゆつの最大の基本であり基き礎そなのである。少なくとも根呂はそう確信している。

　果たして、根呂の請願に神々は厳おごそかにうなずいた。根呂も、それに対して一礼を返す。

　そして次の瞬しゆん間かん。

　突如として部屋中の物がひっくり返ったかと思うと、律りつ子こと真ま央おと、部屋の隅で目を覚ましかけたたま目がけて一斉に飛んで来た。更に、着ていた服が突如として体を締しめつけ、逃げようとした三人の動きを封じる。

「うわっ!?」

「わあああっ！」

「きゃあぁあぁっ!?」

　たまはカーテンに縛しばり上げられ、真央は乗っていた戸棚に閉じ込められ、律子に至っては絨じゆう毯たんに簀す巻きにされた上に家中の家具の下敷じきにされた。

　根呂が勝ち誇ったように笑う。

「ははははっ！　見たか！　我が精妙なる霊れい視し能力によって、家中のどんな些さ細さいな神々や精せい霊れいをも見つけ出し、名前を見抜き、そして傭よう兵へいとして雇やとい入れる！　今やこの家のありとあらゆるものが我が軍団だ！　貴様らの着ている服さえも例外ではない！」

「……今のってもしかしてポルターガイスト現象？」

　簀巻きの律子が悔しそうに歯がみする。

「油断してたわ……！　この私ともあろう者が、あんな絶好のシャッターチャンスを逃すなんて……！」

「これで邪じや魔ま者は封じた。後はミケの始末をするだけだ……」

　根呂は勝ち誇ったように呟つぶやくと、戸棚のガラス越しに真央へ冷たい目を向けた。

「こっ、来ないでよっ！　来たらぶん殴るからねっ！」

　戸棚の中でガタガタともがく真央。

　根呂は馬ば鹿かにした薄うす笑いを浮かべる。

「ふっ、怖いな。ならば殴られんよう、パトラッシュに頼むとするか。人間化しすぎた貴様では、我がパトラッシュに触れる事すら出来まい」

「まっ、またその馬ば鹿か犬？　やめてよねっ！　これ以上ミケの体傷つけたら、ホントに許さないからっ！」

「ミケの体……。やっと自分がミケだと認めたか。それでいい」

　根ね呂ろはニヤリと笑うと、パトラッシュの頭に手を置いた。

　その時、階段の上から騒さわがしいやり取りが下りてくるのが聞こえた。

「全くお前には失望したぞ！　せっかくイメージどおりに化けられるのに、何故なぜ美少女に化けんのだ！　キサマなど神の僕しもべ失格だ！」

「失格で結構だっ！　そんなオカマみたいな真似まねしたくないっ！」

「偉大な能力を持ちながら、発揮せず埋もれさせてしまうのは世界の損失！　重大なる罪なのだぞ！　せっかく俺おれが救ってやった大事な未来を台なしにしおって、この重犯罪者めが！」

「美少女に化けないだけで、なんで重犯罪者なんだっ！」

　その声の主たちは一階に着いて客間の様子を『見』渡すと、いきなり叫んだ。

「熾し天使アブデルの名において命ず！　お前ら全員三秒以内に元の場所に戻れっ！　当分出てくるなっ！」

　それと同時に、部屋の中に凄すさまじい霊れい力りよくが流れ込んできた。その否いや応おうない影えい響きよう力に支配され、根呂に呼び出された神々たちは慌てて元の場所に戻っていく。三秒もかからないうちに、部屋の様子はすっかり元どおりになった。

「馬鹿な!?　相手の名前も呼ばず、高圧的に命令するだけで、あれだけの数の神々を……！　いったい何者だ……！」

　根呂が声のしたほうを振り向くと、二つの人影が立っていた。アブデルと、人の姿に戻った賀か茂もだった。

「貴様、今朝けさの……！」

　カーテンの束そく縛ばくから解放されたたまが、賀茂に駆け寄る。

「賀茂さん！　人間の姿に戻ったんですね！」

「賀茂さん……って……。もしかして、ごんなの……？」

　真ま央おも近寄ると、賀茂の顔を呆ぼう然ぜんと見つめた。

「うん。遅くなってゴメン」

　律りつ子こが緊きん張ちよう感に欠けた口調で割って入る。

「でもさー、なんか前とちょっと違わない？　顔とか……」

「あ、それは、外見の調整って自分のイメージでやるから、微妙なズレがあるかも。鏡かがみのイメージだとどうしても左右とか……」

「自分のイメージ……。それでそんな美化五〇〇パーセントって感じなのね」

　律りつ子こは大いに納得してうなずいた。

「な……っ？」

　たまが慌ててフォローする。

「りっ、律子さん、言いすぎですよっ！　精々一二〇パーセントくらいですっ！　一応、賀か茂もさんって分かりますし……」

「……あんまりフォローになってないんだけど……」

　戦う前からすでに精神的ダメージでダウン寸前の賀茂だった。

　一方、根ね呂ろは緊きん張ちようした面持ちのまま、アブデルに問う。

「何故なぜだ……？　今朝けさは化け猫ねこ撲滅に賛成だったはずが、何故今になって邪じや魔まをする？」

　アブデルは真ま央おを指差して、静かに諭さとした。

「よく聞け、根呂よ。あの娘こは化け猫ねこ娘むすめなどではない。間違った殺せつ生しようをやめさせるのは、神の僕しもべたる我らの義務だ」

「化け猫娘ではないだと？　何を馬ば鹿かな。貴様、あの耳が目に入らんのか？」

「確かに耳は猫だ。二ふた股またに分かれた尻尾しつぽも生えている。あの肉体がもともと猫又の物だった事は俺おれも否定せん」

「それならばやはり化け猫娘ではないか！」

　アブデルは苦々しく首を振った。
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「全体としては完全なるものも、その一部のみを取り上げれば不完全に思えるものではあるが……。霊れい視し能力を『今、ここ』だけに局限し、自ら視野狭きよう窄さくに陥った弊へい害がいか。お前は、自分が致命的な勘違いを犯している事に気づいておらんのだ」

「致命的な勘違い……？」

「そう。すなわち……」

　アブデルは鋭するどい視線で根ね呂ろを射た。

「頭部のみに注目すれば確かに化け猫ねこ娘むすめに見えるかもしれんが、宇宙全体の調和の中において見るならば、彼女は非の打ち所のない猫耳娘だという事だ！」

「ね、猫耳娘……？　化け猫娘と、いったいどこが違うと言うのだ」

「愚か者！　そんな基本的な事も分からんのか！　いいか？　そもそも猫耳娘というのはだな、主しゆなる神が天地創造の七日目に自らの御姿に似せて……」

　賀か茂もが脇わきからアブデルを引っ張った。

「アブデル……。ちょっと代わってくれる……？　アンタじゃ話がこじれるだけだから……」

　賀茂はアブデルを押し退のけると、根呂の前に立った。

「単刀直入に言うけど、実は、あの子はミケじゃなくて、鍋なべ島しまさん家ちの一人娘、真ま央お本人なんだ」

「噓うそをつくな！　だったらあの耳はなんだ！」

「だからそれは、真央が病気で死にかけてるところを、飼い猫のミケが魂を入れ替えて生き延びさせてくれたんだ。だから、体は猫だけど……」

「黙だまれ！」

　根呂は激しく遮った。

「猫が魂を入れ替えて生き延びさせてくれただと？　馬ば鹿か馬鹿しい。三年の恩を三日で忘れるような奴やつ等らが、人助けなどするものか！　くだらん戯ざれ言ごとをぬかすな！」

「噓じゃないって。そっちだって、真央の魂が人間だって事は『見た』んだろ？」

「確かに『見た』が、それは人間化しすぎた馬鹿な化け猫というだけの事！　第一、奴は夜中に鍋島家の墓を暴きにやってきたではないか！　そいつが真央本人だとしたら、いったい何のためにそんな真似まねをしたというのだ！」

「だからそれは、ボクのために自分のしゃれこうべを……」

「貴様のためにしゃれこうべを……？　もういい！　ワケの分からん話は十分だ！　謹つつしんで勸かん請じようし奉たてまつる！　御み社やしろなき此の所に降こう臨りん鎮ちん座ざ……」

　再び合掌して秘文を唱える根呂。だが、唱え終わっても何の反応もない。

「く……っ。何故なぜだ……！」

「何故ってそりゃ……。熾し天使って言ったら多神教文化の主神クラスだし……。その熾天使の名においてなされた『命令』と、一介の霊れい媒ばい師しにすぎない根呂さんの『請願』じゃ、影えい響きよう力が違いすぎるしさ……」

「………！」

　歯ぎしりする根ね呂ろを見て、賀か茂もはポリポリと頰ほおを搔かいた。なんだか自分が『虎とらの威いを借る狐きつね』みたいで、かなり決まりが悪かった。ついさっきまで狐だったから、尚なお更さらだ。

「とにかく、争うのはやめて話を聞いてほしいんだ。ボクが今から根呂さんの『眼め』の制限を一時的に解除するから、真ま央おの過去を『見て』やってくれないかな？　根呂さんの能力なら半年前くらい余裕で届くはずだから、そうすればボクの言ってる事が本当かどうか……」

「くどいっ！　何と言おうと、猫ねこが命を捨てて人助けしたなど私は断固信じん！」

　根呂は怒鳴ると、再び身構えた。

「まだやる気か？　もう勝負は……」

「まだだ！　パトラッシュ！」

　パトラッシュを振り返る。

「ご主人……。相手が悪すぎまっせ……」

「臆おくするな！　私が『見た』ところ、あのガキを通じてでなければ熾し天使の力は発揮出来ん！　あのガキさえ倒せば我々の勝ちだ！」

「さいですか……。……ご主人の命令は絶対ですしな……。分かりましたわ！」

　パトラッシュは意を固めると、牙きばを剝むいて身構えた。

「それでこそパトラッシュ！　全開だ！　今朝けさから一日がかりで『フランダースの犬』アニメビデオを全巻観賞した威力、とくと見せてやれ！」

「くそ……！　戦いたくないって言ってんのに……！」

　躊ちゆう躇ちよする賀茂の喉のど笛ぶえを目がけて、パトラッシュが迷わず飛び込んでくる。

「仕方ない！　熾天使アブデルの名において命ず！　パトラッシュ、お座りっ！」

　凄すさまじい霊れい力りよくがパトラッシュ目がけて流れ出す。それに押されてパトラッシュの突進が止まった。

　だが、動きは止まったものの、お座りをするところまではなかなかいかない。パトラッシュの中で、高位の神霊からの命令に屈しそうになる心と、主人である根呂の命令に従おうとする心が激しくぶつかった。

　パトラッシュが耐えているのを見て、賀茂は目を疑った。

「な……！　お座りっ！　お座りって言ってるだろっ！」

「わ……ワシの耳に届くんは……」

　ギリギリと歯を食いしばりながら耐えるパトラッシュ。

「ワシの耳に届くんは、ただご主人の命のみやぁぁっ！」

　そう叫ぶと同時に、アブデルの強力な霊力はパトラッシュの体を逸それていった。

　ハァハァと激しく息をするパトラッシュ。賀茂は呆あつ気けに取られた。

「マジか……。犬神のくせにアブデルの力を耐えきるなんて……」

「わ……、ワシは忠犬パトラッシュ……！　ワシに命令出来るんは、世界広しと言えどもご主人である根ね呂ろ様だけ……！　ワシは死んでもご主人に忠義を尽くすんや……！」

　パトラッシュは構え直すと、真っ直ぐな曇くもりない目で賀か茂もを見据える。

　その体に、再び力が漲みなぎってきた。

「噓うそだろ……!?　さっきのあれで、全然消耗してないってのか？」

　アブデルが賀茂に囁ささやいた。

「どうやらあの犬を支えているのは、『フランダースの犬』と自分を同一視する事による、忠犬パトラッシュとしての異常なまでの誇りだ。それをなんとかせん限り、キリがない」

「キリがないって、じゃあどうするんだ？」

「安心しろ。ヤツ専用のとっておきの秘ひ呪じゆを教えてやる。耳を貸せ」

　アブデルは賀茂に耳打ちする。

「な……？　そ、そんなんで本当に効果あるのか？」

　そこへ、またもやパトラッシュが突っ込んできた。

「ほら、来たぞ！　やれ！」

「くそ……っ！　しょうがない！　大丈夫なんだろうな？」

「当然だ！　俺おれを信用せずに何を信用するというのだ」

　賀茂はパトラッシュに向き直ると、アブデルから教わった取っておきの『秘ひ呪じゆ』とやらを唱えた。

「偉大なるＹＨＷＨの名にかけて！　パトラッシュの犬種は、『フランダースの犬』原作を読む限り、セントバーナードではなくてグレートピレニーズだっ！」

　賀茂の言葉が終わると同時に、強烈な霊れい力りよくを乗せた言こと霊だまがパトラッシュの魂を直ちよく撃げきした。パトラッシュはそのままその場に凍りついた。

「……な？　……い……今……何て……？」

　目を見開いて、ガタガタと震ふるえ出すパトラッシュ。

「ほ、ホンマのパトラッシュは、グレートピレニーズ……？　ほ、ほんならワシは……？」

　そのまま、世界の全すべてが信じられなくなったような顔で根呂を振り返った。

「……わ、ワシ……ワシ……」

　顔から完全に血の気が引いていた。目の焦点が合っていない。全身の震えは止まらないのに、汗ばかりが吹き出してくる。

「……わ、ワシ……、パトラッシュやなかったんやろか……。ご主人……、ワシ……ニセモンやったんやろか……」

　今までパトラッシュを支えてきた確固たる信念が、賀茂の一言で激しく揺さぶられた。霊体である者にとっては精神こそが全て。信念が揺らぐと同時に、その力は失われていく。パトラッシュは目を閉じると、その場に倒れた。

「パトラッシュ！」

　根ね呂ろが慌てて駆け寄る。

「パトラッシュ！　しっかりしろ！　気を確かに持つんだ！」

「ご主人……」

　根呂の匂においを感じて、パトラッシュは弱々しく笑った。

「……ワシ……、こんなニセモンのワシでも……ご主人のために少しでも役に立てましたやろか……」

「お前は偽にせ者ものなどではない！　お前は正しよう真しん正しよう銘めい、私の、私だけの大切なパトラッシュだ！」

「……おおきに……。そない言うてもらえたら、ワシ、ホンマに果報者ですわ……」

　プルプルと震ふるえて泡を吹くパトラッシュを必死で抱きかかえる根呂。

　その無防備な背後を、賀茂が捉とらえた。後頭部にスッと手を当てる。

「動かないで」

「貴様……！」

「とにかく、真ま央おを見て。あいつが正真正銘の人間で、殺されるほどの悪さなんて一つもしてないって事を、今からはっきり分かってもらうから」

　根呂を真央のほうに向かせると、賀茂はアブデルの力を使って一気に根呂の『眼め』をこじあけた。そして、霊れい視し能力の制限を取り払い、過去も『見え』るようにする。その上で、更に力を注ぎ込んで、無理やり六ヶ月前まで遡さかのぼらせた。ミケが真央の身代わりになった時期だ。ミケが病床の真央と魂を入れ替える場面を、根呂の『眼』にはっきりと『見せ』つけた。

「……どう？　これで、こっちの言った事が本当だって分かってもらえた？　世の中、悪い化け猫ねこばっかりじゃ……」

「フン……」

　根呂は目を逸そらして、皮肉な口調で答えた。

「要するに、死期を悟った化け猫が、人間並みの葬そう儀ぎと供養をしてもらおうと飼い主の体を乗っ取ったというだけの話ではないか。浅ましい猫の考えそうな事よ。そしてその子は、その哀れな犠ぎ牲せい者というわけだ」

　それを聞いた真央がムッとして抗議する。

「またおじさんはそーゆー事をっ！　よく分かんないけど、事情は全部分かったんでしょ？　だったらミケの悪口言わないでよねっ！」

「フン。騙だまされて、生きながら畜生道に身を落としながら、それでもミケをかばうか……。いい主人を持って、ミケもさぞ幸せだろう」

「ちょ……っ！　おじさんっ、私本気で怒るよっ！」

「まぁいい。私の敵はあくまで化け猫であって、その哀れな犠牲者ではない。怪け我がをさせた事は謝あやまろう。……帰るぞ、パトラッシュ」

　根ね呂ろは打ちひしがれた様子で立ち上がると、完全に白目を剝むいて痙けい攣れんするパトラッシュを引きずって出口へ向かった。

「ちょっと待ちなさいよっ！　ミケの悪口、取り消してから行ってよっ！」

　根呂は顔だけ振り向くと、フンと小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「やっぱあいつムカつくっ！　ちょっとごん、離してよっ！　やっぱり、一発ぶん殴らないと気がすまないっ！」

「いいから落ち着けって！」

　ジタバタする真ま央おを後ろから羽は交がい締じめにする賀か茂も。

　根呂は玄関へ向かいかけて、ふと立ち止まった。

「その子に懸かけられた懸けん賞しよう金については、私から協会のほうへ説明して取り消してもらっておこう。……それから、鍋なべ島しま氏は交通事故に遭った×町で地じ縛ばく霊れいになっている。今でも勘違いしているだろうから、会いに行ってやるといい。娘が元気に生きていると知れば、安心して成じよう仏ぶつ出来るかもしれん……」

　地縛霊の所在地の地図を書いて背中越しにヒラヒラと投げると、根呂は去っていった。

「あーっ！　帰っちゃったじゃないっ！　ごんの馬鹿っ！　なんで止めるのよっ！」

「……根呂にも、事情があるんだ」

「事情……？」

「さっき根呂の眼めをこじあけた時にちらっと『見え』たんだけど……、あいつ、十代の頃ころに、ずっと飼ってた猫ねこにたった一人の肉親を殺されて、それで……」

「飼ってた猫に……？　それを恨んで化け猫撲滅を……？」

　真央がハッとしたように振り向く。

「……そっか……。そうなんだ……」

　真央は呟つぶやくとうつむいた。

「だから……根呂の気持ちも分かるだろ……？」

「うん……、ちょっと分かる気するよ……。つまりそれってアレだよね……。えっと……」

　うつむいたまま、しばらく真央は言葉を探したが、やがて顔を上げてポツリと言った。

「……八つ当たりってヤツだよね？」

「な……っ？　違うだろっ！　真央お前、同情心ゼロかっ！」

「違わないでしょっ！　だって、全然関係ない化け猫たちからしたら、そんなのいい迷惑じゃないっ！」

「そ、それはそうだけど、だけどもう少し言い方ってものがあるだろ！」

「綺き麗れい事ごとで言い換えたって、結局おんなじ事じゃないっ！」

「そりゃそうだけどなぁ……！」

　うまく言い返せずに、黙だまり込んでしまう賀茂だった。







[image: エクソドス　子の功徳に因りて、その親、極楽浄土へ往生を遂げし事]







　次の朝、賀か茂もたちがたまの手作りの朝食に悶もん絶ぜつしていると、真ま央おが興こう奮ふんした顔で現れた。

「ね、ごん！　聞いて！　私、すごい夢見ちゃった」

「夢……？」

　本来ならトーストになる予定だった炭化物を頰ほお張ばりながら、寝ぼけた顔で賀茂が聞き返す。

「そう！　あのね、さっきね、お父さんが夢に出てきたの！」

「ああ。お父さんの夢を見たのか……」

「違うのっ！　お父さんの夢じゃなくて、夢にお父さんが出てきたんだってばっ！」

「どう違うんだ……？」

　ボーッとした顔の賀茂に、真央は苛いら立だつ。

「だからっ！　ミケの時と一緒で、今度はお父さんが夢ゆめ枕まくらに立ったの！　それでね、お父さん、私の事ちゃんと分かってくれて、ゴメンねって言ってくれて、私も死なせちゃった事とか謝あやまって、お父さん、『いいよ』って笑って許してくれて、それで私、きちんと仲直りできたんだよ。お父さん、私が生きてるって知ったら安心してあの世に行けるとか言ってくれて、あの世に行ったらお母さんにもちゃんと説明するから心配するなって言ってくれて、私、なんかすごく嬉うれしくなっちゃって、寝ながら涙出ちゃったよ、もう」

　紅こう潮ちようした顔で、早口にまくし立てる真央。

「ふーん。良かったじゃないかはわぁぁ……」

　言うと同時にあくびが出た。

「何その気の抜けた言い方？　全っ然気持ちこもってないよっ！　もっとちゃんと喜んでよねっ！」

「ゴメン。ちょっと寝不足なんだ……」

　賀か茂もは謝あやまると、フラフラと立ち上がった。

「……たまちゃん。やっぱり、もう少し寝るよ……。ほっといて学校行ってくれていいから……」

　台所のたまに声をかけると、賀茂は部屋から出ていった。

「……すまんが俺おれもだ……」

　後を追うように、アブデルもよろよろと出て行く。

「……なに、ごんたちのあの態度？」

　ムッとして見送る真ま央お。たまが執り成した。

「賀茂さんたち、寝てないんですよ。昨晩、あれからどこかに出かけてたみたいで」

「帰ってきたの、明け方だったもんね」

　律りつ子こが口を添える。

「明け方？　そんなに遅くまで、男二人で何してたの？」

「さぁ……？　ナニしてたのかしら……？　ちょっと興きよう味みあるわね。調べとくわ」

　律子は自分で作ったカツ丼どんをかっ込みながら、手帳を開いて『最優先調査事項』の欄らんにメモをした。その欄には他ほかにも、下らない色恋の噂うわさから〝そんなの知ったら真っ先に消されるぞ〟というような危険な事まで、実に様々な事柄がメモされていた。

「ところで話は変わるけど、真央ちゃんこれからどうするの？」

　どんぶりを置くと、律子は真央に向き直る。

「どうするって……？」

「いや、だからさ。昨日逃げる最中に、×町のみんなにその耳見られたんでしょ？　さすがにあそこには戻りづらくない？　あの町、化け猫ねこ娘むすめの歪ゆがんだ噂うわさも広まってるしさ」

　真央はハッと青ざめた。

「え……。そういえば……。どうしよ……。あそこのナワバリ出ちゃったら、私、行くあてなんてないよ……」

「じゃあさ、もしよかったら、私ん家ちに来る？　部屋一つ空いてるし」

「えっ？」

　真央と同時にたまも声を上げた。

「り、律子さん、空いてるお部屋があるんなら、なんで真央ちゃん、自分のお家に連れてかなかったんですか？　あそこから律子さん家までならたった一駅でずっと近かったのに」

「いやー、だってさ、明らかに何かの事件の真っ最中って感じなのに、自分の家になんて連れ帰りたくないじゃない？　ウチ、原則として家族には迷惑かけないってのがルールなのよね」

「だ、だから私の家に押しつけたんですか……」

　はぁ、とあきらめきったため息を漏らすたまだが、律りつ子こは特に気にしない。

「で、真ま央おちゃん、どう？　ウチに来る気ある？」

「え……。私は……律ちゃんがいいんなら……」

　真央は少しはにかみながら、おずおずと小さくうなずいた。

「よっしゃ、決まりね。じゃ、学校終わったら迎えに来るから。家に行く前に病院にも寄らなきゃね」

「え？　病院？　いいよ。それほど怪け我がひどくなかったし、ちゃんと手当てしてもらったし……」

「いや、怪我じゃなくて、不妊手術」

「ふ……、不妊手術……？　何それっ？」

「何それって、猫ねこを飼う時のマナーでしょ？　不幸な捨て猫を増やさないためにも」

「りっ、律ちゃんっ！　私の事、実は本気で馬ば鹿かにしてるでしょっ！」

　真央が真っ赤になって怒る。

　律子はそれを面白そうに眺めながら言った。

「あーもう、冗談だってば。そんな本気で怒らないの」

　笑い飛ばされて、赤面したまま真央は口をつぐんだ。その後ろでたまがボソッと呟つぶやく。

「……でも律子さんって、冗談をそのまま実行しちゃう事、よくありますよね……」

　いかにも身につまされた感じの口調に、血の気がどこまでも引いていくのを止められない真央だった。




　一方、賀か茂もとアブデルの布ふ団とんが敷しいてある屋根裏の物置。

「真央のヤツ、親父おやじさんとちゃんと夢で会えたみたいだな……」

　賀茂は言いながら、布団に倒れ込んだ。

「うむ……。夜中に×町までマラソンを敢行した甲か斐いがあったな……」

　アブデルもぐったりと横たわりながら、満足そうに笑う。

　賀茂とアブデルは、根ね呂ろにもらった地図を頼りに、昨晩のうちに×町まで行ったのだった。地じ縛ばく霊れいになっている真央の父親を探して、悪あく霊りようを封じ込める要領で瓶びんに詰めて連れてかえってきたのである。もちろん電車は止まっている時間帯だから、走って往復だ。

「しかし、ちゃんと目覚める前に戻ってこれるかとかなり焦ったぞ。霊視能力のない真央ちゃんが霊と会話出来るのは夢の中くらいしかないからな」

「……でも、考えたら今日の昼に電車で行って、今夜会わせれば良かったんじゃないのか」

「まあ、そう言うな。善は急げだ」

「それはまあ……」

　賀か茂もはうなずいてから、ふと大きな吐息を漏らした。

「どうした？」

「いや、ちゃんと真ま央お本人と認めてもらえて仲直り出来たって言っても、両親とももう死んじゃってるんだよな、と思ってさ……」

「なに、生きているうちは凡人には肉眼視しか出来ん。死んで霊れいになったからこそ、あの親父おやじも自分の娘の魂をちゃんと確認できたのだ。結果的に、死んでて良かったのだ」

「死んでて良かったって、おい……。両親が生きてるうちにちゃんと分かってもらえるほうがいいに決まってるだろ」

「それはそうだが、しかし両親ともに霊れい視し能力を持っておらんのだから、現実にはそれは不可能だ。ならば、可能な範はん囲いでのベストを追及する以外にあるまい」

「そりゃまあ……」

「あの親父は地じ縛ばく霊になったおかげで、あの子が真央ちゃん本人だと知る事が出来た。そして、親に娘本人だと認めてもらえた事で、やっと真央ちゃんも今の自分を心の底から受け入れられた。理想的なベストではないかもしれんが、現実的にはこれ以上は望めまい。ならば、それで満足する事を知るべきだろう」

「うん……。まあ……確かに……」

「それに賀茂よ。これが何よりも大切な事だが……」

　アブデルはちょっと体を起こした。

「両親がすでに死んでいるおかげで、俺おれたちは真央ちゃんをずっと手元に置いておく事が可能になった。これがもし、霊視ができるような両親で、生きながらにして真央ちゃんを自分たちの娘だと確認出来てしまったりしてみろ。真央ちゃんを手放して、両親の元へ帰さざるを得なくなるではないか。そう考えると、今の状況は現実的な範囲でのベストどころか、考え得る最上の事態かもしれん」

「……あのな……」

　アブデルのあまりに真剣な顔に、賀茂は呆あきれてため息を漏らした。ちなみに二人は、律りつ子こが珍ちん獣じゆう・猫ねこ耳みみ人間の飼育権をさっさと獲かく得とくしてしまった事はまだ知らない。

　賀茂は、ふと自分の身を振り返って呟つぶやいた。

「……けどボクみたいに、両親も友人も霊視が出来て、間違いなく本人だとすぐ分かってもらえるような環かん境きようって、よっぽど恵まれてるんだな……」

「そういう事だ。そもそも、お前なら転生させてもそういう苦しみを味わわずにすむと知っていたからこそ、俺はお前を地上に戻す事にしたのだからな」

「……そうか。じゃ、せっかくの恵まれた環境を無駄にしないためにも、一眠りしたら両親に顔見せに行くかな……。近所の人に見られたら『死んだはずの人が生き返った』ってパニックになるから、行くとしたら夜か……」

　賀か茂もは大きく一つあくびをした。

「……そういや真ま央おのお父さん、地じ縛ばく霊れい状態から解放されてあの世へ旅だったのはいいけど、大丈夫かな。娘に懸けん賞しよう金を懸かけたりした罰ばつで、地獄行きになってなきゃいいけど……」

「それなら心配いらん。さっき、友人から連絡があった」

　アブデルは寝転がったまま、ゴソゴソと携帯用のプランシェットを取り出した。プランシェットとは、自動書記をして霊界と通信するための道具だ。形状は、ハート型に切り抜いた足付きの板に鉛筆を差し込んだだけの、簡単な代しろ物ものである。

　そのプランシェットに備えつけられた台紙に、なにやら文章が書かれてあった。

「読んでみろ」

　賀茂に手渡す。

「結構長いな。えっと……、

『前略　親愛なる友人アブデル様。ヤッホー。閻えん魔ま大王だよう。久し振り。元気してる？　実は今朝けさ、スゴい死人が来ました。なんと、猫ねこ耳みみ娘の父親です。化け猫娘じゃないですよ。猫耳娘ですよアニキ！　ワシらがずっと待ち望んでいた猫耳美少女ですよ！　思わずワシ舞い上がっちゃって、他の経歴まるっきり無視して極楽浄土行きを決定しちゃいました。後で見たら神しん道とう系の家だから、常とこ世よの国とかのほうが良かったんだろうけど、決めちゃった後だからしょうがないよね。てへっ。いやー、ワシもうなんだか興こう奮ふんしちゃって、そいつの嫁さんまで探し出して一緒に極楽に押し込んじゃったよ。ご祝しゆう儀ぎって感じですか？　とにかくまあそんなワケで、今アニキのいる日本のどこかに我らが救世主、猫耳美少女がいるはずだから、アニキのとびっきりの霊視能力で必ず探し出しておいてください。生写真とか送ってくれたら嬉うれしいです。ではまた。ばいびー』

　……って、なんじゃこりゃ!?」

「な？　心配なかったろう？　我が赤せき誠せいの友閻魔大王は、厳きびしく実直な反面懐ふところの深い男だ。やむを得ぬ誤解が元で生じた不可か避ひな罪にまで、杓しやく子し定じよう規ぎに罰ばつを科すような真似まねはせん」

「いや、っていうかこれ……」

「では、俺おれはもう寝るから話しかけるな。いいな」

　強引に話を打ち切ると、アブデルは凄すさまじいいびきをかき出した。

　賀茂は再び手元の手紙に目を落とした。

「……しかし、マジでこれ、閻魔大王からなのか？　こんなヤツに死者の世界の管理を任せて、あの世は大丈夫なのか……」

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたが、そのうち深夜の長距離走の疲れがドッと出てきて、賀茂は枕に突っ伏した。

「……とにかく、ボクはさっさとこの世に戻されて助かったって事だよな……」

　狐きつねに生まれ変わって以来初めて、転生した我が身を心から幸せだと思った賀か茂もだった。

　柔らかい朝の光の差し込む中、久し振りに穏おだやかな賀茂の寝顔だった。





終　　　









あとがき




　どうもこんにちは。佐さ藤とうケイです。

　出ましたね、続編。

　一巻目のラストで後の事を考えずに主人公を死なせてしまって、さぁどうやって復活させようかと悩んだものですが、案外なんとかなるものなんですね。あの時は「後先考えずに書くもんじゃないなぁ」としみじみ反省したものですが、最終的に今回の事から得た教訓。

　──人生ってちょろいね。

　……なんて言ってるヤツから真っ先に死んでいくような気もしますが。







　それでは少し『フランダースの犬』ファンへ。

　パトラッシュがセントバーナードではないという事実は、私も今回の作品の下調べをしていてはじめて知りました。小説版でははっきりと、「毛並みは黄色がかって耳は狼おおかみのようにまっすぐ立っている」と描写されているんです。こんなセントバーナードはいません。こういう外見で、巨体で、労役犬として使われる犬種といったら、どうやらグレートピレニーズ系の雑種しかいないんです。

　……少なからずショックでした。私の知っているテレビアニメのパトラッシュは、実は偽者だったのかと思うと、悲しくて悲しくて涙が出てきました（一部誇張あり）。全国の皆さんも相当ショックだっただろうと推測しますが、これに挫くじけず頑張って生きていきましょう。




　続いて猫ねこ耳みみマニアの皆さんへ。

　化け猫が美しい娘に化けた話は存在します。例たとえば岐ぎ阜ふ県大おお野の郡丹生にゆう川かわ村で採録された民話には、貧しい老夫婦のために美女に化けて遊郭へ売られる猫の話が見られます。なかなかけなげな猫娘です。今の時代に生きていれば、もう間違いなく萌えキャラです。ですが残念ながら、この猫の化け方は非常に完全で、耳もちゃんと人間の物になっていたようです。猫の耳を残しておいたほうが、遊郭にももっと高く売れただろうに、とつい考えてしまうのは、きっと私たちが現代人だからなのでしょう（私『たち』って言うな、と思ったあなた。あなたは正常です）。




　更に天使マニアの方々へ。

　第二章において、大天使ラグエルがトップ階級の天使として登場しました。ですが、大天使って天使の位階では下から二番目じゃなかったっけ……、とお思いの方は大勢いらっしゃると思います。そもそも、有名な四大天使たち（ミカエル、ガブリエル、ラファエル、ウリエル）もみんな大天使なんですよね。そのくせ、天使たちの長おさだとされているんです。何故なぜだ？　と疑問に思うのはもっともです。私も変な話だと思います。

　とりあえず、この疑問に対しては、次のような説を採用したいと思います。

　まず、天使の位階というのは『いかに霊れい的属性が高いか』『いかに物質的属性が低いか』で測られるものです。しかし、物質的属性が低くなると、現世（物質界）に影えい響きようを与えにくくなってしまいます。そのため、高位の天使になればなるほど現世に干渉しづらくなっていき、また反対に現世に干渉しようと思えば物質的属性を帯びねばならないために、能力に制限を受けてしまいます。その矛盾を解消するために、高い霊性を持ちつつも、物質的属性を何らかの方法で付加された天使が大天使であり、大天使は地上においてもフルに能力を発揮出来るように造られた特殊ハイブリッド天使なのだ、というのです。そして、彼らの霊性を測定した場合、物質性が霊性の数値を相そう殺さいするため、見かけの霊性は著しく低くなり、結果として位階は下から二番目に位置付けられている、とする説です。

　よく見ると色々と穴のありそうな説ですが、一見しただけではもっともらしく聞こえそうなので（少なくとも私は一いつ瞬しゆん納得しました）、とりあえずこれで行こうかと思っています。




　それでは最後に、今回も様々な面でお世話になった担当の徳とく田ださんへ百万回の熱いお礼を。そして今回も素敵なイラストを描いてくださったさがのあおいさんに百万回の熱い抱ほう擁ようを。更に、書いている途中で意見を聞かせてくれたり相談に乗ってくれたＴ・ＫさんとＳ・Ｔさんと三さえ枝ぐさ零れい一いち義兄さんに百万回の熱い口づけを。そして最後に、今回もこの本を手にとってくれたあなたへ百万回の熱い××××を！

　三巻目が出せたら三巻で会いましょう！　その時にまた読んで下さった方にはもう、火傷やけどしそうな○○○○をしてしまいます！





佐藤ケイ　　
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。女の子らしく料理をはじめてみようと思う今日この頃……。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐藤ケイ先生」係

「さがのあおい先生」係










天てん国ごくに涙なみだはいらない②




畜ちく生しょう道どう五ご十じゅう三さん次つぎ
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